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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　たとえば、それは夜のような。

　たとえば、それは血のような。

　たとえば、それは衝しよう動どうのような。

　たとえば、それは長い長い、永い永い時間のような。




　確実に。

　着実に。

　世界を侵おかす『毒』。










　……しかし。

　　　それは、人と鬼き仙せんの……どちらだろう？







　第一章　再起する者
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　はたして。

　その状じよう況きようを、誰だれもすぐには吞のみ込めなかった。

　西にし中ちゆう華か街がいの楼ろう閣かく。墜つい落らくしたばかりの輸送機から燃料がこぼれ、オレンジ色の炎ほのおをあげている。その光と熱を間近に浴びながら、誰もが微び動どうだにできなかった。

「誰だてめえ！　なんで、うちの娘むすめの身体からだに取り憑ついてやがる！」

　灰はい岡おかジンが吼ほえた。

　そして、

「おお、これは失敬」

　頭を下げた相手が、白パイと呼ばれる少女であると、馳はせ郎ろうも認にん識しきしていた。

　経けい緯いは分からないが、ジンの『娘』であると、そのように自じ称しようしている相手だ。もちろん、ジンがそんな年ねん齢れいの娘をつくれるはずもないので、養女か何かの事情があるのだろうと考えてはいたが、何にせよこの若者が心を許している数少ない相手であることは確かだった。

　ならば、これは何者か。

「なにしろ、一度死んでしまったものでな。薄うす墨ずみが用意しておった器うつわが近くにあったものじゃから、これ幸いと憑いてしもうた。灰岡のとは知らぬ仲でなし。緊きん急きゆう事態のことゆえ、ひとつ許してはもらえぬか？」

　申し訳なさげに言って、幼女は白い髪かみを押さえたのである。

　最前までの白パイとはまるで違ちがいすぎる。演技というには堂に入りすぎているし、そもそも演技をする理由などあるまい。

　硬こう直ちよくしたままの少年の視界で、幼女は悠ゆう々ゆうと宣言した。

「白はく鳳ほう六ろつ家け──第一家・真朱まそおの当主、真朱真ま冬ふゆという」

　それは、最後の三つ角の名前であった。

　現代の白鳳六家の中でも、最強といわれた〈おに〉の姫ひめ君ぎみ。

　しかし、馳郎たちはきちんと聞かされてはいなかったが、彼女はリコや北ほく斗ととともに中華街へ侵しん入にゆうした際、西シー王ワン母ムーによって打ち倒たおされたのではなかったか。

（一度死んで……？）

　ただ、馳郎の脳のう裏りには、以前薄墨の研究所に乗り込んだときのことが蘇よみがえっていた。実験に使われて死んだはずの娘の幻まぼろしが、自分を誘ゆう導どうしてくれたあの不思議な感覚。

　同時に、ジンも思い出していた。




　──『真朱の変へん生じよう属性は、火車がもとだそうだ』




　以前、隼はや人とから聞いた言葉。

　もとは地じ獄ごくで罪人を苦しめるための拷ごう問もん具だったのが妖よう怪かいの伝承となり、各地で「死体を奪うばう」妖怪として名を馳はせることとなった。

　その正体が、たとえば他人の身体に取り憑くことだとしたら？

　思考をまとめるより早く、ギリ、と驚おどろくほど大きな歯ぎしりが鳴った。

「それで、だからなんだっつうわけだ!?　〈姫君〉よ！」

　つぃん、と硬かたい音がした。

　鯉こい口ぐちを切って、若者のカタナが解き放たれたのだ。

　特とく殊しゆ合金製の刀身が、夜風を削そぎ落としながら、その姿を露ろ出しゆつさせていく。

「おお……殺気が痛いこと。おぬし、本気で娘の身体を斬きるつもりか」

「うるせえ！」

　一いつ喝かつは刃やいばよりも鋭するどかった。

「だからって、娘の身体をてめえに好き勝手される理り屈くつにはなってねえ！　それぐらいなら、俺の手で斬り落とす！」

「ジン」

　その叫さけびに、もうひとつの声も唱和したのだ。

「あたしたちの、娘だよ」

　ウーも、一歩前に出る。

　夫を止めようというのではない。

　壮そう烈れつな鬼き気きが、その身体から発散されていた。斉チーテ天イアン大ダーシ聖エンの名にふさわしく、その『力』は天災にも勝まさると、嫌いやでも理解させられるほどの、ほとんど物理的な圧力が屋上全体を拉ひしいでいた。

　燃え上がる炎さえも、ごおと大きくゆらめいた。

「なるほど……これが鬼仙兵器」

　幼女の頰ほおがゆるむ。

「用がすめば、もちろんこの身体は返すとも」

　鷹おう揚ように、真冬は──真朱真冬と名乗った人格はうなずいた。

　若き魔ま人じん夫ふう婦ふの凄すさまじい殺気を前にして、この幼女に取り憑いた三つ角は一歩も退ひかずに、新たな言葉を加えたのである。

「だが、今、おぬしらと妾わらわの敵は共通ではないかな？」

「──西シー王ワン母ムーだって、言いたいのか？」

　馳郎が、その答えを引き取った。

　にんまりと、幼女の唇くちびるが歪ゆがむ。

「おおよかった。今代の白はく翁おうは話ができるらしい。……そう、それさ。思った以上の大敵でな。妾も見事に殺されてしもうた。いや、さっぱりとやられたものさ」

　胸にぽんと手を置いて、真冬は笑ってみせたのである。

「だけどな。そのおかげで、今の西シー王ワン母ムーは妾は死んだと思っていることだろう。再戦にいささかの有利な条件とはならないかな？」

　朗ほがらかで、爽さわやかな笑えみだった。

　一度殺されたことを本当になんとも思ってないような表情。自らの命さえも戦いを進めるための条件のひとつとしか考えてない──そんな在り方。

　黙だまり込んだ少年の瞳ひとみを、見上げるようにして幼女が覗のぞき込む。

「それに、西シー王ワン母ムーにとっての予想外は妾だけでもなかろう？」

「っ……！」

　馳郎が、息を吞んだ。

　真冬の指し摘てきするものは明らかだ。

　馳郎の手と〈カエアン〉のマニピュレータにある双そう剣けん──鬼き宝ほう・陰いん陽よう剣けん。

　本来、鬼仙兵器ナタが所持するはずの鬼宝を、少年は今自らの手にしていた。

　それは、いくつもの偶ぐう然ぜんが重なった、小さな奇き蹟せきだった。

　ナタに何度となく氣チイを供給したことからの「免めん疫えき」。

　彼女を何度となく救ってきたことから、鬼宝自身が少年に対して好意的な感情を育はぐくんでいたこと。

　そして、蓮リヤン花フアの口づけによる最後の後押し。

「……俺は」

　少年は瞼まぶたを閉じ、そっと首元を撫なでる。

　分かる。

　今自分が手にしている鬼宝が、警けい戒かいを露あらわにして、自分に訴うつたえかけている。

　鬼宝の気持ちが分かるというのは、本来人間には獲かく得とく不可能な感覚だろう。つまり、少年はもはや人間ではなく──

　瞼を、開く。

「手を貸す」

　躊ちゆう躇ちよ無く、少年が言ったのだ。

　はっ、とジンとウーが振ふり返り、その視界で馳郎はただはっきりと口にした。

「俺には取り戻もどさなきゃならない相手がいる。守ると約束した助手がいる。だったら、こんなところで戸と惑まどってる時間なんかない」

「ほんっと、お前はそうだよなあ！」

　快笑して、ジンが刃を鞘さやへと収めた。

「親友が言うんじゃ仕方ない！　ついさっきこいつと協力するってのは約束しちまったしな！　つうわけで、俺と愛妻も一いつ緒しよだけどかまわないよな！　真朱真冬！」

　ぱんと自分の額を叩たたいて、白い歯を覗かせたのだ。

　しかし、けして娘の身体を奪った〈おに〉に迎げい合ごうしたのでないことは、抑おさえきれぬ殺気が示していた。片手はさりげなく鞘に触ふれたまま、なんとも楽しげに幼なじみへと尋たずねたのである。

「で、さあてどうするんだ？」

「それだけど」

　言って、馳郎は踵きびすを返した。

　ゆっくりと消火されつつある輸送機のかたわらで、くずおれた影かげによびかけた。

「……長老」

「馳郎殿どの……」

　黄フアン長老の状態に、馳郎は大きく顔を歪めた。

　壮そう漢かんは、巨きよ大だいな体たい軀くを折ってうずくまっていたのである。

　その背中にはいまだ輸送機の大きな破は片へんが刺ささったままで、東中華街を裏から支配する男も、今ばかりはあらゆる力を失ったように見えた。

「は。気にするな。角を折ったとはいえ、もとは〈おに〉だぞ。この程度でどうにかなるものか」

　強気に笑った腕うでに、北斗が抱だきかかえられていた。

　墜つい落らくした際に、風の障しよう壁へきを張り巡めぐらせて気絶した少女を、この壮漢は守り通したのである。

「すいません。もう少しだけ、力を借りることになると思います。かまいませんか？」

「……もちろんだとも」

　苦しげに、しかしはっきりと長老はうなずいた。

　ここに至っても、長老の心は折れてはいなかった。馳郎よりもずっと早くから、〈おに〉と鬼き仙せんの融ゆう和わを目指していた男は、夢破れて戦いくさが始まってしまった今ですら、なお信念を砕くだかれてはいなかった。

　その姿に、馳郎は小さく息を吞む。

　自分の先をいく人々の、なんと雄ゆう大だいなことか。

　だからこそ、小こ賢ざかしいだけの自分には、何も成し得なかったのだろう。彼らにあるのは信念で、自分にあるのはその場しのぎの機転だけだったのだと、そのことは認めざるを得ない。

「だが、君はいいのか？」

　長老が、訊きいた。

「正直に言う。私は君の力を借りたい。ここに及およんで私が打てる手はもはや君だけしかいない。……だが、君は本当にここから先に関かかわっていいのか？」

　長老の言葉は、心底馳郎を気き遣づかったものだった。

　自分のこれまでの行動が、すべて先代白翁に予知されて──ある意味では利用されたものだったと知ってしまった。それゆえに少年の芯しんが砕かれてしまったところを、確かに長老は見ていたからだった。

「いいんです」

　と、少年は笑った。

　今は震ふるえてしまっても、できるだけ不敵に。

　ひきつってしまう笑みだとしても、かなうかぎりの気き概がいを込めて。

「リコに言われましたから」

　視線をあげる。

　そこに、白衣の少女がたたずんでいた。

　義兄あにの決心に、ぎゅっと涙なみだをこらえていた。

「リコは、お兄ちゃんが何を決めたとしても、それをサポートするよ」

　と、白衣の少女は口にした。

「だから、お願い」

　本当はその続きを喋しやべりたくないというように、少女はしばし口ごもった。

　それでも、これだけは言わなければならないのだと、もう一度顔をあげて、祈いのるように両手の指を組んで、義兄へと願ったのだ。

「……ナタさんを、守って」

「とっくにその依い頼らいは受けてるよ。……このアフターケアは別料金だから、後であいつの給料から天引きしないとな」

　ふざけた調子で、それでも優やさしく、少年は答えた。

　それは、結局のところ少年が裏切れない、最初の誓ちかい。

　守られたのだから、守らねばならない。最初に守ってくれたのが先代白翁で、その出会いがある意味では仕組まれたものだったとしても関係ない。

　ここまで積み上げてきたものに、後こう悔かいはない。

　たとえ後悔だらけだとしても、それでもこの胸を張ってみせる。

「……さあ」

　息を吸った。

　大きく、長く。

　胸に拳こぶしをおいて、ぎゅっと握にぎりしめて、馳郎は決意を告げる。

「反はん撃げきだ」

　瞳に、炎ほのおが燃え上がった。

　烈れつ々れつたる熱は、場の全員の瞳へと燃え移った。




　　　　２




　……意識はあった。

　あったが、それはひどくかぼそい糸のようなものだった。

　その糸を引っ張っている間、かろうじて意識を保てるのだが、強く引っ張りすぎればたちまち糸は断だん裂れつしてしまう──そういうジレンマに苛さいなまれるのと同時に、凄まじい激痛も少女の感覚を押し潰つぶしていた。

　神経の一本一本をメスで切り出され、炎で炙あぶられているかのようだった。

　内臓のひとつひとつが裏返され、無数の針で突つき刺されているようだった。

　そんな熱と痛みと、意識とがせめぎあっている。

　指一本動かせないが、それでもナタにとっては悠ゆう久きゆうにも等しい時間を苦痛の中で過ごしていた。

　──〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉。

　自分の身体からだに封ふうじられた鬼宝の片割れが、それだけの現象を引き起こしているのであった。

　それでも、唇くちびるが動く。

「……わ」

（私……は……）

　必死に、外界へ訴えかけようとする。何かひとつでも、抵てい抗こうを世界に刻みつけようとする。

　そんな少女を見て、

「ずいぶん抵抗するようになったわねえ」

　と、困ったように、西シー王ワン母ムーが苦く笑しようした。

　ゆっくりとナタの滑なめらかな頰ほおを撫でて、耳元に囁ささやきかける。

「それも、あの男の子と出会ったせい？　恋こいは人も仙せん人にんも変えるけれど、うちの娘むすめと一緒であなたもその口かしら」

「……ぅ……」

　呻うめきは、言葉にならない。

「うんうん。〈七鍵勅書〉は打ち破れないみたいね。さすがにそんなことあったら、困っちゃうもの」
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　ひとまず〈七鍵勅書〉の効果を確かめてから、西シー王ワン母ムーは視線を街へとやった。

　場所は、西中華街である。

　先に長老たちが発令していた避ひ難なん警報と、始し祖そ鬼き宝ほう・太たい極きよく図ずによる結界があいまって、人の気配は見事に絶えている。

　もちろん、西シー王ワン母ムーの場合は人命を守ろうとしたわけではない。

　単に必要だったから、というだけのことだ。

　今も、その『力』は街を異形の空間と変じせしめている。

　見よ。

　ビルの間を滔とう々とうと流れるのは、水銀にも紛まごう銀しろがねの河である。その水上をゆく古びた舟ふねには無数の『影』が乗り込んでいる。影というのは比ひ喩ゆではなく、大陸から転写された、鬼仙たちの実体を持つ影なのだった。

　そして、戦いは鎮ちん静せい化していた。

　ナタの九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうによって三つ角の〈おに〉たちを撃げき墜ついして以降、新たな敵は現れていない。

　異能者たちの戦いは、通常のそれと異なり、いまだに質が量を凌りよう駕がする。あの三人の三つ角は彼らにとって乾けん坤こん一いつ擲てきのものだったらしい。仮に新たな手を打ってくるとしても、あれ以上の攻こう撃げきは難しいだろう。

（……なんとか、乗り越こえたかしらね）

　その実感があった。

　彼女にしてみても、今の一戦はたやすいものではなかった。

　万が一ナタの九竜神火罩を防がれた場合の手もあるにはあったが、いずれも確実性が低く、代だい償しようが大きなものばかりだったからだ。そこまで至らずに済んだことについて、西シー王ワン母ムーはひどく久しぶりに天へと感謝する気持ちになっていた。

　この場合、天というのは神とは違ちがう。

　仙人である彼女にとって、神とは敬うべき存在ではない。今の彼女が感謝を覚えているのはもっと根源的な──この世界を貫つらぬく法則そのものだった。根源や太極と名付けられることもあり、あるいは彼女やそれに近しい太古の仙人がそれになぞらえられることもあった。

　ほう、と小さく西シー王ワン母ムーはため息をつく。

（……ええ、私がそんなものなら、戦いあい、奪うばいあう必要もなかったでしょうが）

　彼女とて万ばん能のうにはほど遠い。

　全知全能など、夢想の産物でしかない。

　だからこそ、この島国での簒さん奪だつにも躊ちゆう躇ちよはない。いくら不老長生ではあっても、自分たちもこの惑星ほしに依い存そんする生物であるのは変わらないのだから、そのように振ふる舞まうことに遠えん慮りよがあるはずもなかった。

　周囲の氣チイが衰すい弱じやくしているのを、西シー王ワン母ムーは感じる事ができた。

　自分たちの戦いによって、この土地から多くの氣チイが奪われた結果だった。

「……あの子は、ひとまず逃にげたかしら？」

　そっと囁く。

　三つ角の〈おに〉が現れる以前、自分を足止めしていた娘はすでにその気配を消していた。

「困った子」

　漏もらした響ひびきには、かすかな喜びも混じっていた。たとえ刃は向むかわれたとしても、自らの子の成長を喜ばぬ親などいようか。

　しかし、だからといって、我が儘ままを聞き届けることもできぬ。

　自らの統すべる民たみもまた、子と同じだけの重みを持つのだから。

「うっかり反はん抗こうされちゃう前に、こちらも細工を始めましょう」

　女の手は、夜風を導くように持ち上げられた。





「……崑こん崙ろんの血をもって、西シー王ワン母ムーが始祖たる鬼宝に願う」






　妖よう女じよの周囲に、忽こつ然ぜんと四本の剣けんが出現したのである。

　背後で、ナタがかすかに震えた。

　彼女には、その鬼宝の秘ひめた『力』が感得しえたのだ。〈七鍵勅書〉に支配されていてさえ、少女の肉体がその『力』に恐きよう怖ふしたのだと、誰だれに信じられようか。

「分かる？　分かるわよね？　あなたもかつての大戦では見たことがあったんじゃないかしら」

　嫣えん然ぜんと、西シー王ワン母ムーは微び笑しようする。

　ゆるりと動いた指が結ばれ、精密な印形をいくつもつくりだしつつ、四本の剣へと口こう訣けつを突きつける。





「四方に四し獣じゆう、四季に四色、天干地支の流れを導く！」






　ざあ、と風が吹ふいた。

　雲が渦うず巻まいた。

　天が、啜すすり泣くようですらあった。

　西シー王ワン母ムーと四本の剣を中心に、残り少ない氣チイを吸い上げられて大地が震しん撼かんする。





「相生にして相そう剋こく、反剋に相乗、角すぼしより軫みつかけに至る星宿を回し廻めぐりて覆くつがえせ！　四し宝ほう剣けん──！」






　その言葉とともに、四本の剣はそれぞれ別の方位へと飛ひ翔しようした。

　まるで流星のごとく、西中華街の土地の四方へと解き放たれたのであった。

「これで、あと一晩」

　舌の上で転がすようにして、仙せん女によは囁いた。

「あと一晩で、私たちは新しい故郷を手に入れられるわ」

　ねっとりとした言葉は、ひとりごとではなかった。

　なぜなら、

「そうでしょう？　少シヤオ影イン」

「……はい」

　名前通り、影に埋うもれた相手が声をあげたのだ。

「仰おおせの通り、千年の悲願はここに結実するでしょう」

　冷たく青白い顔の青年鬼き仙せんは、どこか疲つかれたように、重々しく口にする。

　少し時間をおいて、

「ですので、私にも乾坤一擲の備えをお許しください」

「あら」

　と、西シー王ワン母ムーが軽く驚おどろきの声をあげた。

　珍めずらしく、声に本音が混じっていた。

「困ったわ。これが終わった後こそ、あなたには頑がん張ばってもらうつもりだったのに」

「申し訳ありません。ですが、私は、彼らがこのままで終わるとは思っておりません。この国では一寸の虫にも五分の魂たましいなどと言うそうですが、実際、糞クソ虫は糞虫ゆえの生命力を持っていましょう。それに、腐くされお嬢じよう様さまも連れ帰らねばなりません」

「人の娘にひどい言いぐさね」

「失礼しました」

　特に申し訳なさそうでもなく、少シヤオ影インは頭を下げる。

「でも、最大級の評価ね。この国であなたが出会った人々は、そんなにも強かった？」

「逞たくましい……と評価するべきでしょう。拝見する限り、鬼仙兵器ナタを使う回数は最低限度にとどめるべきです。だとすれば、最も適切なのは私だと考えます」

「そう」

　一度だけ、西シー王ワン母ムーが瞼まぶたを閉じた。

　ほんの数秒のことだった。

「分かったわ」

　と、瞼を閉じたまま女王は告げた。

「西シー王ワン母ムーの名において、滅ほろびを許します。少シヤオ影イン」

「光栄至し極ごく」

　深々と、少シヤオ影インが頭こうべを垂れる。

　ふたりの間に流れた空気は、あっけないほどに静かであった。

「大戦で救われてより、長らくお世話になりました」

「ええ」

「どうぞ、西シー王ワン母ムー様はこの世の果つるまでお健すこやかに」

　深々と、青年鬼仙がもう一度頭を下げて、立ち上がった。

　次の瞬しゆん間かんには、彼の姿も気配も消え去っていた。

　だから、

「馬ば鹿かね。たった百年を長らくとか言わないでよ」

　女王の呟つぶやきを聞く者は、誰もいなかった。

「年寄りばかりが健やかで、一体何の意味があるというの」

　ひどく切実で、悲ひ壮そうな琴ことの調べにも似た──それでもなお、美しい声こわ音ねであった。
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　身体からだが、異様に軽かった。

　無人の中華街を走る速度は、すでにそこらの自動車を追い抜ぬくほどだった。一歩踏ふみ出すだけで目の前の建物がもう後方に流れていて、力を入れて跳はねればそのまま低層ビル程度には飛び移れそうだった。しかも、そんな速度でもう数分走り続けているのに、息ひとつ切れることさえない。

（これが、鬼仙の──）

　思って、馳郎は足を動かす。

　半鬼仙化したことが、少年に思いがけないほどの『力』を与あたえていたのだ。

　それによって、〈カエアン〉の補助人工筋肉モジュールもまた、ほとんどリミッターカットした状態で稼か働どう可能となっていた。人体を傷つけるという理由から抑よく制せいしていたほかの機能も、今の馳郎ならなんなく使いこなせそうだ。

　また、単純な体力ばかりでもない。

　こうして走っている間にも、馳郎の感覚は数十メートルにわたる範はん囲いに広がっている。さやさやと遠くの川沿いで揺ゆれる柳りゆう樹じゆの葉の一枚ずつを、ビルの十数階の軒のき先さきに置かれた花の香かおりを感じ取ることができた。

　単なる強化どころか、まるで細さい胞ぼうのひとつずつまで生まれ変わったかのようだった。

　だが。

　それも、あの西シー王ワン母ムーを相手にして、どこまで役に立つだろう。

　間ま違ちがいなく、少年は飛ひ躍やく的てきなパワーアップを果たしたが、戦いとは相対的なものだ。かの大鬼仙にしてみれば、せいぜい飛び回る蚊かが虻あぶになった程度に過ぎないだろう。

（……いや）

　と、思い直す。

　西シー王ワン母ムーの凄せい絶ぜつさは、別の次元にある。

　どんな損害もあっさりとリセットしてのける、始し祖そ鬼き宝ほう・太たい極きよく図ず。

　もっと恐おそろしいのは……〈七鍵勅書〉によって操あやつられている鬼仙兵器ナタ自身である。五ご岳がく三さん山ざんの女王からすべての制限を外された戦せん闘とう能力は、おそらく馳郎の知るいつよりも強大なものとなっているだろう。

　走りながら、思考はぐるぐると巡めぐっていた。

（……ナタ）

　今、あの少女は、どんな顔をしているのか。

　少年の愚おろかさで捕とらえられてしまった少女の姿が、何度となく脳のう裏りを揺さぶった。

　馳郎を傷つけさせないため自らの身体に剣を突つき立てた、あの姿を思い出すだけで、内臓が煮にえくりかえるようだった。

　そして、もうひとり。




　──『あんた、前に訊きいたわよね。吸きゆう血けつ鬼きのくせに血を吸ったことがないのかって』




　自分を半鬼仙にした、蓮リヤン花フアの言葉。

　その言葉の続きを、馳郎は覚えていない。

　だけど、その続きがまるで分からないほど、愚かでもないのだ。

　そっと、首筋を撫なでた。

〈カエアン〉のジャケットの下で、かすかに凹おう凸とつが感じられた。半鬼仙化したことで、再生力も大きくあがったらしくほとんどのかすり傷は治ち癒ゆしていたが、それだけは残っていたのである。

　どうやれば、その傷に応こたえてやれるのか。

　こんなどうしようもない自分を、母親や同どう胞ほうを裏切ってまで助けてくれようとした彼女に、一体どのような方法なら報むくいてやれるのか。

　いや。

　きっと、それだけじゃない。

　ナタに抱いだく想おもいも、蓮リヤン花フアに抱く想いも、ただ守れなかったとか助けてもらったとか、そんな事実だけでくくれるものではない。今の破は滅めつ的てき状じよう況きようとあいまって、少年の感情は嵐あらしの海へ投げ込まれた小こ舟ぶねのように、ひたすらかき乱されるばかりであった。

　半はん端ぱな異能など得たところで、自らの心ひとつ自由にはならなかった。

「…………っ」

　唇くちびるを嚙かむ。

　考えても仕方ないことを、必死に心の片かた隅すみに封ふうじ込める。

　今必要な、西シー王ワン母ムーに勝つための要素を、どんなにわずかでも拾い集めなければならない。

（三つ角の……月つき白しろ弦げん摩またちはどうなった？）

　現状で鬼仙たちと正面から対たい抗こうできる戦力は、ジンとウーのふたりを除けば彼らしかいない。ウーにもナタと同様の制せい御ぎよ鬼宝──〈緊きん箍こ児じ〉によって操られる可能性があることを考えれば、ほぼ唯ゆい一いつの戦力といってもいいだろう。

　それに──

「どうしたかえ？」

　隣となりで、真冬がことりと首を傾かしげた。

　今、馳郎と一いつ緒しよにいるのは彼女だけだった。ジンとウー、長老とリコたちにはそれぞれ別の場所に向かってもらっている。

　幼女の足あし下もとには、かすかな炎ほのおが灯っていた。足を動かすたびに、その炎が炸さく裂れつして幼女の身体を推進し、馳郎の移動に追つい随ずいしてるらしい。

　それも〈おに〉としての変へん生じよう属性なのか。

　単に、炎を操る力だとしても、あの隼人に劣おとらない精度の使い方である。

　しかし、この幼女の場合はもっと別の意味があると、すでに知らされていた。

「あなたは、西シー王ワン母ムーに殺された人格を、白パイに転写したと言いましたね」

「そうじゃの」

　と、真冬も認めた。

　少し考えてから、その続きを紡つむぐ。

「まあ、白翁どのならよいか。妾わらわの──というより真朱の変生属性は、結局のところ、いくつかの記き憶おくのパターンを過去の真朱家の三つ角から受け継つぐというものでな。すべての人格というわけでもないが、それでも合計すれば数百年ほどの記憶を保持していることになろうさ」

「記憶の、継けい承しよう……」

「妾たちは、魂の炎と呼んでいるが、現代ならニューロンとやらに働きかけていることになるのか？　それとも魔ま法ほう使つかいたちが言うように、霊エーテル体の転写かの？」

　くつくつと、少女が笑う。

　なんとなく想像してはいたが、はっきりと口にされれば、なお強い衝しよう撃げきがあった。

　それだけの時間を、一体この真朱真冬はどのように捉とらえているのだろう。ましてや一度殺され、他人の身体に仮住まいしている自分のことを、どう考えているのだろうか。

　ある意味で、悠ゆう久きゆうの時を生き続けていく鬼仙に、最も近い〈おに〉とは彼女ではないだろうか。

　──〈妖あやかし狩がり〉。

　白はく鳳ほう六ろつ家けの中で呼ばれている真朱のあだ名を、改めて少年は嚙みしめる。

「だったら、ひとつ、訊きいておきたいことがあるのだけど」

「ほう」

　好きにしろ、という感じで真冬が促うながす。

　だから、遠えん慮りよなく馳郎も口にした。

「先代白翁の予知は、もうなくなったと見ていいのかな？」

「それはそうじゃろうな」

　呆れたように、真冬がため息をつく。

「もともと、彼の行動は西シー王ワン母ムーを打ち倒たおすために、全員の三つ角をぶつけるという一事に向けられておった。それが失敗に終わり、妾が先に殺されていたということは、そもそも前段階で白翁の予知が崩くずれてしまったということさ」

「予知が、崩れた……」

　小さく、呟く。

　ただし、悪い方向に、だ。

　先代白翁の予知通りにすべてが進んでいれば、あるいはすでに事態は沈ちん静せい化していたかもしれない。その後の戦争こそ泥どろ沼ぬまになるだろうが、西シー王ワン母ムーを四人の三つ角が滅ほろぼしていた可能性は高い。

　それが、根底から覆くつがえった。

　あるいは、それも馳郎のせいかもしれない。

　先代白翁の予知は、同じ〈おに〉の血けつ縁えんに限られていた。いくら半鬼き仙せんになろうと、もとは一いつ般ぱん人でしかない馳郎が動けば動くほど、その予知が崩れていってしまう。だからこそ、馳郎にだけは予知を伝えずに、リコも北斗も動いていたのだ。

（だったら、そもそも、どうして俺を白翁にした……？）

　自分のすべてを賭かけた予知が崩ほう壊かいしてしまうと分かっていて、どうして自分を取り込もうとしたのか。

　それだけが、どうしても馳郎には分からなかった。




　──『だから、あいつの目はお前に何かを見ていたのかもしれない』

　──『あるいは……白紙という未来を、初めて見たのかもしれない』




　そんな風に、長老は告げていた。

　そのことも、少年の胸には重い楔くさびとなって打ち込まれている。

　何年も何十年も前から、ずっと未来のことを知ってしまった者は、一体どのように生きればいいのだろう。自分の死よりも後の出来事に、すべてを捧ささげた生き方とはどんなものだったのだろう。

　疑問ばかりだ。

　改めて、自分が置かれた立場の奇き異いを嚙みしめる。

　どんな運命でさえ、何かしら打つ手に変わるのではないかと、ただただ思いを巡らせる。それしか自分にはできないのだから、せめて頭脳だけは一いつ瞬しゆんも緩ゆるませず、働かせ続けた。

　そのときだった。

　突とつ然ぜん、幼女が夜空を見上げたのである。

「あの、剣けんは──」

「剣？」

　厳しい視線につられて、少年も空を見上げた。

　そこにはただべったりとした闇やみが貼はり付いているばかりで──しかし、一瞬少年の知覚にも背筋をぞくりとさせる何かが走り抜ぬけたのだ。おそらく、半鬼仙になる前ならば何も気づかなかっただろう。

　まるで、神経の上を蛞蝓なめくじに這はいずられたような嫌けん悪お感かんだった。

「今の、は……」

「氣チイさ。それも鬼宝の氣チイ。今のおぬしなら分かるじゃろ」

　短く、幼女は息をついた。

　そして、急に冬の風にあてられたかのように、二の腕うでを撫でたのだ。

「ああ、あれだけは忘れようもない。妾の内で眠ねむった過去の真朱が吼ほえておるわ。本当に、考えられる限りの最悪の事態になっておるな……」

「最悪の……？」

「四し宝ほう剣けん」

　眉まゆ根ねを寄せた馳郎に、幼女は苦々しく口にした。

　雅みやびやかな名前と裏腹に、続く内容は極きわめて激げき烈れつなものだった。

「太極図と並び、世界を塗ぬり替かえるための始祖鬼宝さ」

「…………っ！」

　一瞬、言葉を無くした。

　幼女の台詞せりふの意味が、少年にも知れたのである。

「それ……って」

「ああ、そうさ。侵しん略りやくしにきたわりには、ずいぶん氣チイを無む駄だ遣づかいするなと思っていたがの。最初から、西シー王ワン母ムーは一度この土地を枯こ渇かつさせてしまった上で、自分たちの住みやすいように塗り替えるつもりなのさ」

　テラフォーミング、という言葉がある。

　もともとはＳＦの用語で、火星などの惑わく星せいを人間が生存できるようにつくりかえてしまうことである。

　西シー王ワン母ムーがやっていることは、それに近かった。

　極東の地を、自分たちに適応した場所に染め変えてしまう。

　そのための儀ぎ式しき。

　そのための、氣チイの収しゆう奪だつだった。

　一時的にせよ、この地の氣チイを枯渇させるほどの戦いを演じたのは、そのための前まえ振ふりでもあったのだ。

　もちろん完全に枯渇させてしまえば、鬼仙たちの故郷と同じような、元も子もない状態に陥おちいってしまう。しかし、短時間の枯渇であれば土地の在り方を塗り替えるのに好都合だった。一度本来の氣チイを失った土地は、復帰するためにいささか無理があっても新たな氣チイを呼び込もうとするからだ。

　そのタイミングで介かい入にゆうすれば、たやすく土地は塗り替えられる。

「四宝剣はそのための鬼き宝ほうじゃ。土地の氣チイを操あやつるだけでなく、その状態を永続化させる始祖鬼宝。その影えい響きようが世界の津つ々つ浦うら々うらまで届いてしまうことから、鬼仙の歴史でもほんの数回しか使われなかった代しろ物ものよ」

　たとえば、その鬼宝は北国を南国に変えてしまう。

　砂さ漠ばくを雪国に変えて、果ては海と大地をも入れ替えてしまうのだという。

　今起こそうとしているのも、きっと同じだ。

　倭わ国こくの土地を、大陸の土地に。

　人の土地を、鬼仙の土地に。

　今は太たい極きよく図ずの力によって『影かげ』のみがやってきた鬼仙も、土地が馴じゆん化かされた後ならば、本体ごとやってくるだろう。

　そうなれば、もはや押しとどめる術すべはない。

　一度本ほん拠きよを確立した大陸の鬼仙を退けることは、〈おに〉にも人間にもかなうまい。また、そこまで踏ふみ込んだ鬼仙たちが黄こう坂さか市の西中華街ひとつで満足することもありえないだろう。

　これはすでに戦争であり──

「すべて、このための前振りじゃったかよ。西シー王ワン母ムー……！」

　歯を軋きしらせるようにして、幼女に憑ひよう依いした真朱真冬が口にしたのであった。
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「どうした？　ウー」

　突然厳しい面おももちで空を見つめた妻へ、灰岡ジンは振ふり返った。

　こちらも、夜の西中華街を移動している最中だった。

　ウーは自らの鬼宝・筋きん斗と雲うんを顕けん現げんさせて乗り込み、ジンは半ば特とく殊しゆジャケット──〈カエアン〉と同型の人工知能〈ツール〉に任せて、次から次へと極ごく細ぼそワイヤーを放ち、蜘蛛くも男のごとき空中遊泳を続けている。

「今、空を氣チイが走ったの」

　と、首チヨー輪カーの少女は口にした。

「言ってたやつか。四宝剣とかいう」

「うん」

　と、ウーがうなずいた。

「滅めつ多たに使わない鬼宝だけど、今回はきっと使うと思ってた。そうでないと、この戦争のひとくぎりにならないもの」

　少女は、ナタと同じく鬼仙の戦争を止めるためにつくられた最終兵器だった。

　だからこそ、自分と同様に運用される鬼宝については、それなりの知識を持たされていた。自分やナタが敵対者を直接打ち砕くだく戦術兵器だとしたら、太極図や四宝剣は敵対者の地じ盤ばんを奪うばい去るための戦略兵器ともいえた。

「ふん！　いよいよ敵の陣じん地ちばかりが立派になっていきやがる！　まあやりがいのあるこった！」

　どこか楽しそうに不満を言ったジンへ、

「ねえ、ジン？」

　と、その少女が小首を傾かしげたのである。

「どうして、あの子を手伝うつもりになったの」

「ん!?　ああ、ハセ公のことか！」

「だ、だって、ジンは、あたしより、あのほっぺ傷の方が大切なんじゃないの」

　おろおろと言った首チヨー輪カーの少女を前に、

「ぶわははははははははははは！」

　と、ジンは大きく笑ったのである。

　その拍ひよう子しに、新たなワイヤーを射出する体勢が崩れ、あやうく楼ろう閣かくのひとつに衝しよう突とつしかける直前であわてて身をよじる。

　わずか二センチ足らずの間かん隙げきで衝突を回かい避ひしつつ、新たな弧こを描えがきながら、若者はなおも笑ったままで答えた。

「まあな！　まあな！　完全にこれっぽっちも影も形もないとかは言えないな！」

「や、やっぱりジン……！」

　わなわなと鬼宝の雲に乗った少女が震ふるえた。

　この情念を晴らすためにはいっそ……とばかりに振り返る。殺意に満ちたその視線に捕つかまえられるまえに、ジンは先手を打って出た。

　少女を抱だき寄せたのだ。

　途と端たん、筋斗雲はかき消え、ふわわわわわと曖あい昧まい模も糊ことした声こわ音ねを漏もらしながら、若者と少女が夜空に弧を描えがいた。

「言ったろ？　愛してるのはお前だけだって」

　甘い言葉を耳元で囁ささやく。

　ますますウーは赤くなり、若者に抱きかかえられながら、じたばたと手足を動かす。

「だだだだだだだだ、騙だまされないんだから！　きっと、あのほっぺ傷にもそんなこと言ってるんだ！」

　その様子があまりに可笑おかしかったのか──それとも愛いとおしかったのか、ジンはふわりとどこか優やさしい笑えみを浮うかべ、

「さあてな！」

　とそっぽを向いたのである。

　首チヨー輪カーの少女がむむむむむと唸うなりをあげる。

　それでも、今度の怒いかりは持続しなかった。一応、夫の言葉は彼女の機き嫌げんをほどよく慰い撫ぶしたらしい。

「ジン」

　と、もう一度少女が呼んだ。

　新たなワイヤーが射出され、前のワイヤーを回収しつつ、男女の身体からだは弧から弧へと飛び移る。西中華街の夜空で夫の首もとを抱きしめながら、改めてウーは問うた。

「本当に、西シー王ワン母ムー様と、戦うの？」

「やるさ！」

　と、ジンは応じた。

「俺以外の偉えらそうなヤツってのはどうも面つらを張り倒たおしたくなるんでね！　それに、〈緊きん箍こ児じ〉をゲットしとく必要もあるだろ!?」

「それは、そうだけど」

「じゃあ、今度はこっちから！」

　状じよう況きようを考えると危なっかしいことこの上ないのだが、ジンは顔色を変えることもなく、冷たい夜風に髪かみをなびかせながら尋たずねた。

「お前にとって、西シー王ワン母ムーは母親か!?」

「…………っ」

　今度の答えは、すぐには返らなかった。

　ナタと違ちがい、ウーは無機物からつくられた鬼き仙せん兵器だ。

　素体となる人間は存在せず、今の人格はゼロからつくられたものである。

　だからこそジンの問いは、少女の本質を抉えぐった。蓮リヤン花フアのように実の娘むすめというわけでなくとも、西シー王ワン母ムーが彼女と密に接してきた数少ない相手であることに違いはない。

　しかし、その葛かつ藤とうも数秒のことだった。

「関係ないわ」

　と、かぶりを振ったのだ。

　ふたりの身体がまたも美しい弧を描き、その中で少女は決意を若者に告げた。

「あたしは、白パイを助けなきゃいけないんだから」

　これは強く、芯しんを感じさせる声音で告げたのである。

　娘を助けるため母親を滅ほろぼすのだと。

　くく、と喉のどを鳴らして、ジンが肩かたをすくめた。

「だったら、俺も少し気合いをいれないとなあ！」

「それに、西シー王ワン母ムーについている従者も厄やつ介かいよ」

　と、少女が付け加える。

「ははあ。少シヤオ影インだっけ!?」

「そう」

　ウーの瞳ひとみがかすかな闇やみを漂ただよわせた。華やかな花の香かおりを錯さつ覚かくするような闇であった。

「もとは、鬼仙の処しよ刑けい人だもの」

「ほう！」

　妙みように嬉うれしそうに、ジンが瞳を輝かがやかせた。

「彼の植物は、不老長生の鬼仙にとっても恐おそろしいわ。植え付けられた鬼仙を永遠に滅ぼさず、永遠に苦しめ続けることだってできるから」

「はは、なるほどねえ！　そら陰いん険けんな大陸っぽい！」

　げらげら、とジンが笑った。

　それに、ぷうと頰ほおを膨ふくらませて、

「あたしのこともそんな風に思ってるの？」

「まさか！」

　両手を広げて、若者はますますけたたましく笑ったのである。

「愛妻はいつだって完全で完かん璧ぺきだよ！　俺が信じられない!?」

　これ見よがしに自らを指して、アピールする。

　ちょうど、そのタイミングで、

『ご主人様』

　と、機械音声があがったのだ。

〈カエアン〉と同じ能力を持つ人工知能の音声に、ジンが自らのコートを撫なでた。

「おお、〈ツール〉」

『指定された目標の痕こん跡せきを発見しました。各種データをお送りします』

　すると、抱きかかえられたウーが、すんと鼻をうごめかせたのだ。

「うん、いるわ。分かりやすい獣けものの臭におい」

「了りよう解かい了解！」

　安やす請うけ合いしつつ、ワイヤーを回収して降り立つ。

　路地裏であった。

　壊こわれた屋台の破は片へんや、植うえ木き鉢ばちが近くに転がっていた。

　まだ太たい極きよく図ずによる水銀の川が浸しん食しよくしていないらしく、すえたゴミの臭いがする。中華街らしく日本語と中国語のいりまじった落書きがビル壁かべに散乱しており、その奥の闇へと、ジンは瞳を凝こらした。

「……なぜ来た」

　対する声は陰いん鬱うつだった。

　泥どろの中に、憎にくしみを何十年も埋うめていたならば、こんな声音にもなるだろうか。ワインのごとく醸じよう造ぞうされた憎ぞう悪おは、本人の臓ぞう腑ふを焼いたに違いない。

「おうおう、ご挨あい拶さつだな！」

　にこやかに笑って、ジンは手をあげた。

「だけど、あんただってまだ西中華街にいるじゃないのさ！　そらどうしてだよ！」

「……オレが、離はなれるわけにいかないだろう」

「そうかもねえ！」

　にまにまと笑って、ジンは続けた。

「お前にはやることがあるはずだものな！　エイジャ！」

　名を、呼んだのだ。

　片目の潰つぶれた黒くろ猫ねこは、ただ静かに、元白翁後こう継けい者しや候補を見つめていた。




　ナタをこの国に連れてきた──鬼仙の裏切り者にして逃とう亡ぼう者しやは、長い尻尾しつぽをだらりと垂らし、夜の闇に潜ひそんでいたのであった。
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　地表は、大きく抉られていた。

　ナタの九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうによる被ひ害がいであった。

　余波を受けた大地はすり鉢ばち状に抉られており、しゅうしゅうといまだに熱気をあげている。コンクリートも地面も関係なく、極度の熱に結合をほどかれた結果、その表面がガラスのような状態になっていた。

　さらには複数の水蒸気爆ばく発はつが重なって、崩くずれたビルや楼閣の瓦が礫れきが幾いく重えにも積み重なっている。

　そんな中で、

「……くそ……ったれが……」

　瓦礫からこぼれた声は、ひどく弱々しかった。

　がらがら、と細かいコンクリートの破片が転がっていく。その内側から、無む惨ざんにやつれた青年の姿が現れた。

　空うつほ隼人である。

　中華街の瓦礫の下で、彼は生存していたのであった。

　操あやつられたナタの九竜神火罩を受け止めたとき、彼はその炎ほのおに隠かくれて、姿をくらましていたのだ。

　以前、同じ鬼き宝ほうを喰くらっていなければ、間ま違ちがいなく即そく死しだったろう。

　あのとき、隼人は真空を作り出すことで炎を遮しや断だんしたが、今度は真空の壁かべと壁の間に空気を挟はさみ、複層化することでより徹てつ底てい的てきに熱を排はい除じよしていたのである。

　それでも、重傷には違いなかった。

　ただの人間よりは数等上にせよ、〈おに〉には鬼仙ほどの身体能力はない。つまるところ、肉体は人間としての限界を超こえていないのだ。例外として、土つち蜘蛛ぐもの変へん生じよう属性を持つ薄墨の一族があるが、今回の戦いには参加していなかった。

（あのおっさんがいたら……少しは違ったかね）

　過去の大戦に参加していた、薄墨蔵人くらんどのことを思い出す。

　二つ角ではあったが、幾いく多たの戦場で鍛きたえられたあの戦士は、隼人にとっても軽かろんじることのできぬ相手だった。

　しかし、その蔵人も、先月の事件で旧友たる月白弦摩と対たい峙じして命を落としている。

「っ……」

　痛みをこらえて、身体に手をやったところで、隼人が表情を変えた。

「げ……なんっだこりゃ気持ち悪い！」

　べたべたした粘ねん液えきが、身体のあちこちに貼はり付いていたのだ。

　いや、それどころではない。蛭ひるのごとき生物がおびただしく群がり、隼人の傷口を覆おおっていたのである。

「ひどい……言いぐさだな……。命を救ったんだから……感謝して……ほしい……」

「青あお朽くち葉ば」

　近くの瓦礫の下でうずくまっていた青年へ、隼人が眼めをやった。

　無論、青朽葉晃こうである。

　こちらも重体ではあるようだが、もともと顔色が最悪すぎるせいで、どの程度かは正直隼人にも分からない。とりあえず五体満足であるだけで、儲もうけものだろうとは思う。

　喘ぜん鳴めいとともに、自らにも貼り付いた蛭に触ふれて、青朽葉は口を開いた。

「二十二式……〈息吹いぶき蛭ひる〉……」

「二十二式？　そら初耳だな」

　隼人が眉まゆ根ねを寄せると、くくっと笑った。

「それはそうさ……。君や……真朱の姫ひめ君ぎみと争いになったときのために……つくった術式……だよ……」

　三つ角同士の争い。

　それを予期していたのは、別段不思議なことではない。鬼仙が攻せめ込んでこなければ、いずれはそういう日がありえると、隼人も思っていたほどだ。

「は、実のところ六家で一番の戦せん闘とう狂きようがお前だわな」

　吐はき出すように、隼人が言う。

　彼とて、自らの異能に魅み入いられている。その結果が破は壊かいに行き着くことは茶さ飯はん事じで、何度となく一族や妹を傷つけたものだった。

　しかし。

　戦せん闘とうそのものに最も執しゆう着ちやくしているのが誰だれかと問うなら、この青朽葉だろう。

　病弱さに反して──いや、むしろ五体の脆ぜい弱じやくさゆえに、以前から青朽葉晃にはその異能にすがろうとする傾けい向こうがあった。そして三つ角となれば、その異能を競きそい合える相手は同じ三つ角しかない。先の薄墨蔵人のような二つ角も確かに油断できぬが、それはあくまで機転や戦術がこちらを上回るかもしれないだけであって、異能そのものを比べ合っているわけではないからだ。

　這はいずるように首を伸のばして、

「月白のおっさんは……ああ、こっちはリタイアだな……」

　かすかに、隼人が目を細めた。

　隼人のすぐ隣となりで、月白弦摩の身体からだは見るも無惨な状態だった。

　かろうじて息はある。しかし、それはただ生存しているというだけにすぎない。

　片かた腕うでは半ば炭化し、スーツも肌はだも区別できぬほど無惨に焼け焦こげている。さきほどの蛭がとりついて焼け焦げた皮ひ膚ふを覆っているが、気休めにもなるとは思えなかった。ましてや、鬼き仙せんとの戦いになど到とう底てい戻もどれまい。

　さすがに意識も失っているようで、放置すれば死に至るのは必然と思えた。

（どうしたもんかね……）

　隼人は、荒あらい息の中で思う。

　まず、何より重大なのは、主あるじたる灰岡ジンに現状を報告することだろう。

「……は」

　そう考えて、つい苦く笑しようが滲にじんだ。

　今の自分にとって、あの相手を主と考えるのが、あまりに自然な心持ちであることに気づいたからだった。

　人によっては飼い犬と誹そしるかもしれない。以前の彼とのあまりの変化に、そんな姿は見たくなかったと罵ののしるかもしれない。実際、隣にいる青朽葉はそのように激げき怒どして、先の六家会議では一いつ触しよく即そく発はつのところまで踏ふみ込んだほどであった。

　──だが。

　言わせておけばよい、とも隼人は考えていた。

　もしも自由と言うならば、自分の人生で最も自由を感じているのは間違いなくこの一ヶ月だ。どれほど傍ぼう若じやく無ぶ人じんに行動しても得られなかった満足感を、初めて隼人は味わっていた。だったら、自分のこれまでの餓うえを知らぬものが何を言おうと、胸に刺ささるはずもない。

　もっとも、ここまで思いこむ理由は、隼人にも分かってない。

　あんな気き儘ままな暴君に仕えて、どうして安らいでしまうのか、そのわけは分からない。

　それでも、今このときこそ、生まれて初めて呼吸できているように感じるのは、けして錯さつ覚かくではなかった。

　まるで。

　まるで、それは恋こいのような──

（……ばぁか）

　自分の思考が馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、苦笑を滲ませてしまう。

　もちろん、恋れん愛あい感情ではない。そんな趣しゆ味みは隼人にはない。

　だけど、惚ほれたんだから仕方ないだろう、とそんなことを思ってもいるのだ。そんな自分が信じられなくて、熱くなってしまった頰ほおをこすって、ますます苦笑を滲ませるほかなかった。

　多分、あれが自由だったからだ。

　暴ぼう虐ぎやくに明け暮れるという意味で似てはいても、自分の暴力はあくまで逃とう避ひのためでしかなかった。

　あれは違ちがう。

　あれは、あくまでも、どこまでも、自分の愉ゆ悦えつのためだけに暴力を振ふるうものだ。

　最初からそのように生まれついて、そういう己おのれを自覚した上で、一いつ切さいの遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよもなく自らの生を楽しみつづけるものだ。

　だからこそ、あんな風に笑う。

　自分が嚙かみつぶすようにしかできなかった笑えみを、あんなにも快活に、あんなにも無む邪じや気きに見せる。

　ああ、と思う。

　憧あこがれているのかも、しれなかった。

　自分にはありえなかった、自分がなりたかった在り方に──子供の頃ころのヒーローに抱いだくような想おもい。

　きっと、それを告げることは一生ないのだろうが。

　そのときだった。

「このまま……死ねるか……」

　と、横合いから呻うめきがこぼれたのだ。

　隼人が眉まゆを寄せて振り向いたところで、はいつくばっていた青朽葉の口からつうと赤いものがこぼれた。

　嚙みしめた唇くちびるが破れて、喉のど元もとまで滴したたったのである。

「おい、青朽葉」

　声をかけると、呻きはぞろりと暗い感情を剝むき出しにした。

「僕は……鬼仙との戦いのために生きてきた……」

「…………」

　考えてみれば、〈おに〉とはそういう存在なのだ。

　もはや白はく鳳ほう六ろつ家けでも、角ありの〈おに〉は多く生まれる存在ではない。ましてや、三つ角となればそれぞれの家で数世代にひとりいればいい方。六家で四人も三つ角が存在する──存在した現状は、ここ数十年で最も恵めぐまれた世代といえた。

　だからこそ、自分たちの異能は戦いでしか意味を持たせられない。

　暴虐であろうと、残ざん忍にんであろうと、この異能とともにしか自分たちは生きていけない。

　そのように、青朽葉も生きてきたのだろう。

　あるいは、二つ角の妹──北斗という相手がいなかった分、それはより強きよう烈れつに。

「お前は」

「関係ない……！」

　青朽葉が吼ほえた。

　傷ついた身体ではやはり弱々しい声にしかならず、しかしその響ひびきにはただならぬ熱情がたぎっていた。

「僕は勝つ……僕は勝つ……僕は勝つ僕は勝つ僕は勝つ勝たなきゃいけない……」

　ほとんど妄もう執しゆうとさえ言える、勝利への渇かつ望ぼう。

　それこそが、彼のすべてであったか。

　三つ角として育てられ、期待され、ただそのひとつだけに人生を規定され続けてきた者の、どうしようもない末路。

　同じ三つ角の隼人でさえ共有できぬ、胃の底から煮にえ立つような激情。

「他人に魂たましいを売った……お前なんか……関係あるものか……」

　咳せき交じりに、青朽葉は叫さけんだ。

　あまりにも弱々しく、しかし決意を秘ひめて。




「……勝つ」




　彼の隣で、ひれが広がった。

　自在に生命をつくりだす青朽葉の変へん生じよう属性が、今度はエイのごとき生物をつくりあげたのだ。彼のつくるたいていの生物がそうであるように瞳ひとみはなく、声もあげずに雄お叫たけびのごとく大きくのけぞった。

　這いずるようにしてその背へと乗り、青朽葉はうめいた。

「僕は……勝つ……んだ……っ！」

「青朽葉……っ！」

　翼つばさのごとくにひれが翻ひるがえり、エイが大地を離はなれたとき、隼人は手を上げかけて躊躇した。

　青朽葉を止めるとしても、強大な術式を練れば、そのことで西シー王ワン母ムーに見つかりかねない。一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいはたちまち天と地とで、両者の距きよ離りに大きな差を開かせた。

　その瞬しゆん間かんだった。

　さしもの青朽葉もこの重体では気づかなかったか。

　彗すい星せいのように降り落ちた人ひと影かげが、彼のつくりだした生物を吹ふき飛ばしたのだ。小さな拳こぶしひとつがエイの鼻先を殴なぐりつけると、巨きよ体たいはコンクリートの瓦が礫れきへと叩たたきつけられ、そのまま夢見るように霧きりと化した。

　ばかりか、小指の先でひょいと青朽葉の身体がつりあげられ、手て鞠まりのように放ほうり投げられたあげく、人影の着地とともにキャッチされたのである。

　あまりに鮮あざやかすぎて、凄すさまじい怪かい力りきよりも軽かる業わざの印象が強くなる。

　そして、

「何？　この国伝統の特とつ攻こうとかいうやつ？　そんなことしてどんな得があるわけよ」

　さばさばと、チャイナドレスの少女は言ってのけたのである。

　不安定な瓦礫の上に立ちながらその姿はただ凛り々りしく、月光を浴びた白い肌は陶とう器きよりも滑なめらかだった。右耳につけた黒玉のイヤリングはまるで夜そのものを結けつ晶しよう化させたかのよう。

　なお、首根っこをつかまえられた青朽葉は今の衝しよう撃げきで気絶してしまったらしく、ぶらぶらと首と足を揺ゆらすばかりであった。

「お前……」

　と、見上げた隼人が喉のどを鳴らす。

　かの〈おに〉は知らず。




　そのチャイナドレスの少女こそは〈おに〉の天敵──数ヶ月前、ナタを追ってこの街へと現れた鬼仙、朱ジユウ・蓮リヤン花フアであった。
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　睨にらみ合った時間は、ごくわずかであった。

　緊きん張ちようと敵意を絡からませた視線は、すぐ片方が上空を仰あおいだのだ。

「来るわよ！」

「は……？」

「早く！　防ぼう御ぎよなさい！」

　刹せつ那な。

　ほとんど爆ばく撃げきのような衝しよう撃げき波はが、地表を洗った。

　見えない巨きよ人じんに殴られたごとく、近くの瓦礫がまとめて吹き飛ぶ。魔ま神じんのビリヤードを思わせて無数の破は片へんが散乱し、一帯の大地がずたずたに切り刻まれた。あまりに突とつ然ぜんの破は壊かい劇の中で、隼人の周辺だけが凪なぎのごとく静かだったのを誰だれが見ただろう。

　風の障しよう壁へきが、彼らを守ったのである。

　しかし、さしもの隼人とて、先に注意を促うながされてなければこうも鮮やかに障壁をつくれたかどうか。

　顔を庇かばったまま、呆ぼう然ぜんと青年が呟つぶやいたのだ。

「今の……は？」

「四し宝ほう剣けん」

　と、そっけない声が答えた。

　どこか憂うれいを秘めた表情で、中空の月を見上げているのは、先のチャイナドレスの少女であった。

「太たい極きよく図ずとならんで、お母様が誇ほこる始し祖そ鬼き宝ほうよ。その一本が、この近くの空間をひんまげたの。巻き込まれたら戻もどってこれないところだったわよ」

「母？」

　隼人が疑ぎ問もん符ふを発し、すぐに自ら答えへとたどり着いた。

「まさかお前、西シー王ワン母ムーの娘むすめ……！」

「そうよ」

　青年の反応に、蓮リヤン花フアがぐるりと顔を向ける。

　ややも面めん倒どうくさそうに可か憐れんな唇を嚙んで、問う。

「だったら、信じられない？　助けたのも何かの罠わなだって思う？」

「…………」

　すぐには、隼人も答えなかった。

〈おに〉と鬼き仙せん。まさに戦火を交えているのがふたつの種族ではなかったか。しかも、少女はたったいま自分を撃げき墜ついしたばかりの頭領の娘だという。

　空気に緊張が漲みなぎり、隼人の額に半はん透とう明めいの三本の角が生えた。

　空間を支配するかのように強烈な氣チイがあたりを埋うめ尽つくし、少女もまた右耳にかけた黒玉のイヤリングへと手を伸のばし──その手を下ろした。

　代わりに、

「……馬ば鹿かみたいよね」

　と、ひとりごちた。

「あんたらは敵で、お母様は味方。そんなの当たり前なのに、どうして当たり前のようにできないんだろ」

　一いち陣じん、風が吹いた。

　少女の髪かみが揺れ、埃ほこりっぽかった空気にかすかな花の香かおりが混じった。誰かのためにつけた香こう水すいやもしれなかった。

「なぜだと思う？」

　隼人が訊きいた。

「あいつなら、そうすると思ったからよ」

　すげなく言ってから、蓮リヤン花フアはふんと鼻を鳴らす。

「あーあ。やっぱり理由になってないわね。ここでやる？　それとも逃にげる？　別に追いかけたりはしないわよ」

「……いいや、信じよう」

　あっさりと、隼人がうなずいたのである。

　あまりのあっけなさに、かえって蓮リヤン花フアが面めん食くらったほどだった。

「え、と、どうして？」

「あいつなら、なんて言うからだ」

　ちっ、と舌打ち交じりに隼人は答える。

「あれは、確かにそういうやつだろう。どんな関係であっても、どんな状じよう況きようであっても、ある種の人格を引きつけずにはおかないやつだろうさ。だったら、ろくな理由がないことこそ、あれの味方だという何よりの証しよう拠こになる。こんな馬鹿な言い訳、ほかじゃ絶対に使わないからな」

「あは、そうね。千円ボディガードなんて馬鹿みたいだもんね」

　思わず、蓮リヤン花フアも笑ってしまった。

　戌いぬ見み馳郎は、そういう無む駄だの固まりだ。理由も理り屈くつもなくても、自分だけの道理で手を伸ばす千円ボディガード。

　それは、誰でも出せる程度の報ほう酬しゆうで、誰かを守るのだという少年の誓ちかい。

　正義の味方ではなく、誰かの味方であることを選んだ信念。

「誰よりも馬鹿だからこそ、誰よりも王にふさわしいのだろうさ。俺にとっては、そうでなくてもな」

　自分は認めない、とも隼人は言った。

　戌見馳郎の王の素質は、少なくとも空隼人が臣従しようとするそれジンとは別物だと。

　実際、その通りだと蓮リヤン花フアも思う。

　王道と覇は道どう。

　いずれも歴史に裏打ちされた、王の在り方。仁によって人を従えるのか、力によって人の上に立つのか。

　たくまずして、馳郎とジンの歩いてきた道のりは、如によ実じつにそれを表していた。

　彼らの生き方こそが、どんな演説よりも豊かな所信表明となっていた。

「……さて」

　と呟いて、隼人は膝ひざを立てた。

　身体からだは、なんとか動く。回復にはほど遠いとしても、青朽葉のつくりだした蛭ひるはそれなりの効果を及およぼしたらしい。体中の肌はだがじくじくと痛み、溶とけた鉄でも吞のまされたみたいに内臓が荒あれ狂くるっていたが、それでも意識だけははっきりしていた。

　痛覚のあまり神経へ異常が生じたか、ぶるぶると手が震ふるえたが、無む理り矢や理り拳を握にぎり込んだ。

　十分だ。

　この身体があって、頭が動く。

　それで足りないはずがあるだろうか。

「お前は、これからどうするんだ？」

　と、口にした。

「助けてくれたのは納なつ得とくした。だけど、敵か味方かはっきりさせたわけじゃないよな。お前は母親のもとに戻るのか？　それとも母親と戦うのか？」

「あたしは……」

　その続きに、一瞬だけ少女も迷って。

　しかし、すぐにきっぱりと視線をあげた。

「戦うわ。お母様を止める」

　短く、それだけに決意の強さを感じさせる言葉だった。

「どうしてだ？」

　と、隼人が訊いた。

　少しだけ、答えは遅おくれた。

　数秒ほどで、

「……好きな人が、いるから」

　ぼそり、と告げたのだ。

　面食らったように、隼人が瞼まぶたをしばたかせた。

　次の瞬しゆん間かん、若者は思ってもみなかった行こう為いに出た。

　思い切り、笑い始めたのである。

「な、何よ！」

「くっそ笑えるだろうが！　そんな馬鹿な理由がまだ聞けるなんてな！　ああもう、本当に生きていてよかったよな！」

　涙なみださえ滲にじませて、ひいひいと笑い転げる。

　真っ赤になった少女は、しかしそれ以上言えることもなく、ぷるぷる震えたまま直立しているしかなかった。

　しばらくして、涙目をこすりながら、隼人は改めて問う。

「でも、だったら恋こい敵がたきを取り返してどうするんだ？　自分が愛されたいわけじゃないのか」

「そんなの愛されたいに決まってるでしょ」

　いまさら恥はじはかきすてとばかりに、居直った少女が胸を張る。

「でもそれはね。自分も向こうも万ばん端たん整ってからよ。恋こい人びとのいなくなった隙すきをつくなんてうんざり。あたしはあたしの場所をつくりたいのであって、誰かの代わりになりたいんじゃないの」

　凛りんとして、少女は口にした。

　粉ふん塵じん吹ふきすさぶ廃はい墟きよとなった西中華街で、一いつ瞬しゆん爽さわやかな風を錯さつ覚かくするほどに、それはあまりに正々堂々とした態度であった。

「……戦争の最中だなんて、到とう底てい思えないな」

　と、苦く笑しようしたまま隼人はかぶりを振ふった。

　それから、

「いいぜ」

　と、口にした。

「何が？」

「主あるじと合流できるまでは、お前に協力してやる。どうせ目的は似たようなところに落ち着きそうだしな」

　うん、と背せ伸のびをする。

　焼けた肌はそれだけで気絶しそうなぐらいに痛んだが、やせ我が慢まんする。ああ、そうするだけの価値がある相手が目の前にいるとき、やせ我慢という行為はなんと甘美なことか。

「とりあえず、この馬鹿を片付けてからだけどさ」

　倒たおれた青朽葉の頭を蹴けり飛ばして、

「お前なら、あの女王様の居場所も分かるんじゃないのか？」

　にんまりと、もう一度笑ったのであった。
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「真朱さん」

「おお」

　うなずいてから、

「なんなら真冬でもいいぞ？　もうちょっと親しくしてみんかの？」

　いたずらっぽく笑った幼女をよそに、馳郎はそっと視線を下にやった。

　公園である。

　西中華街の外がい縁えん近くにある、見晴らしの良い丘おかにつくられた緑化公園だった。途と中ちゆうの坂が急なため、多くの観光ガイドではほとんど無視されているが、地元民には愛されている場所のひとつだった。

　そこからだと、現在の西中華街の様子が一望できた。

　ビルと楼ろう閣かくの間を、滔とう々とうと流れる水銀の川。

　その川にひしめきあう、いつの時代かも分からぬ、古びた鬼仙たちの舟ふね。乗り込んだいくつもの影かげたちは言葉を交かわすこともなく、ただ不気味にもつれあっている。

　この区域は、もはや異界と化していた。

　それ以上のことも、今の馳郎には知覚できた。

「世界を塗ぬり替かえる……と言いましたね」

「おお。言うたぞ」

「本当に……絵の具で色でも塗り替えるみたいなんですね……」

　馳郎にとって、土地の変化は目に映る以上に明確だった。

　ぞくぞくと肌が粟あわ立だつような、大地が泣き声をあげているような錯覚。空気が分子レベルで置ち換かんされ、鼻び孔こうの粘ねん膜まくから肺の細さい胞ぼうのひとつずつまで汚お辱じよくされるかのごとく馳郎は感じていた。

　この一秒一秒でさえ耐たえ難がたいほどに、その変化は切実であったのだ。

「……これを、先代白翁は恐おそれていたんですか？」

「……さて」

　と、真冬は明言を避さけた。

「他人の思考をはかれるほど、偉えらくなったつもりはないのでの。で、ここに来た用事はそれだけかの？」

「いえ、さっき見つかりました」

「ほう？」

　真冬が片かた眉まゆをあげた。

　し、と馳郎が唇くちびるに人差し指をやったのだ。

　それにつられて真冬が黙だまり込んで数秒、突とつ然ぜん、少年の手が銀光を放ったのである。

「ぎゃあ！」

　緊きん張ちよう感かんのない悲鳴とともに、ばさりと近くの樹木から人間大の物体が落下した。

　まるで、蟬せみでも落ちたかのようだった。

　肩かたを押さえて、ひいひいと涙目の青年がこちらに向かって抗こう議ぎしてきたのだ。

「い、痛い！　痛い痛い痛い！　な、何するんですか！」

　見れば、その肩にナイフが刺ささっていた。

　さきほど馳郎が投げたものである。

「ほら！　ほら！　こんなに血が流れてる！　もう滅ほろびちゃう！」

　流れる血を見て、今にも卒そつ倒とうしそうな顔の青年の前に、少年は立ちふさがった。

　そのまま、冷たい声こわ音ねで告げたのである。

「……絶対にさ、お前はどっかで見てると思ってたぞ。大切な兵器がふたつとも戦場に出ているのに、お前が出てこないはずないからな。一番見晴らしのいい場所を、衛星でピックアップさせたら案の定見つかったよ」

「は、はは……衛星？　なんですそれ？」

　痛みのあまりか、真っ青になった顔で、それでも興きよう味み津しん々しんに少年の方を窺うかがってくる。

「そういや、科学には弱かったもんな」

　と、馳郎はため息をついた。

　この少年が、これほど冷たく接する相手は稀まれである。完全に敵に回った相手でさえもどこかしら共感を覚える馳郎が、この相手だけは例外とする。

　理由は、明らかだ。

　この相手こそが、ナタをああいう風にしたのだから……。

「お前に用がある」

　冷たく見下ろして、馳郎はその名を口にした。




「協力してもらうぞ、太タイ乙イー真シエン人レン」
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「……まだ先ですか、リコ殿どの」

　長老が、名前を呼んだ。

　その声音は、殷いん々いんと金属壁へきに反はん響きようする。

　壮そう漢かんの大きな身体からだがやや前ぜん傾けいしているのは、狭せま苦くるしい通路のためだ。輸送機の破は片へんによって傷ついていたはずだが、それを感じさせないのは鍛きたえ抜ぬいた肉体ゆえか。

「もう少しです。くうちゃんは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　長老が腕うでに抱だいた男子学生服の少女のことを、リコが尋たずねる。

「ええ。呼吸は安定してます。意識が途と絶だえているのは、よほど変へん生じよう属性で無理したためでしょう。まだ異能が身体に根付いてない幼い頃ころなら稀にありますが……」

　彼女の年なら滅めつ多たにないことだと、長老は答えた。

　変生属性の限界を超こえるというのは、たとえば筋力の限界を超えるのと同じだ。一つ角、二つ角、三つ角という才能の枠わくの内側でしか運用することはかなわない。それを超えて術式を成立させようとしたならば、それは火事場の馬ば鹿か力ぢからとも同じ……生来の抑リミツ制ターを外すこととなる。

「よほど、あなたたちを守りたかったのでしょう」

「……うん」

　リコがうなずく。

「くうちゃんは、ずっとずっとリコたちを守っててくれた。リコと別れたときだって、ずっとずっとリコのことを庇かばおうとしてくれた」

　そのために、以前の北ほく斗とは悪役を買って出た。

　暴ぼう虐ぎやくたる三つ角の兄──空うつほ隼はや人ととリコたちが接せつ触しよくしないよう、わざと強ごう引いんに振る舞まって、リコを確保してしまおうとすらした。いや、隼人に虐ぎやく待たいされていたときでさえ、助けひとつ求めずにいたのだ。

　さらに網もう膜まく認にん証しようと声せい紋もん認証、静じよう脈みやく認証の三重セキュリティを抜けて、リコたちはようやく辿たどりつく。

　地下道である。

　中ちゆう華か街がいには白はく翁おうの影えい響きよう力もあまり及およんでおらず、都市改造は最低限ですまされているのだが、そんな中でもいくつかの地下道が通されて密ひそやかな工事が進んでいた。あるいはもう半年もあれば、もっと本格的な設備も投入できたかもしれないが、もはや可能性の話でしかない。

　この部屋は、例外のひとつだった。

　ひんやりとした空気の中、いくつものコンピュータが電子光を湛たたえていた。

「……西中華街に、こんな場所が」

　近くのコンソールに触ふれた白衣の少女を見つめ、長老がもう一度口を開いた。

「どうなさるつもりです？」

「まず、お兄ちゃんのお願いを先にやるわ」

　モニターの結果を見つめて、白衣の少女は微笑ほほえんだ。

「うん。ここからなら外部のネットワークに中ちゆう継けいできる。〈カエアン〉も認識できてるよね？」

『いつでも問題ありません』

[image: ]

　少女の質問に、機械音声が答えた。

　馳はせ郎ろうのジャケットとの通信も、十全にできているということだった。

　機械なのだから、至し極ごく当然いつもと変わらぬ声音なのに──なぜかその底に、いたわりと穏おだやかさを、リコは感じた。

「ありがとう」

　瞼まぶたを閉じて、そのありえない感情を嚙かみしめる。

　かつて自分が設計した、いずれは自分を超えていくだろう人工知能への愛いとおしさを、抱だきしめるようにして。

「もう少しだけ、リコとお兄ちゃんを助けて」

　自らもコンソールを操作しながら、リコは〈カエアン〉へと懇こん願がんした。

「お兄ちゃんのアイディアが実行できるかどうか……今すぐ検証する必要があるの」

「しかし、リコ殿は脱だつ出しゆつされるはずでは。白翁様は、北斗殿とともに西中華街を撤てつ退たいするよう言っておられましたが」

「うん。言われたけど」

　長老の言葉に、リコは困ったようにうなずいた。

「やっぱりダメだよ。こんなところで退ひけるはずがない」

「…………」

「リコも、戦いたい」

　まっすぐに、告げたのである。

『常に隣となりにおります。管アドミ理ニスト人レーター』

　ただ静かに、機械音声も応じた。

　そして、




「……ちょっと待ってよ」




　と、声があがったのだ。

「くうちゃん」

「……まさか、仲間はずれじゃないよね」

　意識を取り戻もどした北斗が、長老の腕から降りて、弱々しく笑ったのだ。

　青ざめた顔色を見れば、けして復調などしていないのは明らかだ。それでも少女の瞳ひとみはまっすぐに親友を映していた。

　だから、リコは大丈夫かなどと問わなかった。

「もちろんだよ。頼たよっていいんだよね」

　北斗も、はい、とは言わなかった。

「……僕は何をしたらいいか、教えてもらえるかな？　お姫ひめ様さま」

　そんなふたりの様子を、ひどく眩まぶしいもののように、長老は見つめていたのであった。
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「……はは、見つけたからどうしようって言うんです？」

　長ちよう髪はつの青年は、悪びれずに鼻を鳴らしてみせた。

　先ほどの丘おかの、公園である。

　鬼き仙せんとしてはほぼ最低限の身体能力しか持たない太タイ乙イー真シエン人レンではあるが、回復能力だけはそれなりで、先のナイフによる傷もほぼ塞ふさがりかけていた。

　そうなると、喉のど元もとすぎれば熱さを忘れるのことわざどおりか、苦痛も狼ろう狽ばいも最初からなかったかのように、ふてぶてしい態度で唇くちびるを歪ゆがめたものである。

「ひょっとして、僕が持っているはずの〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉を使ってナタを取り戻そうとでもいうんですか？　残念ですね。西シー王ワン母ムー様の命令権は最上位です。同じ〈七鍵勅書〉を持っていても、割り込むことなんてできませんよ？」

「それも、少しは期待したけどな」

　予想はできたことだった。

　もともと〈七鍵勅書〉は複数つくられている。だったら、その中での優先順位は決められていて当然だ。五ご岳がく三さん山ざんの女王であるという西シー王ワン母ムーには、必然的に最優先の品が捧ささげられただろう。

「だけど、お前を追い回した狙ねらいはもっと別だ」

「へ？」

　ぽかんと、青年が口を開いた。

　爛らん々らんと、少年の瞳が輝かがやきつつあったのだ。

　その色を、太タイ乙イーは知っていた。

　自らの胸の真ん中に手をおいて、誇ほこらかに馳郎は叫さけんだ。


「乞こい願ねがう」



　最初の言葉は短かった。

　本来鬼き宝ほうを目覚めさせるための呪じゆ句くも、鬼仙の血統による要よう請せいもなく、ただ純じゆん粋すいに少年は願った。





「水を括くくり震ふるえを伝えよ。七しち海かいを揺ゆらし天地を縛しばれ！　混天綾！」






　口こう訣けつとともに、翻ひるがえった少年の手から赤い布が飛ひ翔しようしたのだ。

　それはたちまち、彼らの頭上でひそやかに攻こう撃げき態勢を整えつつあった蝙蝠こうもりの影かげを縛り、ほぼ同時に〈カエアン〉の人工筋肉を賦ふ活かつさせ、少年の身体は軽々と十数メートルの高みへと跳ちよう躍やくした。

　ワイヤーが樹木へと射出され、その枝を蹴けって、蝙蝠たちの上手から叫ぶ。





「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり。八はつ卦けを連ね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　逞たくましい手に現れたるは、守護宝ほう剣けん・陰陽剣。

　さしもの影たちが、その刃やいばに両断されるや、音もなく夜の闇やみへと消え去ったのである。

「ほう。大したものじゃな。もう鬼宝の扱あつかいに慣れてきたか？」

　着地した少年へ、楽しそうに真ま冬ふゆが口を開いた。

「これだけは、どっと疲つかれますけどね……」

「じゃが、本当の鬼仙でも鬼宝はたやすく扱えなかったはずじゃ。おぬしは、よほどその鬼宝たちに好かれておるのじゃろうよ」

「……かもしれません」

　曖あい昧まいに、少年は微び笑しようした。

　実際、混こん天てん綾りようも陰陽剣も、何度となくナタと馳郎を守ってくれた鬼宝だった。

　また、おそらくだが、土地の変化も影響しているのだろうと思った。西シー王ワン母ムーが鬼仙にふさわしく西中華街をつくりかえようとしているのならば、逆に言えば、なりたての馳郎もその恩おん恵けいにあずかれるということだ。

　対して、

「……ひっ」

　太タイ乙イーは、それどころではなかった。

　尻しり餅もちをついたまま後ずさりして、少年の瞳に──その色に、視線が釘くぎ付づけとなっている。

　火か眼がん金きん睛せい。

　けして蓮リヤン花フアやナタほどの強さではなかったが、鬼仙にしか宿らぬその色を、確かに少年の瞳も帯びていたのである。

「あなた……まさか、あなたも……鬼仙に……」

　あえぐように、太タイ乙イーが言った。

　それには答えなかった。

　少年は、ただ静かに宣告する。

「手伝ってもらうぞ、太タイ乙イー真シエン人レン」

　その間も、天地を埋うめ尽つくしている氣チイは、さらなる変化を始めつつあった。太たい極きよく図ずによって支配された西中華街が、新たな胎たい動どうを開始していることを、少年も真冬も肌はだで感じている。

　ナタを助けるならば、その変化が終わるまでしかないのだろう。

「僕に……何をさせるつもりです……」

　呻うめいた太タイ乙イーに、少年はひとつ息をついた。

「得意なんだろう、占うらないは」

「何を……させる気です……？」

　仰あおぎ見られた少年は、唇を引き結んだまま、古い鬼仙へ口を開いた。

「先代白翁のことを、占ってもらう」




　　　　＊




　──とある少年の話をしよう。




　青あお朽くち葉ば晃こうにとって、異能とは存レー在ゾン価デー値トルそのものだった。

　もともと身体からだが弱く正嫡でもない晃は、一族から疎うとんじられていた。いくつかの行事を除いては本家の屋や敷しきに出入りすることさえ許されなかったし、義務教育の学校に通うことだってかなわなかった。風邪かぜを引いたときだって顧かえりみられず、肺はい炎えんになって死にかけたときにもかけられたのはただ冷たい目ばかりだったほどだ。

　その生活が一変したのが、彼が三つ角に目覚めたときであった。

　あれほど自分を虐しいたげてきた親族が残らずかしずき、下にもおかぬ扱いになったことを晃は不思議とは思わなかった。あるいは、そこで隼人のように激げき怒どできたならば、もう少し彼の人格形成も別のカタチになっていたかもしれない。

　しかし、長い間刷り込まれてきた教育は、そうした手のひら返しさえも当然のことと受け入れさせたのである。

　あの海での事件──馳郎が始祖鬼宝〈盤ばん古こ幡はん〉による巨きよ人じんと戦った事件でも、彼らを騙だまして監かん視ししていることに躊ちゆう躇ちよはなかった。〈守もり人びと〉たる青朽葉の任からすれば、鬼仙から奪うばった〈盤古幡〉を見張ることは当然だったし、その過程で今の白翁や連なるものが死んだとしても、それは彼らが相応ふさわしからざる者だったというだけだ。

　もとより鬼仙である蓮リヤン花フアや太タイ乙イー、鬼仙兵器のナタにかける情けなどあるはずもない。

　だからこそ。

　今の白翁は、彼にとって不可解極きわまる存在だった。

　白はく鳳ほう六ろつ家け以外から初めて選ばれたという白翁。その行動も理念も一族の枠わくから遠く外れており、最初に会ったときから強く反発を覚えたものであった。一族で最も自分と同じ価値観を持つと思っていた空隼人が、あの少年やもうひとりの後こう継けい者しや候補──灰はい岡おかジンとの出会いでみるみる変わっていったことなど、吐はき気をこらえられぬ事態であった。

　そして、今。

「く、そ……」

　うつぶせに倒たおれたまま、近くの地面をひっかく。

　すでに、隼人と蓮リヤン花フアは場を離はなれている。

　青朽葉の身体は廃はい墟きよの陰かげに隠かくされ、安全のために風の結界まで張られていた。しかし、そのような配はい慮りよこそが逆に、彼の精神こころを大いに傷つけた。

「僕は……」

　たどたどしく、指を動かす。

　いまだ力は入らないが、這はいずってでも戦場に戻もどろうと思った。どんなに惨みじめでもそうできなければ、自分の大切なものが穢けがされる気がした。自然と涙なみだと鼻水がこぼれた。悔くやしくて悔しくて、内臓さえも吐き出してしまいそうだった。

　ぎゅ、と泥どろを摑つかんだ。

　その背中へ、声がかかったのだ。

「……はは、好き放題にされたな。負け戦いくさにもほどがあるだろう」

「っ……！」

　青朽葉が、眼めを見開いた。

　この場には、自分以外の者などいないはずだった。

　いや、厳密にはもうひとりだけいるが、その人物は自分以上の──

「だがいいんだ」

　と、その相手は言った。

「いまさら生き方が無様だろうが間ま違ちがえていようが、もともと我らは継つぐためだけに継いできたし、継ぐためだけに継いでいくのだ。それが悲劇を招こうが、喜劇につながろうが、そんなことで止める足など持ってはいまい。そんなことで変えられるような生き方なら、とうに変えているのだよ」

　かつん、と白はく杖じようがコンクリート片へんを突つく。

　だが、そんなことは不可能だ。彼の半身はすでに焼け焦こげており、生命を維い持じできているだけでも奇き跡せき的てきなぐらいだった。

　見よ。

　その姿の無残たるや。

　半ば炭化した腕うでが回復するはずもない。垂れ下がったスーツの片かた袖そでは、そちらの腕が欠損している何よりの証あかしだ。喉のど元もとから爛ただれた火傷やけど痕あとは生々しくその痛手を伝えてくる。失われた血液が戻るはずもなく、顔色は蠟ろう燭そくのごとく色を失っていた。実際、今も身体が傾かたむいているのは失われた片足を、杖と腕だけで補っているせいではないか。

　では、不可能を可能にしたものは一体何だろう。

　ひたひたと、たった今青年の胸を熱くしているものは何だろう。

　十分に間をおいて、壮そう漢かんは訊きいた。

「そうだろう？　青朽葉晃」

「ええ……」

　晃もうなずいた。

　笑えみがこぼれるのを、どうしても止められなかった。

　どうしてこんなに愉ゆ快かいなのだろうと思ったが、答えはなかった。誰だれでも人生に一度ぐらいは、こうして突とつ然ぜんの光が射さすような瞬しゆん間かんを味わえるのかもしれなかった。

　そうだ。

　間違えていることなんて知っている。

　道を外れているのが六家の方だなんて分かっている。

　だけど、それを認めてしまえば、自分の人生とは何なのか。

　偽いつわりだろうが、虚きよ勢せいだろうが、最後まで胸を張って生き抜ぬくことこそが、自分たちの人生にとっての精せい一いつ杯ぱいの誠意なのではないか。

「その通り……ですよ……」

　人生で一番強く、彼はうなずいて見せた。

　涙を拭ぬぐった。泥と鼻水で顔がぐちゃぐちゃになることも、まるでかまわなかった。

「僕たちは……そうやって……生きるんだ……」

　朗ほがらかに、笑う。

　膝ひざをつく。

　力を込める。

　どうして今までできなかったのかと不思議に思えるほど、簡単に立ち上がれた。

　さあ、戦争だ。

　銅ど鑼らを鳴らせ。

　鬨ときの声をあげろ。

　生きて、生きて、生きて、戦って、死のう。




「行くぞ、青朽葉」




　焼け焦げたスーツの裾すそを翻ひるがえし、月つき白しろ弦げん摩まがそう口にしたのであった。




　　　　２




　西中華街の、南側の楼ろう門もんを『南なん陽よう門もん』と呼ぶ。

　その上空からの眺ながめは、今や変わり果てていた。

　もともと西中華街は雑居ビルと大陸風の建物とが入り交じっていることが特とく徴ちようなのだが、いまやその二割ほどが無人の廃墟となり、あたかも大災害によって人類が絶ぜつ滅めつした後のごとき異形の空間となりはてていたのである。

　先の太極図と四し宝ほう剣けんにより、多くの建造物が薙なぎ払はらわれた結果だった。

　いや。

　それだけではない。

　街にはびこっていた奇き怪かいな影かげが、次々に数を増やしていたのである。

　闇やみ夜よをさらにべったりと塗ぬりつぶす──単なる光の欠落とは別の何かによって、ここに形成された影だった。

　鬼き仙せんの影である。

　太極図によって大陸から呼び出された、実体持つ影たち。

　一度は三つ角の〈おに〉たち──月白弦摩たちの連合によってほとんど撃げき退たいされていたはずの鬼仙の影だが、あるいは水銀の川を流れる戦船から、あるいは林立したビルの谷間から津つ波なみのように流れ込み、もはや街中を占せん拠きよするのも時間の問題かと思われた。

　その影が、突然『南陽門』のすぐそばから大きく弾はじけ飛んだのだ。

「空うつほの三式──三みつ鼓づみ・八連」

　隼人の囁ささやきが、風に紛まぎれた。

　空の三式──かまいたちほど精度をあげない代わりに、強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はを撒まき散らす術式の並行起動が、『南陽門』から吹ふき荒あれたのである。

　三つ角の隼人が本気になれば、同時に十五個までの並行起動を平然と成し遂とげる。限界を意識したことはないが、身体への負担を意に介かいさなければ、おそらく八十まではいけるだろう。

　しかし。

　続けて襲おそいかかってきた影は、隼人の衝撃波を前に分ぶん裂れつした。

「っ!?」

　隼人の指が、凄すさまじい速度で動く。

　咄とつ嗟さの制せい御ぎよには、意識だけでなく運指を併へい用ようした方が精度があがるためだ。わずか一いつ瞬しゆんの間に、隼人が励れい起きした衝撃波とかまいたちの群れは六十を数えた。あらゆる道を塞ふさぐべく周しゆう到とうに用意された風の罠わなは確かに影を捕とらえ、その半ばを食いちぎった。

「は、ふざけんな。人の国で好き放題しやがって！」

　すでに、その額からは半はん透とう明めいの三本の角が生えている。

　かつてナタと馳郎にも痛手を与あたえた旋せん風ぷうは影たちを圧あつ倒とうしていたが、けして優勢というわけではない。

　いかに太たい極きよく図ずとて大陸の鬼仙の能力を模写しきれるわけではないのか、影たちの攻こう撃げき方法はあくまで接せつ触しよくに限られていたが、なにしろ数が桁けた違ちがいなのだ。

　二十や三十ではない。

　数百どころか、千にも至ろうかという群れである。

　しかも、まだその数は途と上じようだった。ビルの向こうで、次々と影は増えていく。地表を覆おおい尽つくさんとするその数は、おそらく大陸中の鬼仙を搔かき集めたものだろう。それだけの権力と覚かく悟ごを、西シー王ワン母ムーが振ふるった結果でもある。

（これが、まかり間違うと、この国の街を独どく占せんするってのか……!?）

　ぞくり、と背筋を走る悪お寒かんに、隼人は震ふるえた。

　戦争とは、まるで大げさな言葉ではなかった。

　今この西中華街で行われているのは、文字通りのそれ──しかも、侵しん略りやく戦争という熾し烈れつ極まる種類の戦いであった。

　影たちが、渦うずを巻いた。

　全体でひとつの群体のごとく、不気味に蠢しゆん動どうしながら向きを変え、迎げい撃げきすべく隼人の変へん生じよう属性も轟ごう音おんを炸さく裂れつさせる。

「しつこい！」

　あまりに連続した衝撃波は、長い砲ほう声せいのように響ひびいた。

　だが、吹き飛ばされた影もまた隼人の想像の上を行き、大きな弧こを描えがいて複数に分裂しながら、青年の背面へ襲いかかったのだ。

「っ！」

　対処が間に合わぬと悟さとり、ダメージを覚悟した刹せつ那な、





「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ・蓮リヤン花フアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず」






　その口こう訣けつこそ、神秘の始まり。

　べりべり、と音をたてて廃はい墟きよの瓦が礫れきたちが吸い上げられ、一カ所へと圧縮される。





「──黒こく曜よう喰くらいて拉ぎ潰せ！　彗すい星せい錘すい！」






　流れた彗すい星せいが、隼人の背面の影をまとめてひきちぎった。

　大質量の金属球は、単なる物質的威い力りよくのみならず、通常兵器を無効化する鬼仙の影をも打だ撃げきする強大な呪じゆ力りよくを秘ひめていた。

　彗星錘。

「油断しないでよ！」

　超ちよう絶ぜつの鬼き宝ほうを持って、雑居ビルの一角に降り立った蓮リヤン花フアが嚙かみつくように叫さけぶ。

「はは、やるな！」

「言っておくけど、あたし潰つぶすのは得意でも守るのは大の苦手だからね！」

　どう考えても胸を張るような言葉ではないが、堂々と少女は言い放つ。

　とはいえ、急造コンビのわりにはよくできた結果というべきかもしれなかった。

「で、西シー王ワン母ムーの居場所は分かったのかよ！」

　衝撃波を連発させつつ、轟音の中で隼人が叫ぶ。

「仕方ないでしょ。太極図のせいで氣チイがめちゃくちゃになっちゃってるんだもの。いくらお母様の氣チイが特別でも、これじゃはっきりした場所なんて判別できないわよ！」

　叫び返した蓮リヤン花フアが、鼻を鳴らす。

　少女の氣チイを探さぐる能力には──というよりも、感知能力を含ふくむ鬼仙としての基き礎そ能力の高さには特筆すべきものがある。その彼女が判別できないというからには、ほかの誰でも至難の行こう為いなのだろう。

「でも、四宝剣の制御をしてる以上、南からの通路をあけざるをえないわ。過か剰じように循じゆん環かんさせている氣チイはそこにたまってしまうから」

　それは、呪力の原理だ。

　風水では四神相応などと呼び、はたまた竜りゆうにもなぞらえられる。

　北には黒竜広沢王、東には青竜広徳王、南には赤竜広利王、西には白竜広潤王。これらの神しん獣じゆうや海神の配置はけしてデタラメなものではなく、呪力の基本的な流れをも示している。

　いかな四宝剣といえどこの流れを完全に無視できるわけではないと、蓮リヤン花フアは言っているのだった。

「いいね。正面突とつ破ぱってわけだ」

　ぺろ、と舌なめずりする。

　もちろん、隼人の傷も癒いえたわけではない。

　それでも、燃えさかる闘とう志しは苦痛や疲ひ労ろうを上回っていた。長く続くものではないにせよ、今この一時に命をぶつけられるという高こう揚ようを、誰に止められるものだろう。

「で？　青朽葉をぶんなぐって特とつ攻こう精神を馬ば鹿かにしたぐらいだから、鬼仙兵器ナタと西シー王ワン母ムーについてはなんか策があるんだろうな？」

「…………」

「おい」

「うるさいわね！　あるに決まってるでしょ！」

　かすかに唇をとがらせ、蓮リヤン花フアが視線を自らの右手にやった。

　その手首に、宝石のはまった青い布が巻かれていた。

「それに、あいつらだって、ひょこひょこのろまな足で追いかけてくるわよ！」

「は？　それこそお前の話ならとっくに折れたんじゃなかったのか？」

「折れたってなんとかするわよ。絶対に」

「どうしてだ」

　もう一度、隼人が尋たずねた。

　戦いの最中だというのに、どこか優やさしい声だった。

「いつだって小こ賢ざかしくて、いつだって諦あきらめ悪いのがあいつでしょ」

　それに、と言って少女は付け加えた。

「ナタのためだもん。あいつは世界だって平気で敵に回すわよ」

　唇をへの字にして、大きく彗星錘を振り回す。

　たちまち群れ集つどっていた鬼仙の影が四散し、その隙すきに乗じて、少女と隼人は魔ま風ふうに乗る。狙ねらうは女王のみとばかりに、空中を一直線に進しん撃げきした。

「は、確かにな」

　と、その風の中で、隼人が微び笑しようした。

「だけど、あいつなら、お前のためでもやるかもよ？」

「ふ、ふざけないでよ！」

　泡あわでも吹き出しそうな顔で、蓮リヤン花フアが振り返る。

　そのときだった。

　突とつ然ぜん、蓮リヤン花フアたちの背後──『南陽門』のすぐ近くのクレーターで、強烈な光が吹ふき上がったのだ。

「え」

「何……!?」

　四宝剣の一ひと振ふりが墜つい落らくした場所だと、誰だれが知ろう。

　途と轍てつもない光量と内側に蔵された呪力、そして何より光のカタチこそがとある神獣を彼らに想起させたのである。

「竜……!?」




　　　　＊




「……まず、第一段階成功ね」

　光の竜の出現を、美しい唇が言こと祝ほいだ。

　西シー王ワン母ムーである。

　女王は、おおよそ西中華街の中央にあたる高こう楼ろうに佇たたずんでいた。もともとは観光用の時計塔とうという名目で建てられていたものなのだが、西中華街の治安の悪さも手伝い、工事途と中ちゆうでもう数年近く放置されている場所だった。

　その高楼から、彼女の瞳ひとみは竜と──その向こうの、霧きりに閉とざされた果てを望んでいた。

　怒ど濤とうのごとく夜空と大地をつなぐその竜は、西中華街の外では見えぬはずだが、それでも多くの人々が言いしれぬ圧力を覚えていることだろう。

　ここまでの氣チイの変化はただ人にも影えい響きようをもたらす。しかし、彼らが何を感じ、何をしようとしたところで、今いま更さら意味をもつこともない。

　そのときには、すべて終わっているのだから。

「…………」

　黙だまったまま、西シー王ワン母ムーはこれまでの歴史を思い返していた。

「老いていくものね」

　ぽつりと、呟つぶやいた。

　鬼き仙せんは、滅ほろびゆく種族だ。

　天地と等しい寿じゆ命みようを持っていたとしても、いや持っているからこそ、その精神は活力を保ちえない。動き、転び、傷つき、失われていくからこその生だ。

　そして、鬼仙とは生命ではなく存在である。

　岩が自らの去就を嘆なげかぬように、山が自らの未来を思わぬように、鬼仙もまた自分たちの存続について思いを馳はせることはほとんどない。いくつもの王朝に関かかわってきた栄えい華がも遠く、西シー王ワン母ムーは小さくため息をついた。

　おそらく、次の次の代はあるまい。

　蓮リヤン花フアは、奇き跡せきのような子供だった。彼女が生まれたとき、一族がどれほど喜んだか、いまだに西シー王ワン母ムーはよく覚えている。それから少し経たって、もはや新しい同どう胞ほうとのつきあい方を一族が失っていたという悲劇も、けして忘れられない。

　苔こけ生むした山中は、活発な娘にとってさぞ息苦しいところだったろう。

　未来などない鬼仙の在り方は、蓮リヤン花フアにとって耐たえ難がたいものだったろう。

　だが。

「それでも、私は道を指し示さねばならない」

　自らに言い聞かせるように、女王は口にした。

　たとえ、今の世代が最後だとしても。

　愛いとしい娘にさえ見限られたとしても。

　悠ゆう久きゆうのごとき滅びを──永遠をすりつぶすかのごとき時間を、ただ嚙みしめるだけだとしても。

　それは、王の責務だった。

　それは、女王の守るべき道だった。

　民たみを庇ひ護ごすること以上の、王族の使命などあろうか。

　結局のところ、人でも鬼仙でも変わらぬ『上に立つ者』の責務。西シー王ワン母ムーとて、そうした機構システムの一部であることは変わらない。むしろ数千年の時間によって固定されてきた在り方は、世代ごとにある程度のリセットがかかる人間などよりも、遥かに強固で抗あらがいがたいものだった。

　西シー王ワン母ムー自身の意志や能力がどれほど卓たく越えつしていても、その大いなる流れの前には無意味でしかない。個人では、世界を壊こわすことはできても、阻はばむことはかなわない。なぜなら、世界とは『質』ではなく『量』によって決まるものだからだ。鬼仙の世界はもうずっと前から定められて、腐ふ臭しゆうさえ放たぬほどに朽くちてしまっている。

　……だとしても。

　もはや、生き方どころか在り方さえ選べなくても。

「……ええ、私たちはそうやって滅びていくの」

　せめて滅び方だけは選ぶのだと、女王はささやかに宣言したのであった。




「そして、この程度では終わらないわよ」




　　　　＊




　光の竜に、隼人たちは驚きよう愕がくする間もなかった。

　彼の操あやつる魔風に対して、群れ集っていた鬼仙の影かげたちの圧力が、突とつ然ぜん膨ふくれあがったためである。

「影どもが……強化された!?」

　風の壁かべを三段階増やし、隼人の身体からだが後方へと吹ふき飛ぶ。

　安全圏けんへと脱だつしながら、若者の指が十字を描えがいた。延長上で風の刃やいばがいくつも生まれ、影たちを切り刻まんと牙きばを剝むく。

　刹せつ那な、群れ集った影が分ぶん裂れつしたのだ。

　風ふう刃じんを回かい避ひしつつ、もう一度群れ集った影たちは新たなカタチを手にしていた。

　それは、巨きよ大だいな蝙蝠こうもりであった。

　それは、巨大な蜘蛛くもであった。

　それは、巨大な鷹たかであった。

「ちいっ！」

　舌打ちとともに、隼人が新たな風刃を繰くり出す。

　しかし、今度の刃は妖よう影えいたちに命中することもなく、蝙蝠と鷹の羽ばたきの前に弾はじき返されたのだ。どころか、蜘蛛の糸が追い打ちとばかりに隼人に向かって吐はき出され、風の壁をふたつめまで食い破り、三つめの半ばでようやく止まった。

　さらに迫せまった蜘蛛へ、隼人は手を伸のばした。

　蜘蛛は、糸で防ごうとした。今の一合からすれば、〈おに〉恐おそれるに足らずと笑っていたかもしれない。

　その笑えみと糸が、潰れた。

　影蜘蛛の周囲の空気を操り、気圧で握にぎりつぶしたのだと分かったかどうか。

「空の十二式──風かざ檻おり」

　囁ささやきを恐れたか、影の蝙蝠と鷹は再び羽ばたいて、距きよ離りをとった。

　それは、この三つ角の〈おに〉をしても、今の鬼仙の影は容易に倒たおせない相手となったことも示していた。

「これが四し宝ほう剣けんの力だってのか……！」

「いいえ」

　蓮リヤン花フアが言った。

　自然と背中合わせになったまま、若者の言葉を否定したのである。




「こんなものじゃないわ」




　変化は即そく座ざに起きた。

　鬼仙の影だけではない。

　近くの雑居ビルが、ぐにゃりとカタチを変えたのである。

「何だ!?」

　溶とけた飴あめ細工のような唐とう突とつな現象だったが、異変はそれにとどまらなかった。

　猛もう烈れつな濃のう霧むが漂ただよい、あっという間に視界を奪うばう。

「っ……!?」

　ひく、と若者の鼻が動いた。

　空気が違ちがう、と感じた。俗ぞくに、この国の空気には味噌みそと醬しよう油ゆの匂においがしみついている。長いこと海外に行ってたら誰でも分かるなどと言うが、まさしくそういうレベルで何かが違っていた。

　都市部にはありうべからざる、土と、石と、水の香かおりだった。

　霧の奥で起きようとしている何かから、得体の知れぬ恐きよう怖ふが湧わき上がるようだった。

「邪じや魔まだ！」

　ひときわ強く、隼人の風が周囲へ放たれる。

　ほとんど小規模な嵐あらしにも等しいその威い力りよくが、超ちよう自然の霧も吹き払はらった。

　そのときには、溶けたはずのビルはまったく別のものに置き換かわっていたのである。

　──たとえば。

　最初に見えたのは、岩山だった。

　突つき出た岩はどうやらもろい石質で、瘦やせた身体を懸けん命めいに天へと伸ばしていた。

　ひょろひょろとした樹木が枝を垂らし、この場が彼らの知る土地でないことをことさらに主張している。

　悠ゆう然ぜんと流れた川は、さきほどまでの水銀ではなく、黄色っぽい土の色を含ふくんだ流れであった。星空の位置さえも微び妙みように動いていた。かろうじて、元の西中華街の街並みと岩山の配置は似通っているが、それさえも刻一刻と変じつつあるように思えた。

「これ、は……！」

　声が、嗄しわがれた。

　深山幽ゆう谷こくという。

　都会からかけはなれた、仙せん人にんたちの住むような場所を指した言葉である。人の踏ふみいることかなわぬ深山、そんな山奥であらゆる実体から離はなれたかのような静かな谷。仙人はそんな場所で霞かすみを喰くらい、自らの神秘性をさらに深めていくものと思われていた。

　言うなれば、場所こそが仙人を規定する。

　ここが、そうだった。

「そうよ。これが……」

　蓮リヤン花フアの声が、今度は若者を肯こう定ていした。

「これが、四宝剣……」




　少女の言葉とともに、西方から、もうひとつの竜が大地から星空へと貫つらぬいた。




　　　　＊




　竜りゆうを見た者は、隼人たちだけではなかった。




「四宝剣の第二段階……」

　片目の潰れた黒くろ猫ねこの言葉に、ジンはがばっと振ふり向いた。

　よそ見しながらも、恐るべき勢いで殺さつ到とうする影を、若者の刀が正確に迎げい撃げきする。視覚ではなく、ほかの感覚も総動員して、若者の周囲数メートルは刃による結界を形成していた。そこに近寄る者を片かた端はしから両断しつつ、ジンは楽しげに尋たずねたのである。

「おい。知ってるのかよ！」

　かかか、と笑う。

　西中華街・紅こう洌れつ町。

　西方に位置する『西せい蓮れん門もん』のすぐそばであった。

　さきほど、四宝剣から竜が出現したのと時を同じくして、エイジャとジンたちの姿も鬼き仙せんの影に発見されていたのである。次々と襲おそいかかってくるこれらの影たちをさばきつつ、ジンは軽々と夜空を跳とんだ。

「四宝剣は、ナタと同じく、鬼仙の戦争を終わらせた始し祖そ鬼き宝ほうだ」

　苦々しげに、黒猫が答える。

　当然、彼は知っていたのだ。

　ナタに復ふく讐しゆうしようとしていた頃ころ、彼は鬼仙兵器について誰だれよりも熱意を持って調べ尽つくしていた。調査の範はん囲いは鬼仙兵器とともに行使された幾いく多たの鬼宝にも及および──つまり、太たい極きよく図ずや四宝剣といった西シー王ワン母ムーの始祖鬼宝にも届いていたのである。

「その権能は、見える相手を攻こう撃げきするところにはない。もっと重大で、もっと根源的な部分にその刃は突き通る」

　記き憶おくを掘ほり起こし、黒猫は語る。

　三日月のように細められた瞳ひとみは、新たに変容した景色を見つめていた。

　そこにあるのは、山さん嶺れいだった。

　風はもはや西中華街のものではなく、大陸の苛か烈れつな山さん岳がくに吹くそれだった。

「ひょう！」

　楽しげに、ジンが口笛を吹いた。

　愛妻ウーの肩かたを片手で抱だき寄せ、頰ほおにキスを浴びせながら、ワルツでも踊おどるように襲い来る鬼仙の影をまた切り裂さく。

「ジ、ジン！」

　動どう揺ようしたウーが赤面しつつも振るった如によ意い棒ぼうは、こちらも的確に鬼仙の影をうちのめし、不可視の氣チイへと分解せしめている。

　物ぶつ騒そうな夫ふう婦ふではあったが、今ばかりはそれ以上の異常が目の前で起きていた。

「西シー王ワン母ムーもここが正念場と見ているか。変化の速度を限界まであげているな……」

　その異様な光景を見ながら、エイジャは低い声で未来予想図を口にした。




「一晩経たたず、この街は……崑こん崙ろん山さんに置き換えられるぞ」
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「ええ、置き換わるのよ」

　女の声は、どこまでも透とう明めいだった。

　西シー王ワン母ムーの視界でも、西中華街は変へん貌ぼうしつつあった。

　その変貌を、彼女は自分自身のできごとのように把は握あくしている。雑居ビルが岩山へと変わり、アスファルトが山道や谷川へと遷せん移いするたびに、自分自身が広がっていくような感じを覚えていた。

　なぜなら、たった今起きている現象は、彼女自身の内面と精密にリンクしているからだ。

　もとより大鬼仙となれば、その本質はヒトガタに依い存そんしない。

　多くの伝説において、仙人が深山に住むイメージを保持しているのは、単に彼らが山岳を好むからではない。山岳の空気を取り入れ、山岳の植物を喰らい、やがては山岳そのものと成るためである。

　いや。

　成り果てる、のだ。

　西シー王ワン母ムーとは五ご岳がく三さん山ざんのひとつ、崑崙山を統すべる女王ではなく──崑崙山そのものなのだ。

　これは、単に身体からだだけのことではない。

　氣チイを介かいした、より根源的なつながりである。

　鬼仙が不老なのは独立した生物であることを捨てて、周囲の環かん境きようと同化することに依よっている。人や大地から氣チイを吸い上げるのはこの仕組みによるもので、西シー王ワン母ムーの在り方はさらに一歩進んだものと言えるだろう。

　だからこそ。

　彼女はほとんどの連れをともなわず、この街へとやってきた。

　それは若い蓮リヤン花フアや少シヤオ影インと違って、古びた鬼仙はもはや下界の空気に耐たえられないからでもあるし……彼女ひとりいれば、最も重大なことは成し得るからでもあった。

　すなわち、この西中華街を崑崙山そのものに置き換えてしまうということ。

　太極図と四宝剣は、そのための鬼宝でもあった。

　かつて鬼仙同士で争ったときに、敵となった支族を土地ごと滅ほろぼしたのも彼女とこの始祖鬼宝であった。永い時を経て、再びその鬼宝を行使することになると、彼女自身予期していたかどうか。

「……あと、ふたつ」

　自らの道程をはかるように、西シー王ワン母ムーは口にした。

　じりじりと、その美しい頰を汗あせがたどっている。月すら嫉しつ妬としそうな美び貌ぼうは変わらず、しかし誰の目から見ても女王の疲ひ労ろうは歴然だった。

　事実上ふたつの始祖鬼宝を起動し続けている状態は、この大鬼仙にとってすら負担を強しいるものだった。

　それでも、ゆるめるつもりはない。

　三人の三つ角を撃げき退たいした今こそが、決定的に戦局を決めねばならないときだと、彼女にも分かっているのだ。この国の〈おに〉がいかなる反はん撃げきをしようが、もはや覆くつがえしようのない地点まで、盤ばん面めんを進めてしまわなければならない。

　そのときは、もう目前だった。

「あとふたつで、今度は私たちが奪い、彼らが奪われる」

　それは歴史の繰くり返しだ。

　人同士でも鬼仙同士でも起きていた大戦の繰り返し。この土地を奪ったところで、鬼仙側が有利になるというだけで、戦いそのものが終わるわけではないことも、当然女王は承知していた。

　長い長い時間、自分たちはそれを繰り返していたのだ。

　だからこそ、弱くなったのだろう。

「ねえ蓮リヤン花フア」

　と、女王は囁ささやいた。

　星の光を浴びて、月の光に打たれて、どこまでも切実な声で問うた。

「あなたに、私はどんな風に見える？　醜みにくい侵しん略りやく者しや？　一族の守護者？　それとも憎にくらしいだけのダメな親？」

　さまざまな見方が、今の自分にはある。

　者によっては極ごく悪あく人だろうし、者によっては聖者となるだろう。いや今問いかけたように、同じ人物にとってすら見方はひとつにとどまらない。

　そのすべてを受け入れねばなるまい。

　結局のところ、人であろうが〈おに〉であろうが鬼仙であろうが、生きようとする本能にはあらがえない。退たい屈くつだと呟つぶやき甘い死を求めるようになってすら、その裏にはみっともないほどの生存への衝しよう動どうが息づいている。

　自分は、その象しよう徴ちようだ。

　だからこそ、どうしようもなく生き足あ搔がくのだ。

　不老だろうが短命だろうが正道だろうが外げ道どうだろうが人外だろうが人間だろうが、有象無象一いつ切さい合切の区別なく、ただひとつの戦場に命を賭かけるのだ。
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「……ふたつ、竜が走ったのう」

「はい」

　幼女の言葉に、少年がうなずいた。

　同じ竜を、彼らも見つめていた。

　真朱まそお真冬。

　戌いぬ見み馳郎。

　そして、もうひとり。

　公園の中央に座しているのは、太タイ乙イー真シエン人レンであった。今は、そのまわりに、さらに多くの方円や図形が描えがかれ、さまざまな道具が散乱している。

　たとえば、中央に方位磁針が埋うめ込まれた円形の盤ばんは羅ら盤ばんという。八はつ卦け、十干十二支、二十四節気それぞれの有り様を記され、いくつもの円周に区分けされている。

　たとえば、筒つつに容いれられた、数十本よりなる細い竹の棒は筮ぜい竹ちくという。こちらはさらに筮竹をかけておくための掛け肋ろく器きや算さん木ぎも用意され、太タイ乙イーのすぐ手の届く距きよ離りに置かれている。

　いずれも占うらないの道具であった。

　さきほどまで、馳郎は太タイ乙イーを説得していたのである。







『……お前は、もともと未来を読んで、ナタとウーの戦いを見聞しようとしていたろう』

　以前、馳郎が先代白翁の予知能力について推理できたのも、この太タイ乙イーの行動からの類推だった。太タイ乙イーが占せん術じゆつによってナタを追いかけてきたことから、似たような能力を先代白翁も持っていたのではないか、と馳郎は考えたのである。

『ええ。先代の白翁が生きていたなら、いろいろ話し合ってみたかったですね』

　追いつめられていた太タイ乙イーが、ふてぶてしく唇くちびるをゆがめた。

　実際、先代白翁の予知と自らの占いが交差したときは、時間を超こえて碁ごでもさしあっているようだ……と、そのような感想を漏もらしていたことさえもあったほどだ。

　すると、馳郎はこう持ちかけたのだ。

『だったら、本当にやってみればいい』

『は？』

　この言葉に、さしもの鬼き仙せんも瞬まばたきしたのである。

『〈カエアン〉の中には生きていた頃ころの先代白翁のデータが大量に残ってるだろう。さっきジンの〈ツール〉からも同様のデータを受け取った。このデータとお前の占術を組み合わせれば、少々不確かではあっても、かつての先代白翁の人格を再現できるんじゃないか』

『…………』

　人格の、模造。

　それが馳郎の発想だった。

　神秘と科学を融ゆう合ごうさせるという、ありえない思考の果て。

『死者と、対話……？』

　傍かたわらで聞いていた真冬もまた、眼めを見開いた。

『どんな発想ですか、それは』

　太タイ乙イーが、低く呻うめく。

　なんと荒こう唐とう無む稽けいな考えであったか。その能力を持つ──長年何度となく試行錯さく誤ごしてきた術者たち自身ですら発想しない、思考の差異、視点の違ちがい。

　それこそ、馳郎の素質だった。

『ついさっき、きっかけがあったんだよ』

　ちらと真冬の方を見て、馳郎が言う。

　対する幼女は、やれやれとばかりに肩かたをすくめた。

『言っておくが、妾わらわは先代白翁の魂たましいなど保持しておらんぞ』

『分かってます。それができたら、昔の先代白翁の予知なんか頼たよりにしませんよね』

『む』

　見み透すかされて、真冬が唇をへの字にする。

『だから、ここでやるんですよ』







　そして、今だった。

　何度か鬼仙の影を退けつつ、馳郎たちは太タイ乙イーの準備が終わるのを待っていたのだ。

「……終わりました」

　と、地べたにあぐらをかいたまま、太タイ乙イーが振ふり返った。

「あなたの発想は面おも白しろい。だからこそ協力はします。ですが、これ以外まで協力するとは思わないでいただきたい」

「分かってるよ」

　と、馳郎も受けた。

「だけど、お前は自分の好こう奇き心しんが満たされるなら、悪あく魔まとだって手を組むタイプだろう。だから、今このときだけは信用できる」

「……は。よくも好き放題言ってくれるもので」

　鼻を鳴らして、太タイ乙イーが言う。

「まあ、もともと占いは流れを示すためのものですからね。あなたの言う組み合わせには都合がいいかもしれません」

「どうだ？　〈カエアン〉」

　今度は、馳郎はジャケットに尋たずねた。

『〈ツール〉から預かった情報の解かい析せきと、システムの構築は終わりました。93％までは再現可能と判断します。ですが、残る７％──もともとデータにない情報や情動の再現には、不完全な部分が生じます』

「そこを、太タイ乙イーの占いで補うんだ。いけるか？」

　いくらデータを集めたところで、人間の気まぐれや内心の葛かつ藤とうまで再現できるわけではない。結局のところ、どんなことに喜び、怒いかり、悲しんだかなど、他人におしはかれるものではないからだ。

　だが、それを魔ま術じゆつによって補うならばどうか。

　もともと太タイ乙イーは鬼仙のうちでも古い魔術に長たけているということで、ナタやウーの作製にも駆かり出された男だった。彼の占術の確度はすでに実証されている。

『はい。システムは構築できています。しかし、私には残り７％についての完成度をはかる指標がありません。マスターの判断をお願いします』

「……分かった」

　馳郎がうなずく。

　背後で、真冬は黙だまったまま少年の会話を聞いていた。

　かすかに、土と水の香かおりが届く。はたまた稲いな妻ずまが空気を焼いたイオンの匂におい。二柱の竜りゆうが出現した影えい響きようは、公園のある丘おかへも徐じよ々じよに及およびつつあった。

『開始します』

　機械音声は、いつものように淡たん々たんと告げた。

『クラウドネットワーク〈カエアンⅡ〉と接続。基き礎そデータ導入。人格再現プログラム起動。演算開始。再現率76％……87％……91％……93％……理論限界点に突とつ入にゆう。蓋がい然ぜん率の不足にミスター太タイ乙イーの数値を要求します』

「ええ」

　太タイ乙イーの指が、羅盤を回す。

　ぴたりと止めた地点で筮竹を持ち上げ、じゃらりと回した。

　いちいち結果を口にすることはしない。筮竹の表現する無数の組み合わせと流れは、すでに〈カエアン〉が観察し、数値化して演算に組み込んでいる。

　つまりそれは、『もしも先代白翁が生きていたらどのように行動したか』という計算だ。大量の基礎データに、古き鬼仙の弾はじき出した因果律を加えて、馳郎の思う通りの結果を導こうとする──ある意味で、因果律に対する反逆だった。

　やがて。

　ころり、とジャケットから金属球が転がった。

　それこそ演算結果を表出するための映像装置だったか、少年たちの目の前に、立体映像が浮うかび上がったのである。

「……ぁ」

　思わず、少年の喉のどから声が漏れた。

　馳郎の知る通り、翁おきなと呼ばれるほどの年ねん齢れいではなかった。

　顎あごもとにたくわえられた美び鬚ひげこそ見事だが、おおよそ東中華街の長老と同年代。実際、長老と彼とは同じ時期を過ごした友人のはずであった。

「……おっさん」

　幾いく多たの感情を押し殺して、馳郎はやっと口にした。

『…………』
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　しばらく、立体映像は黙り込んでいた。

　何度か瞬きして、周囲を見やる。もはや変へん哲てつもない公園とは言えぬ。丘から見える光景に至っては深山幽ゆう谷こくの体ていをなし、新たな変化の兆きざしを深い霧きりの中に隠かくしている。

『……ああ、なるほど。そういうことか』

　と、男は低い声でうなずいたのである。




『まさか、そんな方法で俺を起こすとはな。この風景からすると、今は西シー王ワン母ムーとやりあってる最中か？』




　先代白翁は、やや軽けい薄はくな感じに、微び苦く笑しようを浮かべたのであった。







　第三章　ハジマリの言葉
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　立体映像と少年とは、しばらく見つめ合っていた。

　言うべきことはいくらでもあるのに、うまく言葉にすることができず、万ばん感かんの思いをこめて視線を交差させていた。馳はせ郎ろうにとっては十年ぶり、再現された先代白はく翁おうの人格データにとっては数日ぶり、その時間の差を埋うめるための空白やもしれなかった。

　鼻び孔こうに、かすかな塩の香かおりがした。

　自分が泣いていたのを、馳郎は知った。

　ぐっとその涙なみだを手の甲こうで拭ぬぐって、

「そうだよ」

　と、少年は短く答えた。

「今は西シー王ワン母ムーと戦っている最中だ。そして、おっさんの指名した通り、俺は白翁になった」

『……そうか』

　と、困ったように先代白翁は頭を搔かいた。

　悪戯いたずらが思わぬ方向にはまってしまった悪童のようだった。

『正直、頭から断られる可能性と五分五分だと思っていたんだがな。そうか。受けてくれたか』

　色無地の袂たもとが、風に揺ゆれる。

　それも〈カエアン〉による演算だろう。人格の完全再現には、環かん境きようを適応させることも必要らしかった。人格を規定しているのは脳よりも五感が大きいという説を適用しているのかもしれない。

　一度奥歯を嚙かみしめ、息を吸ってから、馳郎が言う。

「その経過で、あんたの残した予知や、あんたのやってきたことも知った」

『じゃあ、薄うす墨ずみの施し設せつも見られたかな』

「はい」

　答えに、先代白翁は小さく息をつく。

　もちろん、さすがに立体映像が呼吸しているわけではないが、落とした肩かたもくぼんだ胸も、そこに先代白翁が生きているようにしか見えなかった。

『俺は結構な悪人だよ。言い訳の余地もない。大戦のためとはいっても、各種犯罪から人体実験まで、わりとどうしようもなく手を汚よごしてる』

「……でも」

　と、馳郎は口を挟はさんだ。

「でも、あんたは俺を助けてくれた。あの百貨店で」

『……ああ』

　と、先代白翁も認めた。

　突とつ然ぜん夜が燃え上がったように、馳郎は錯さつ覚かくした。

　十年前。百貨店での記き憶おくがフラッシュバックする。じりじりと肌はだを焼く炎ほのお。酸素を奪うばわれて、息苦しさのあまりにかきむしった喉のど。今の自分を決定づけた災害と、差し伸のべられたひとつの手。




　──『ああ、だったら賭かけるか？』

　──『お前が千円持ってるんだったら、それでいいだろ。全財産なんだから文句なんかねえよ』




　あのときの先代白翁の言葉こそが、少年の核かくを形成した。

　たった千円で、すべてを打ち捨ててでも誰だれかを守ろうという、ある種常軌を逸いつした信念を持たせることとなったのだ。

　だが、今は別のことを馳郎は問うた。

「あんたの予知は、一族に限定されるとも聞いた。俺はその例外だから、俺をこの事件に巻き込んだことで予知がずれないように配はい慮りよしたと。だけど、そもそも巻き込まなければ、そんな苦労はなかったはずだ。なのに、どうして俺を白翁にしたんだ？」

　そこで一いつ拍ぱくおいて、立体映像の瞳ひとみを見つめた。

「どうして、あの百貨店で、俺を助けたんだ？」

『…………』

　今度は、もう少し長く沈ちん黙もくが続いた。

『ジンが、俺の孫なのはもう知ってるな？』

　念のため、という口調だった。

　うなずいた馳郎に、先代白翁は遠い目になった。

『あれの祖母は、若いときにほんの少しの間だけ付き合った娘むすめでね。一族の都合で別れることになったが、身ごもっていることなんてまるで知らなかった。その子供がまた若い内に結けつ婚こんして、自分にそれなりの年の孫がいると知ったときには、驚おどろくよりも、ただ騙だまされてる気持ちになったものさ』

　まあ、これも悪人の感想だろうが、と付け加える。

　偽ぎ悪あく的てきな口調は、確かにジンの祖父らしいかもしれない。そんな理由で、先代白翁がジンを時々見守っていたからこそ、先代白翁と馳郎との接点もできたのだが──

『もともとな、あの百貨店の事故は俺のせいだ』

「っ！」

　馳郎が、息を吞のむ。

　しかし、けして取り乱しはしなかった。

　その言葉は、十分予想できたことだったからだ。

『当時、白はく鳳ほう六ろつ家けはもめていてな。俺の悪行をつかんでいた一部の〈おに〉が、追いつめられた結果、実力行使にでたんだよ。よりにもよって、当時第一位で白鳳六家を仕切らせていた空うつほの遠とお縁えんでなあ。結構、俺のプライベートの情報も漏もれてた』

　かつて第一位だった空うつほが、第四位に落とされたのはその影えい響きようが大きかったのだろう。

『あの日の百貨店で、俺はお忍しのびでジンに会いに行ってた。直接話すことはなくても、遠目に見るだけで満足してた。だけど、そのことも漏れていてな』

　草履のつま先で、二回地面をこづく。

　彼の癖くせらしかった。リコからそんな話を聞いていた気もする。

『そのあげく、俺を確実に潰つぶすため、当時反目してた〈おに〉は百貨店ごと潰すことにしたのさ』

「…………」

　馳郎は、声をあげなかった。

　やはり、という気持ちだけがあった。

　先代白翁が以前からジンを見守っていたというのは知っていた。自分と接せつ触しよくしたのがその理由からというのも分かっていた。だったら、あの百貨店の火事だけが例外などということはありえないだろうと、薄うす々うす気づいてはいたのである。

　ただ、気づいてはいても、衝しよう撃げきが消えるわけではない。

　耐たえられるだけだ。自分の始まりを、始まりよりも前にあったきっかけを、少年はただ嚙みしめているのであった。

「じゃあ、俺を助けたのは？」

　と、訊きいた。

　うなずいた先代白翁が、言葉を続ける。

『あのとき、俺が視みたのは、あくまでジンの未来だよ』

　百貨店の火災で、馳郎とジンは一いつ緒しよに行動していた。

　だから、同時期にジンの未来を視たことは、何の不思議もないだろう。

『だけどその未来で、俺はお前が、鬼き仙せん兵器と会っているのを予知で視たんだよ』

「ナタと？」

『ああ、そんな名前だったな』

　と、先代白翁が思い出すように首をひねった。

　和服の袖そでから覗のぞいた指先で顎あごに触ふれて、遠い過去の思い出を語るかのように、

『その未来で、鬼仙兵器は笑っていた』

　と、口にした。

『鬼仙兵器は、その性質ゆえに鬼仙にも〈おに〉にもうとまれる存在だ。望みもしないのにつくられ、必要なときだけ駆かり出され、恐おそれと憎にくしみだけを一身に受けるためのモノだよ。許す理由がいくらあっても、許されない理由がその何倍もあるから、誰も彼女を守ろうなんてしなかった』

　かつて、似たことを馳郎も言った。

　東ひがし中ちゆう華か街がいの長老と、初めて出会ったときのことだった。

　誰かを守るということは誰かを守らないということだ、だから君は自分のやることに優先順位をつけた方が良い、と長老は忠告したのである。実際、馳郎がナタを守ったからこそ、その反作用でいくつもの事件が起きたのだと、彼は諭さとしたのだ。

　それでも。




　──『守るべきじゃない言い訳はいくつでもできるから、だから長い長い間、誰もあいつを守ろうとしなかった。鬼仙も人間も関係なく、みんながその言い訳を信じ切っていたから』




　馳郎は、そう答えた。

　先代白翁は、静かに少年を見つめている。

『その鬼仙兵器が、お前のそばで嬉うれしそうに笑っていた。──それだけだ』

「それだけ？」

『ああ』

　はっきりと、先代白翁が肯こう定ていした。

　白い歯を剝むいて、生徒に初歩的な間ま違ちがいを指し摘てきされた教師のようにはにかんだ。

『本当にさ、それだけなんだ。〈おに〉や白鳳六家にとってそれが幸せかどうかは分からないが、それでも誰にもなしえなかった未来がお前とともにあるんだったら、ひょっとすると意味があるんじゃないかと思った。いままでずっと、予知に従うだけの奴ど隷れいだった俺が、初めて何かに賭けてみようと思った』

　その言葉は、馳郎の胸を強く打った。

　打たないはずはなかった。

　だって、それがスタートなのだから。

「賭け……か」

『賭けさ。恥はずかしいけどな。それしか方法を知らなかった。だって、今までは確実に勝つ予知にチップをいれてるだけだったから』

「だから、俺が出すチップは千円でもいいって言ったのか？」

『ああ。だって俺には関係ない。いままで千円でも千億でも確実に勝つことしかなかったんだ。生まれて初めてまともな賭けをするんだから、とりあえず全オ部ー賭ルけイるンしか方法も知らなかったのさ』

　くく、と肩を揺ゆらす。

　自じ嘲ちようのようでもあり、誇ほこっているようでもあった。

『それに、全部だから、俺のつくった負ふ債さいも持って行ってくれたんだろ？』

「ああ」

　仕方なさそうに、馳郎も微び苦く笑しようした。

　こちらはこちらで、親の悪あく癖へきに付き合っているような顔をしていた。

「そうだな……。勝った者には勝った責任があるもんな」

『そうさ。負けた者にだって負けた強みがあるんだ。勝った相手が総取りってことはきちんと面めん倒どうも見ろよって意味だからな』

「そりゃそうだ」

　と、馳郎も受けた。

　瞼まぶたを閉じた。

　そのままで、告白した。

「俺は、鬼仙兵器のナタを守ると誓ちかったよ」

『っ……！』

　一いつ瞬しゆん、先代白翁が息を止めた。

　硬こう直ちよくした頰ほおをさすって、少し時間をおいてから、苦笑する。

『そうかそうか。なるほどなあ。そういうことになったのか』

「それは、予知してなかったのか？」

『視たのは、あくまで断だん片ぺん的てきなシーンだけだっての。まあ、でもそうだわな。ボーイミーツガールならそうに決まってる』

　ははは、と乾かわいた笑いを漏らす。

　けして厭えん世せい的てきなそれではなく、むしろ愉ゆ快かいそうな響ひびきが混じっていた。

『ああ、そうだ。お前はきちんと約束を守ってくれた。俺が想像もしなかった未来をきちんと連れてきてくれたんだな』

「おっさん……」

　呟つぶやいて、馳郎がジャケットの胸むな元もとを握にぎりしめた。

「そういや、おっさんの名前、俺は聞いてなかったよな」

『ん？　ああ、もともと白翁は一族から選ばれたときに名前を捨てることになってるからな。お前は一族じゃないから関係なかったろうが』

　おそらく、白翁が選ばれた一族へ、権力が集中しすぎないように講じられた掟おきてであったろう。もともと一族でない馳郎が、特に言われなかったのは道理とも言える。

「捨てる前の名前、訊いていいか？」

『おお』

　続けて口にした名前が、風に紛まぎれた。

　それで、十分馳郎は納なつ得とくできた。

「ありがとう」

　頭をあげて、踵きびすを返したのだ。

『ちょ、待てよ』

　と、あわてて先代白翁が呼び止めた。

　一応足を止めた馳郎に、これは初めて動どう揺ようを露あらわにした顔で尋たずねたのである。

『それだけで、良かったのか？』

「それだけって？」

『いやほれ、たとえば俺の変へん生じよう属性で──未来予知で、状じよう況きようを変化させるとかは考えなかったのか』

「どうでもいいよ。そんなの」

　あっけらかんと、少年は言ったのだ。

　まるで、学校の推すい薦せんでも断るような、ひどく気軽な口調だった。

「だいたい、あんたは人格を再現してるだけなんだ。変生属性までは使えないだろ」

『……それは、そうだが』

　馳郎の言い分を認めて、先代白翁が口ごもる。

　対して、振ふり返った少年はふわりと唇くちびるをほころばせた。

「でもさ、あんたが何を考えて、俺を選んだのかだけは知りたかった」

　瞼を伏ふせぎみにして、囁ささやく。

「うん。それだけは知りたかったんだ。ただの慰なぐさめかもしれないけど」

　にっこりと、笑ったのだ。

　夜なのに、まるで太陽みたいな笑え顔がおだった。

　この事件でリコに関かかわって以来、ずっと葛かつ藤とうしていた少年にとって──それは久方ぶりに心底からこぼれた笑みでもあった。

「俺が俺であるために、俺のまま走り抜ぬけるために、最初のことだけを確かく認にんしたかった。それだけだよ。だからありがとう」

　頭を下げられて、今度は先代白翁の方が狼狽うろたえる番だった。

　二、三度大きく瞬まばたきして、夜空を仰あおいだ。地上は大きく変化して、空も霧きりに覆おおわれていたが、かすかに見える星だけは彼の生前と変わりなかった。

　そう、死んでいるのだから、言えることなどいくつもあるはずがなかった。

　ただ、最後の心残りだけを口にした。

『……リコのことも、よろしくな』

「ああ！　任せてくれ！」

　踵を返した。

　思い切りのよい、何の未練も残さない返し方だった。

　夜よ闇やみに、馳郎の姿が消えていく。

　残された立体映像の先代白翁は、なんとなくため息をついた。

『だとさ。真朱まそおの姫ひめ君ぎみ』

「ほ。この身体からだでも、妾わらわだと分かったか？」

　白パイに憑ひよう依いしていた真ま冬ふゆが、軽く肩かたをすくめる。

『分かるさ』

　先代白翁は嬉しそうに和服の肩をそびやかした。

　しかし、本来の彼女の身体もせいぜいが十代前半ぐらいのものだったはずだ。彼が死んだときはまだ五歳に満たないだろう。なのに、まるで長年連れだった旧知の仲のような口ぶりで、ふたりは話していた。

『あいつのこと、手伝ってやってくれるか』

「もとより、そのつもりさね。ほら、死人はさっさと退場おし。死んでも生きてるなんて、大陸側だけの特権だろ」

『……そうだな。じゃあ、また……ってのは縁えん起ぎが悪いか』

　それきりで。

　ふっつりと立体映像が消えた。

「……ああ、疲つかれた」

　がっくりと、すぐそばの太タイ乙イーが横たわる。

　先代白翁の人格再現のため、彼はずっと占うらないを繰くり返していたのだ。元来不可能な死者の人格再現が、それだけの疲ひ労ろうを強しいたということだろう。

　立体映像を映していた球状の装置も、〈カエアン〉からの指令が尽つきたのか、ぴたりと停止してしまっている。

　そんな状況を見やり、真冬が尋ねた。

「おぬしは、西シー王ワン母ムーを応おう援えんしようとは思わんのかの？」

「はは。僕はどちらの味方にもなりませんよ」

　乾いた笑いを漏もらして、太タイ乙イーは唇の端はしを持ち上げた。

「あの方の場合は、自分の民たみに責任を感じているでしょうけどね。鬼き仙せんの長い長い寿じゆ命みようの尽き果てるまで面倒を見るのが王としての在り方だとか、そういうことを考えているんでしょうよ。だけど、それは僕と同じじゃない」

「そうか」

　真冬が、小さくうなずいた。

　白い指を持ち上げ、

「なら、滅ほろぼさずにすんだとな」

　と、囁いた。

　ぼっ、と指先に炎ほのおが灯ともり、消えた。

　いかな鬼仙といえど滅ぼさずにおかぬ、〈おに〉の焰ほむらだった。

「怖こわい怖い。いや、本当に僕はここで退場です。いろいろ面おも白しろかったですが、さすがに疲れた。後は、今度こそ高みの見物だけをさせてもらいますよ」

「巻き込まれないためには、さっさと去いぬことをおすすめしておくがの」

「あはは。好こう奇き心しん猫ねこを殺すとは分かっているのですが、こればかりはなんとも」

「業ごうじゃのう」

　言って、真冬が瞬きした。

　突とつ然ぜん、太タイ乙イー真シエン人レンの姿が消え失うせたのだ。

　おそらく、彼の得意とする魔ま術じゆつによるものだろう。最初から逃にげ出せたのにそうしなかったのは、今の言葉通り、馳郎の提案が彼の興味をくすぐったからか。

「……曲くせ者ものばかりなことじゃの」

　口にして、真冬は馳郎の消えた方角へと振り向いたのであった。
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　公園のあった丘おかを飛び降りて、少年は中華街の中央を目指していた。

　さきほど先代白翁の再現と話している間に、次の行動プランは決めていた。そのための演算も、すでに〈カエアン〉がすませている。

　駆かけ抜けながら、馳郎はあー、うー、と小さく唸うなっていた。

『どうしました？　マスター』

　機械音声が問いかけ、少年はいやその、と少し言いにくそうにしてから、頰を搔かいた。

　それから、改まって口を開いた。

「ありがと、〈カエアン〉」

『何のことです？』

　問い返した機械音声と同時、大きく馳郎が跳ちよう躍やくする。

　十数メートルも跳とんだ少年の身体が、折から現れた川を飛び越こして、半ば岩山に変わりつつあった楼ろう閣かくへと着地した。

　どうやら中央に近づくに従って、西中華街の領域が減り、崑こん崙ろん山さんに置き換かえられていくようであった。

　ふう、と息をついて、

「最初から、そうだったんだろ？」

　と、口にしたのだ。

『何のことでしょう』

「ええとさ」

　少し言いにくそうに口ごもって、それでも馳郎が訊きいた。

「お前の基き礎そ人格データは、先代白翁をモデルにしたものなんじゃないか？」

『…………』

　沈ちん黙もくは、しかしそのまま答えだった。

　人工知能としての〈カエアン〉は、リコの段階で一応の完成を見ていた。

　しかし、それが飛ひ躍やくを見せたのは、とある事件の後だった。

「口調も性格も全然違ちがうけどな。あの妙みように達観してる癖くせに諦あきらめの悪いとことか、冷静に計算してる癖に肝かん心じんなところでそれ以外の部分が顔を出すところとか、お前と共通することがあるよ」

『……それは』

　ひどく珍めずらしく、機械音声が口ごもった。

　馳郎も、詰つめ寄ろうとはしなかった。

　ただ、不思議な確信があった。

　この人工知能が、先代白翁をモデルにしたのは──多分、リコを守るためだと。

　あのとき、たったひとりリコを守ってくれたのが先代白翁だった。さっきだって、最後に先代白翁が気にしていたのはリコのことだった。だからこそ〈カエアン〉は自分の創造主を守るために、あの男を真ま似ねようと思ったのだろう。

　もはや先代白翁とは大きく異なり、別個のアイデンティティを確立している〈カエアン〉ではあるが、それだけに馳郎には最初の一歩が貴く思えた。完全だったはずの無機物が不完全な『心』を学ぼうとするきっかけを、愛いとしく思った。

「ありがとな」

『いいえ』

　いつものように、機械音声は否定する。

　その、いつものような声こわ音ねにどれだけ助けられてきたかなど、もはや数えることもできやしない。

　ずっとずっと、自分を支えてくれていた、最高のパートナー。

　それから、もう何度か岩山を飛び越えていったところで、

『マスター』

　と、警告の響ひびきを音声が帯びた。

『どうやら、また鬼仙の影かげに気づかれたようです』

「面めん倒どう臭くさいのな」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり込む。

　戦いの準備はできている。たとえ非実体である鬼仙の影とはいえ、今の馳郎が鬼き宝ほうを使えば追い払はらうことは難しくない。

　問題は、それがどこまで続くかだ。

　所しよ詮せんはなりたての馳郎にとって、鬼宝の行使はただならぬ疲労を伴ともなう。もともとナタでさえ、封ふう印いん状態では頻用を控ひかえていた鬼宝たちである。多量の氣チイを吸われてしまえば、それ自体が致ち命めい傷しようとなりかねない。

　そこで、背後から声がかかった。

「置いていくのは、ひどくないかの」

「あ」

　ぐい、と振ふり返ったところに、幼女の顔があった。

　怒おこっているような──ようなというのは、いささかならず戯たわけた感じで、真朱真冬が話しかけてきたからである。

「すっきり思い切れたのはめでたいがの。すっとばしておるから、追いつくのに時間がかかったわい」

　先と同じように、幼女の足あし下もとにはジェット噴ふん射しやのごとき炎が灯っている。

　その噴射力で少年を追ってきたのだろう。

「だいたい、どこへ行くべきか分かっとるのか？」

「それは、なんとか」

　そっ、と〈カエアン〉に触ふれた。

『衛星からの視界も、多くの部分が霧によって塞ふさがれてきましたが、霧自体の法則性はある程度判明しました。──後は、マスターの直感で』

「直感？」

　ぐるりと振り向いた真冬に、少年は頰ほおを搔いた。

「まあ、その、なんとなく」

「ほう」

　と、感心した風に、真冬が小さくうなずく。

「妾わらわよりも氣チイの感受性は上か。確かに鬼仙の特性じゃの。おぬし、案外適性があったのかもしれんな。……いや、親の問題か」

　思いあたりはあった。

　馳郎を半鬼仙にしたのは、蓮リヤン花フアの口づけによるものだ。

　その蓮リヤン花フアは西シー王ワン母ムーの娘むすめであり、馳郎はなりたてではあるものの、鬼仙にとって最も重要な血けつ縁えんを得ていることとなる。

　この霧きりの中でははっきりした特定は無理でも、なんとなく程度の勘かんは働くかもしれない。

　実際、少し前に蓮リヤン花フアが似たことを言っていたのだが、これは真冬の与あずかり知らぬことだ。

「っ……！」

　不意に、幼女は空を見上げた。

　そちらから、敵意のこもった氣チイがやってきていることも、今の馳郎には分かった。

　ひとつ息を吸って、真冬はにんまりと少年に胸を張ってみせた。

「だったら、道は開いてやろう」

「道を？」

「おうさ」

　幼女の手に、ぼうっと炎が灯ったのだ。

「こんな親切、滅めつ多たにしてやらんぞ。せいぜい感謝してもらおう。今代の白翁どの」
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　はたして、邂かい逅こうはすぐだった。

　馳郎が再び中央に向けて走り出したのと入れ違いに、鬼仙の影が群れ集つどってきたのだ。

　あたかも夜がそのままカタチをなしたかのように、四し宝ほう剣けんによって強化された影は巨きよ大だいな鷹たかや鷲わしとなって、幼女を切り刻まんと舞まい降りてきたのである。

　だが、岩山のひとつに佇たたずみながら、真冬の顔には絶大なる自信が漲みなぎっていた。

「さてさて。一応借り物の身体からだでの。あまり傷つけるわけにはいかんのさ。……悪いが、本気でやらせてもらおうか」

　足下で、影が伸のびたのだ。

　炎ほのおであった。

　おおよそ人の頭ほどの赤々と揺ゆれる灯火が、幼女の影を伸ばしたのだ。

　連続的に出現した炎は、十を超こえ、二十に至っても止まらなかった。ずらずらと並んだ炎は、古めかしい灯とう籠ろうにも似て、幼女を妖あやしい光で照らしあげる。

　まるで幼女を保護するかのように、炎は取り巻いていったのである。

「妾の術式には、いくつもの人格が眠ねむっておる」

　囁ささやくように、幼女──白パイに憑ひよう依いした真朱真冬が言った。

　その手が、愛おしむように炎の表面を撫なでた。じりじりと見るものの肌はだを焼くほどの熱量がそこからは放たれているのに、幼女の指は火傷やけどどころかほんのりと赤くなることもなかった。

「懐なつかしいのう、くらぎ」

　と、幼女は唇くちびるをほころばせた。

　その妖よう艶えんさは、けして白パイのものではない。

　同時に、深い年輪を刻んだ者だけが成しうる声音で、囁きを続ける。

「また戦いくさじゃぞ、雄ゆう馬ま」

　優やさしく、また別の炎へと口を開く。

「言こと祝ほごうぞ、秋しゆう哉や」

「お前が待っていた戦じゃ、三さぶ郎ろう」

　呼びかけるのは、過去の〈おに〉の名か。

　そのたび、ぼっ、ぼっ、と炎が灯りヒトガタを取った。

　たったひとりの幼女は、もはや〈おに〉の軍勢を指揮する女将軍にも等しかった。

　彼らの記き憶おくがあるからこそ、先代白翁もまた真朱真冬に対して、旧友にするごとく話していたものか。

　ぞろり、と幼女の額に、半はん透とう明めいの三つの角が生えた。

「ゆけ！」

　命令一下。

　炎が、それぞれの弧こを描えがいて射出される。

　その半ばで、すべての炎はヒトガタを取ったのである。

　男もいた。女もいた。若者もいれば、老人もいた。ひとりずつ性別や年ねん齢れいどころか時代も違うと思わせる、さまざまな衣い装しようや姿をしていた。そのすべてが真冬と同じく、半透明の炎の角を生やしていたのである。

　これが、真朱の変へん生じよう属性の意味か。

　かつて真朱の〈おに〉となりし魂たましいを、真冬は自在に操あやつるらしかった。

　真朱の変生属性の発ほつ端たんとなった妖よう怪かい──火車が死者を盗ぬすむという伝承は、そこから生じたものか。

　たちまち、幾いく多たの楼ろう閣かくも岩山も燃えた。

　すべてが朱しゆ色いろに染め上げられ、炎のヒトガタと幼女だけがその中に佇んでいた。

「ああ。しかし、異様にしっくりくるな、この身体は」

　自らの鎖さ骨こつのあたりを触れて、悩なやましげに幼女は唇を歪ゆがませる。

「生前の妾では、ここまではいかなかったよ」

　……あるいは。

　あるいは、もともと白パイという器うつわがつくられたのは、このためではなかったか。

　先代白翁が禁きん忌きを犯おかしてまで薄墨に研究所をつくらせて、薄墨もまた月つき白しろの怒いかりを買うと分かっていながら弦げん摩まの娘の遺伝子を利用したのは、これほどの『力』が得られると予想していたためなのではないか。

「……ああ」

　と、幼女はこぼす。
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「妾の死まで、予知されたわけではなかったがの」

　と、幼女は否定する。

「それでも、覚かく悟ごはしていたよ。おそらく、妾はこのとき死ぬのだと」

　何年続いた覚悟であったろうか。

　物心ついた頃ころとほぼ同時に、彼女は〈おに〉として覚かく醒せいした。三つ角として目覚めた彼女の内には、多くの人格が並列しており、それゆえ先代白翁とも当時から多くのことを話していた。

　先代白翁の予知を、最も知らされていたのは彼女だった。

「だから、一族の者とさえ迂う闊かつには会わなんだ。先代白翁の予知がずれてしまっては妾の覚悟の意味も失われるじゃろう」

　哀かなしく、笑った。

　岩戸の姫ひめ君ぎみなどと陰かげ口ぐちを叩たたかれていたのも、もちろん知っている。実際のところ、ここまで自分が温存されてきたことが、本当にプラスになったかどうか、彼女にははかりしることができない。

　しかし。

　自分の人生が正しかろうが間ま違ちがえていようが、自分の選んだ晴れ舞ぶ台たいは今なのだ。

「さあ──」

　と、手を広げた。

　いまだ、彼女を守るヒトガタの炎は臨戦態勢に入ったままだ。

　鬼き仙せんの影かげの第二陣じんが近寄ってくるのを、すでに彼女たちは察していた。それどころか、太たい極きよく図ずと四宝剣の組み合わせは、西中華街以外の地域からも猛もう烈れつな氣チイを絞しぼり出させ、今も鬼仙の影を増ぞう殖しよくさせている。

　消しよう耗もう戦となれば、勝利するのは難しいだろう。

　それでも、真冬は声を張り上げた。

「もう一度遊んでもらおうかの、大陸の鬼仙ども！」
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　それぞれの戦士たちが、それぞれの方角から中央へ向かっていた。




　馳郎は真冬に背後を任せて、東方から。

　隼はや人とと蓮リヤン花フアは手を組んで、南方から。

　いずれの者も、目指すはこの大異変を引き起こしたる鬼仙の女王──中央部に佇むはずの西シー王ワン母ムーただひとり。

　しかし。

　それを黙だまって見ているばかりでも、無論ない。

　女王もまた、自らの領土を確立するため、陣じん地ちに駒こまを打ち始めていた。
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　──まず、馳郎の前に、彼は現れた。




「すげえ、火勢だな」

　自分が立ち去った背後で、真朱の炎が燃え上がるのを見ながら、馳郎は西中華街と崑こん崙ろん山さんの混交した景色を飛び越こえていく。

　さしもの鬼仙の影たちも、今の一いち撃げきで怯ひるんだようだった。

　しかし、岩山と楼閣を次々に飛び越え、夜を疾しつ駆くする少年は突とつ然ぜん足を止めたのだ。

　鬼仙としての脚きやく力りよくに、〈カエアン〉の人工筋肉を付ふ与よされた疾しつ走そうは、けたたましい音と傷を楼閣の屋根に刻みつけながら、やっと静止した。

『マスター！』

「分かってる」

　機械音声の警告にうなずいて、馳郎は岩山のひとつを見上げる。

　もはやコンタクトレンズの光量補正がなくとも、少年の瞳ひとみは十分闇やみを見通せる。

　その視界に入ったのは、見覚えのある長チヤン袍パオであった。

「お前……」

「ええ」

　長チヤン袍パオを着たその青年鬼仙は、岩山の上で小さく囁いた。

　普ふ通つうなら数メートルも届かないその声を、今の馳郎ははっきり聞き取ることができた。

「西シー王ワン母ムー様は違ちがうご意見をもたれるかもしれませんが」

　と、青年鬼仙は口にしたのだ。

「だけど、私は一番の脅きよう威いがあなただと思うのですよ。この腐くされた下界の中で、最もろくでもない糞クソ機転ばかり働くのがあなたでしたからね」

　思えば、こうして彼に立ち塞ふさがられたのは、鬼仙と関かかわりをもった最初の事件以来ではなかったか。

　少シヤオ影イン。

　ずっと蓮リヤン花フアの傍かたわらにあり、〈庭師〉と呼ばれた鬼仙。

「戌いぬ見み馳郎。あなただけは、ここを通しません」
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　──次は、隼人たちであった。







　幾いく度どとなく鬼仙の影を撃げき退たいしつつ、隼人と蓮リヤン花フアは空を進んでいた。

　無論、隼人の操る風に乗っているのである。

　しかし、常ならば西中華街程度は数分とかからず縦断するはずの飛ひ翔しようは、何度となく停てい滞たいを強しいられ、いまだ半ばほどにとどまっていた。

「いい加減、ちっとは追いかけるのやめてくれないかね！」

「無理でしょ！　いくらだって呼び出せるんだもの！」

　あるいは上空から、あるいは川の中から、あるいは岩山の隙すき間まから、鬼仙の影が無む尽じんに現れているのである。

　また、その襲しゆう撃げきパターンもいくらか変化していた。

　最初はまとまって一度に襲撃をかけてくる戦術だったのだが、今は行く手を絨じゆう毯たんのように塞いでいる。これが夜でなければ、おおよそ空の三割ほどが漆しつ黒こくに染め変えられているところを観察できただろう。

　今もだった。

　かけてくる攻こう撃げきは散発的ながら、隼人たちにとってはより嫌いやらしい状態に違いない。鬼仙たちの目的は、完全に西中華街を侵しん略りやくしてしまうまでの時間稼かせぎなのだから、極きわめて正しい戦術としか言いようがなかった。

「……仕方ねえな」

　鉄てつ錆さびた臭においのする手で、隼人がぐいと鼻の下を拭ふく。

　もとより傷ついた身だ。この夜が終わるまで戦えるとも思えない。

「だったら、ちいと大おお技わざいくぜ！」

　ぐい、と両手を十字に嚙かみ合わせた。自らの血にまみれた指先がぐぐっとかぎ爪づめのように曲げられ、あたかも獣けものの顔のごとく映る。夏なのに巻いている長いマフラーがたなびき、牙きばのように白い歯が剝むかれる。

　異変は、次の瞬しゆん間かん起きた。

　近くの岩山が、のきなみ拉ひしやげた。

　ざあ、と川の水が巻き上げられる。

　巨きよ大だいすぎる渦うず巻まきが何もかもを攪かく拌はんし、破断し、崑こん崙ろん山さんから置き換かえられた岩山さえも片かた端はしから砕くだいているのだった。あまりにも強きよう烈れつな風は、岩も水もおかまいなしに空中へと巻き上げ、巨大すぎる蛇へびのごとく頭をもたげた。

　隼人たちを取り巻いていた鬼仙の影が、その凄すさまじい風量とソニックブームに取り込まれ、次々に引きちぎられていったのだ。フードプロセッサーに果物を投げ込むかのようなその所業は、理論上のみ想像されたＦ６クラス・トルネードに匹ひつ敵てきする。

　馳郎と出会った事件で、団地をまるごと破は壊かいした大おお嵐あらしであった。

「空うつほの二十三式──禍わざわい嚙かみ」

　にやり、と隼人が唇くちびるの端はしを歪ませる。

　空白となった夜空を満足げに見やり、しかし、その片かた眉まゆがあがる。

「隼人！」

　少女の叫さけびに、かろうじて青年の術式は間に合った。

　今度は、その夜空が燃えたのだ。

　まるで、真夜中に突然太陽が落ちてきたかのような事態に、隼人と蓮リヤン花フアが奥歯を嚙む。

　隼人の暴風が吹ふき荒あれ、いくつもの真空壁へきをつくりあげていなければ、ふたりとも撃げき墜ついされていたに違いあるまい。

「挨あい拶さつでこれかよ」

　ち、ち、ち、とたまらないように、隼人が舌打ちする。

　どおっと顔中から噴ふき出した汗あせは、熱だけによるものではあるまい。二度の敗北は彼の精神にまで強烈な楔くさびを打ち込んでいる。

　がちがちと鳴る歯に手をやって、強ごう引いんに抑おさえ込む。

（武む者しや震ぶるいだろ）

　なんて、自分に言い聞かせる。

　視線だけは、逸そらさない。

　間をおいて、口元から手を外して、

「ああ、来たかよ」

　無む理り矢や理りにでも、不敵に笑う。笑ってみせる。

　そのために、自分もここに来たのだから。

「来たかよ、ナタ！」

「…………」

　ついに。

　最悪の鬼仙兵器、現る。

　白い帽ぼう子しをかぶり、絶大なる力を持つ鬼仙兵器の少女は、より上空から隼人たちを見下ろしていた。
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「感謝していただきたい」

　と、岩山に佇たたずんだ青年鬼仙は告げた。

　ただでさえ青白い顔が、ますます白はく蠟ろうのごとく色を無くしている。漂ただよう白い霧きりと、朧おぼろな月光もあいまって、その姿は大陸における鬼──つまりは死者のごとく、あまりにも生気に乏とぼしかった。

　油断無く構えながら、馳郎が尋たずねる。

「何を、だよ」

「なにしろ、腐れお嬢じよう様さまにも一度も見せた事のない術でしてね」

　小さな緑の種を、青年鬼き仙せんの指がつまみあげた。

　かすかに、そこで彼は躊ちゆう躇ちよした。

　だが、一いつ瞬しゆんにすぎぬ。

　次の瞬間、白い指は青年自身の右胸を深く抉えぐったのだ。

「少シヤオ影イン!?」

「いえいえ、やはり痛むものですね……」

　弱々しく笑いながら、第二関節の半ばまで指を抉り込ませ、ゆっくりと少シヤオ影インは戻もどしていった。

　種は、残ってなかった。

　青年の身体からだに埋うめ込まれたのだと知って、馳郎が目を剝いた。

「少シヤオ影イン、お前……！」

「私の毒は、すべてを蝕むしばむ。鬼仙も〈おに〉も例外ではありません」

　青年が笑う。

　いつもと同じように、いつもより寂さみしげに。

「……もちろん、私自身も」

　どっ、と破は裂れつするような音がした。

　いや。

　実際に、破裂したのだ。

　青年の纏まとう長チヤン袍パオが、今突つき刺さした右胸のあたりから弾はじけ、そこから怒ど濤とうのごとく緑の蔦つたが噴き出した。

「ぐうっ！」

　悶もだえた少シヤオ影インが、その肩かたを押さえる。

　それでも緑の蔦は噴ふん水すいのごとき量で、一気に青年の半身を覆おおい尽つくし、巨大な異形の鎧よろいと化した。いいや、単なる鎧でないことは少シヤオ影インの身体を覆った後も、蔦がどくどくと脈動していることから分かる。

　その脈動のひとつずつが、少シヤオ影インにとってひどく根源的な部分を削けずっていることも、今の馳郎には理解できてしまった。

「お前……っ！」

「……ああ、そうですね。つまるところは、私自身を苗なえ床どこにする術式ですよ。はは、正直なところ、少しばかりきつい。維い持じするだけで私の氣チイが吸われてしまうものですから」

　薄うすく、少シヤオ影インが笑った。

「この術はあまり持たないものでして。早々に決着をつけましょう」

「どうしても、か」

「今いま更さらです。私は西シー王ワン母ムー様を守ると誓ちかっております。あなたは最悪の糞クソ虫ですが、あの鬼仙兵器を取り返すことを諦あきらめてはないでしょう？」

「──ああっ！」

　悲ひ壮そうたる決意に、何かを感じたのか。

　馳郎が、岩山を蹴けった。

　一直線に少シヤオ影インに向かって跳とびながら、叫ぶ。

「〈カエアン〉！」

『イエス、マスター！　要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０４──〈ボルト〉！』

　選んだ攻性プログラムは、初めて出会ったときに彼を戦せん闘とう不能へ追いやった電でん撃げき。

　半日前も青年鬼仙の動きを止めたその攻撃を起点に、馳郎はいくつもの展開を考えていた。〈カエアン〉の兵装はもちろん、馳郎自身も大きく消しよう耗もうしてしまうが再び鬼き宝ほうを使うことも視野にいれる。鬼仙となった身体ならば、以前はとれなかった多くの戦術も使用可能となっていた。

　だが、少シヤオ影インの反応はそれよりも数等早かったのだ。

　今埋め込んだ種の『力』でもあったか。

　鎧から、ほぼ同時に巨大な鎌かまが現出したのだ。植物でありながら、金属の鋭するどさと光こう沢たくを持ったその鎌はおおよそ雑居ビルの半分の高さにも達した。

　ぐん、と巨きよ刃じんが振ふるわれる。

　凄せい絶ぜつなるサイズとそれに似合わぬスピードは、半鬼仙と化した馳郎さえも反応できぬほどだった。振り回した余波で、岩山と同化していた雑居ビルの上半分が切断され、馳郎の姿もまた瓦が礫れきの中に埋もれていった。

　ばしゃばしゃ、と音を立ててすべてが川に消えていった。

　それきり、もう浮うかんでは来なかった。

「……あっけない」

　と、少シヤオ影インは呟つぶやいた。

　何か、切なげなものさえ混じった吐と息いきであった。

「ですが、そうでないと困る。糞は糞らしく、大地に還かえるがいい。腐くされお嬢様には私から言い訳しておきましょう」

　口にして、そのまま踵きびすを返す。

　だが、たった二歩で、猛もう烈れつな勢いで振り向いたのである。

「そんな……っ」

　彼の瞳ひとみが捉とらえていたのは、離はなれた岩山だった。

　鬼き哭こく啾しゆう々しゆうと白はく霧むが悶えるかのような中、とある人ひと影かげがそこに貼はり付いていたのだ。

「いよう！　あっさり死にかけてんなよハセ公！」

　少年の身体を、とある若者が横よこ抱だきにしていたのである。

　片手にはカタナを携たずさえており、その刃やいばをもって少シヤオ影インの鎌の軌き道どうをほんのわずか逸らしつつ、馳郎を救出したらしい。だが、理り屈くつは分かっても、質量の差を考えれば、おおよそ信じがたい技量と言えた。

　抱かかえられた馳郎が、小さく呻うめく。

「お前……なんで……」

「なんではねえだろ！　もともと、お前があれを見つけた後は好きにしろって言ってたんだろうが！」

　コートから突き出した仕マニ掛ピユけレー腕タで岩山に貼り付きながら、若者は愉ゆ快かいそうに笑ってみせた。

「ほかはともかく、〈カエアン〉付きのお前の居場所ぐらいは分かるんでね！　どうやらここでバトってるらしいって、あわてて駆かけつけたっての！　あ、そうそう。あいつにはちゃんと伝言しといたぞ！」

　ひひ、と喉のどを鳴らして、若者は自分の漆しつ黒こくのコートを撫なでる。

　夏にはふさわしからざるそのコートが、この霧と幻げん想そうの中ではひどく似つかわしくも見えた。

「なんせ、西シー王ワン母ムーのところに直接行ったら、うちの愛妻が操あやつられかねないんでさ！　まずはこのへんをぷちぷち潰つぶしておくのが最適解だろ！」

「──ジン、そいつといつまでくっついてるの？」

　横合いから、拗すねたような声がかかった。

「はいはい！　悪いな親友！　愛妻に疑われるんでさ！」

　あっさり少年を突き飛ばし、灰はい岡おかジンは哄こう笑しようする。

　ウーが、少年から奪うばい取るようにその腕を抱だく。




　最悪の夫ふう婦ふが、そこに佇んでいた。
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　空に、少女は浮いていた。

　ぐるぐると足あし下もとを回っているのは、鬼宝・風ふう火か輪りん。

　朧な瞳でこちらを見下ろしつつ、すでに九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうをその背中に携えていた。

　先の一いち撃げきは通常の鬼宝である五ご火か神しん焰えん扇せんによるものだったが、戦いの流れによってはいつでも始祖鬼宝を発動できるようにしている。

　その姿に、隼人は戦せん慄りつとともに叫さけんだのである。

「ナタ！」

　ごうと風を集め、両手に嵐あらしを巻き起こす。

　さきほど大おお技わざを使ったところで、十分なだけの氣チイが練りきれなかったが、だからといって手を抜ぬけるような相手ではない。三つ角が三人がかりでなお押し負けた相手に、今はひとりで戦わねばならない。

　しかし、突とつ然ぜんその背後から強きよう烈れつな一撃を受けたのだ。

「痛──っ！」

　突然のことに後頭部を押さえると、

「違ちがうわよ。悪いけど、隼人にはそいつ渡わたさないから」

「な、お前……」

　困こん惑わくした隼人が、蓮リヤン花フアを見やる。

　少女は、もはやこちらを見てはいなかった。

　隼人の風から降りて、さきほどの嵐でもかろうじて残存した岩山のひとつへと落下する。かなりの高度であったのに、カモシカのような足はその衝しよう撃げきをあっさり吸収した。

　そこからぐいとナタを見上げ、

「あんたの相手は、あたしでしょうが！」

　高らかに、紅くれないのチャイナドレスの少女は吼ほえてみせたのだった。
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　天と地で、白い少女と赤い少女は睨にらみ合っていた。

　片や無表情に、一いつ切さいの感情を露あらわにせず。

　片や歯を嚙かみしめ、怒いかりも安あん堵どもないまぜに感情を爆ばく発はつさせて。

「早く行って！」

　と、隼はや人とへ叫んだ。

　その間も、寸すん瞬しゆんたりともナタから目を離さない。岩山へ仁に王おう立だちになったまま、その瞳だけで睨み殺そうとでもいうようだった。

「おい、待てよ」

　あわてて、若者が言う。

「お前ひとりでこいつを止めるつもりかよ。仮にもお前のところの最終兵器なんだろうが」

　当然の思考だった。

　元来のナタは、鬼き仙せん同士の大戦を止めるためにつくられた鬼仙兵器だ。もちろんその製造目的からすれば得意とするのは一対多であり、一対一の戦いは仕様外だろうが、だからといって蓮リヤン花フアひとりの手に負えるとは思えない。

「ええ、ひとりでできると思ってるわ」

　満まん腔こうの自信を漲みなぎらせ、蓮リヤン花フアが口こう訣けつを唱えた。





「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ・蓮リヤン花フアが始祖たる鬼宝に願う！」






　火か眼がん金きん睛せい。

　少女の瞳が、鬼仙の色に染まる。

　途と轍てつもない氣チイを発散させながら、腕に巻かれた青い布と宝石を掲かかげた。





「根源の渦うずよ、混こん沌とんの始まりよ！　四し極きよく、四し荒こう、四し海かいのことごとく汝なんじより生起せん！　その腕かいなもて万ばん物ぶつを抱ほう擁ようせよ、盤ばん古こ幡はん！」






　その口こう訣けつとともに、岩山が突如崩れたのだ。

　直下の地じ盤ばん──いまだ崑こん崙ろん山さんになりはてていなかった地下から、鉄骨や金属板が根こそぎ搔かき集められ、巨きよ大だいな腕となってナタを襲おそったのである。

　始し祖そ鬼き宝ほう・盤古幡。

　蓮リヤン花フアに預けられた、磁力を操る鬼宝だった。

　その威い力りよくと影えい響きよう範はん囲いは見ての通り。始祖鬼宝の名に偽いつわりなく、現代の戦術兵器にも等しい力を発揮せしめる。

　ただし、ナタも傍ぼう観かんするばかりではなかった。





「蒼そう天てん断たち切り烈れつ日じつ灼やき落とせ、火か尖せん槍そう」






　覚かく醒せい状態にあるナタは、その一言で鬼宝を醒さます。

　振りかざしたるは、豪ごう炎えんを集束させた、何千度という熱ねつ刃じん。少女自身の絶技とあいまってその焰えん槍そうが、巨腕の指を切り落とす。風火輪の速度をもってすれば、欠けた指の隙すき間まを縫ぬう事など造作もない。

　悠ゆう々ゆうと逃のがれようとするナタと同時に、蓮リヤン花フア自身も跳とんでいた。





「朱沙の血をもって、朱ジユウ・蓮リヤン花フアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず！」

「──黒こく曜よう喰くらいて流れ落ちよ、彗すい星せい錘すい！」






　彗星錘。

　超ちよう重じゆう黒球をもって、ナタの逃にげ場を潰しにかかったのだ。

　これにも、正しくナタは反応した。空中ながら風火輪に支えられた体勢は一筋の狂くるいもなく、火尖槍にて黒球を両断せしめる。蓮リヤン花フアの彗星錘に対して、こうも鮮あざやかに対応しえるのは鬼仙兵器の名に恥はじぬ性能だった。

　しかし、それもまた蓮リヤン花フアの計算通りであったか。

「彗星錘、変化の一──流星散さん華げ」

　呟つぶやいたその先で、異変が生じたのである。

　両断されたはずの黒球が、ナタの上空でさらに破裂した。

　いかな敏びん捷しよう性をもっても躱かわせぬ密度をもって、黒球の破は片へんが天空から雪崩なだれ落ちる。蓮リヤン花フア自身も危あやうく巻き込まれかねないほどの、近きん距きよ離りでの猛もう攻こうだった。そこまでしなければナタを止めることなど叶かなわないという、彼女の決意の表れでもあったろう。

　流星群を思わせて落下する破片が、岩山と廃はい墟きよと雑居ビルを残らず穿うがち、その質量で川が奔ほん騰とうする。

　まごついていた隼人に向かって、少女は猛たけ々だけしく叫んだ。

「さあ、早く！」

「ち……っ！」

　隼人が舌打ちする。

　彼女が言っていることはまったく合理的ではない。

　確かに始祖鬼宝は強力だろうが、それはナタも同様なのだ。まして蓮リヤン花フアとナタでは戦せん闘とうの経験値が違い過ぎる。幾いく多たの戦いをくぐりぬけてきた鬼仙兵器には、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉があってやっと互ご角かくというぐらいだ。

　それでも、時間が足りないことは確かだった。

　太たい極きよく図ずと四し宝ほう剣けんによる世界の置き換かえは着々と進んでいる。ほんのわずかなもたつきが、相手に決定的なリードを与あたえないとは限らないのだ。

　だから、

「勝手に滅ほろびるなよ！」

　風を巻き、隼人の姿が高速で西にし中ちゆう華か街がいの中央へと遠ざかる。

　その背中を一いつ瞬しゆんだけ見て、すぐに蓮リヤン花フアは地表へと視線を戻もどした。

「……うん」

　と、苦く笑しようした。

　濛もう々もうと粉ふん塵じんをあげる川と岩山の間から、ゆっくりと人ひと影かげが現れたのだ。一度は撃げき墜ついされながらも、風火輪によって川から抜け出たらしく、濡ぬれそぼったナタは無表情にこちらを見つめていた。

　無傷……ではないにせよ、さしたる被ひ害がいを負ったとも思えない。

「あはは。結構渾こん身しんでやったんだけどなあ」

　さすがにまいった、という感じで、蓮リヤン花フアが囁ささやく。

　彼女にしてみても、何度も繰くり返せる技ではなかった。

　これまで、鬼仙の影かげと戦ってきた疲ひ労ろうも抜けてはいない。いかに彼女の体力が鬼仙の中でも群を抜いているとはいえ、今回の戦いはあまりに過か酷こくすぎた。体中の筋肉が鉛なまりにでも変わったかのような重苦しさが、蓮リヤン花フアの芯しんを侵しん食しよくしていた。

「でもこれで……ふたりきりよ、ナタ」

　蓮リヤン花フアは、まるで恋こい人びとに呼びかけるように囁いたのであった。
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　睨み合ったまま、少シヤオ影インは低く呻うめいた。

「灰はい岡おかジンと、斉チーテ天イアン大ダーシ聖エン……！」

「はは！　お見知りおきってわけか！　悪くない気分だな！」

　軽くのけぞって、ジンは愛妻を抱だき寄せる。

　うっとりとした表情で、ウーはその胸に頰ほおずりした。

　戦いの最中でも──いや、戦いの最中だからこそ、なおさら愛情を高め合うふたりではあった。

「おい、ジン……」

　さすがに茫ぼう然ぜんとした馳はせ郎ろうに対して、

「あーあー、ハセ公ちょっと空気読めよ!?」

　面めん倒どう臭くさそうに、ジンが言ったのだ。

　コートから突つき出た仕マニ掛ピユけレー腕タで、馳郎が進みかけていた──西中華街の中央部をちょいちょいと指さして、

「ここはほれ！　俺に任せて先に行けってヤツだろ！　わざわざ西シー王ワン母ムーのところへはウーを連れて行けないからって大義名分までつけてやっただろ！　ちゃんと気を利きかせて、先に行けよ！」

　得意げに、笑ってみせた。

　それは、馳郎も知っていた、幼い頃ころの彼の笑え顔がおだった。

　同じように遊び、同じように悪戯いたずらを繰り返していた頃の表情であった。

「……分かった」

　馳郎が、身を翻ひるがえす。

　決めてしまえば、少年の行動は早い。目的を定め、はじまりも確かく認にんした以上、その足が止まる道理はない。

「そうは──」

　少シヤオ影インが、妨ぼう害がいせんと動きかけ、

「──させてもらうさ！」

　ジンとウーもまた、同時に動いた。




　夫から離はなれ、首チヨー輪カーの少女の瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやいた。

　火か眼がん金きん睛せい。

　鬼仙の色をなして、高らかに口こう訣けつを唱えたのである。





「花か果か山ざん水すい簾れん洞どう美び猴こう王おうの血をもって、汝の兵器は始祖たる鬼宝に乞こい願ねがう！」

「──天に昇のぼりて三十三天、地に潜もぐりては十八層獄ごく」






　巨きよ棒ぼうが唸うなった。

　いいや、振ふり回される過程でぐんぐんと伸のび、そこらの電柱を連ね束ねたかのような巨棒と化したのだ。





「一万三千五百斤きん、天上天下もろともに砕くだけ！　如意金箍棒！」






　轟ごう音おんは、天へと吹ふき上がった。

　足あし下もとの川が波打ち、衝しよう撃げき波はが岩山の表面を洗う。

「……すごい」
















　と、囁いたのはウーの側だった。

　始祖鬼宝・如意金箍棒。斉チーテ天イアン大ダーシ聖エンの異名とともに恐おそれられる聖具を、少シヤオ影インの腕から伸びた巨大な鎌かまが受け止めきったのである。

「鬼宝もなしに、受けきるなんて」

「はは！　さすがに西シー王ワン母ムーの側近ってところかね!?」

　十分馳郎が遠ざかったのを確認して、ジンが跳ちよう躍やくした。

　戦いに都合のよさそうな、比ひ較かく的てき平べったく、広い足場の岩山を選ぶ。巨大な亀かめみたいなカタチをした舞ぶ台たいがちょうど二、三回跳躍したところに存在した。

「……糞クソ余計なことをしてくれましたね」

　苛いら立だたしげに、少シヤオ影インも同じ岩山に飛び移った。

　十数メートルの距きよ離りを置いたまま、対たい峙じする。

　ひりひりと焦こげ付くような臭においがした。

　殺意が、脳内で嗅きゆう覚かくに変へん換かんされているのだった。

　ぺろ、と舌なめずりして、ジンが愛妻を抱き寄せる。

「ウー！　ひさしぶりに、いいか!?」

「う、うん」

　恥ずかしげに、ウーがうなずく。

「……優やさしく、してね」

「ばあか！　乱暴にするさ！」

　すぐさま、ジンは少女を抱きしめた。

　少女の首筋に、顔を埋うずめたのだ。

「────っ」

　少シヤオ影インが、眉まゆを寄せる。

　ウーの首チヨー輪カーに絡からまるようにして、血がこぼれた。

　しとどに口元を朱あかく濡らして、灰岡ジンは顔をあげたのである。

　その身体からだから発散される凄すさまじい氣チイに、困こん惑わくしていた少シヤオ影インが息を吞のんだ。

「そうか、あなたは鬼き仙せんから……」

「あははは！　ハセ公から聞かなかったのか!?　俺の変へん生じよう属性は、吸きゆう血けつ鬼きの血を吸う吸血鬼らしくてさ！」

　狂笑して、ジンは地面を蹴けった。

　居合いざまに、抜ぬき放たれるは特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じん。乱らん舞ぶした刃やいばは刹せつ那なに十七を数えた。

　そのすべてが、人間の胴どう程度はたやすく両断するほどの斬ざん撃げき。少シヤオ影インの鎧よろいから繰り出された無数の蔦つたが、次々と切断される。

　ウーから血を吸ったことが、爆ばく発はつ的てきに若者の能力を高めていた。

　鬼仙の肉体能力を得る、変生属性。

〈おに〉としての位が低いため、吸収できる鬼仙は相あい性しようが良い相手のみ、また吸収できる能力も肉体的なものに限られるが、こと対鬼仙と考えればこれほどうってつけの能力も他ほかにあるまい。

「〈ツール〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３改──〈ソード〉』

　機械音声が、ジンの命令に応こたえた。

　たちまちコートから、五本の隠かくし腕が生えた。

　ジン自体の凄せい絶ぜつな反応速度もあいまって、たちまち刃の嵐あらしは少シヤオ影インを追い込む。

「ハハ！　どうしたどうした！　そのトロさじゃあくびがでるぜ！　とっとと首をかっきっちまうぞ！」

「なら、首をやりましょう」

　少シヤオ影インは、迷わず前に出た。

　まるで、刃に身体を差し出すかのように。

「!?」

　疑念を抱かかえつつ、しかし刃は奔はしった。

　半身になりつつ繰り出した刃は、前にでた少シヤオ影インの首と右みぎ腕うでを捉とらえ、鮮あざやかなまでに断たち切る。

　なのに、鎧ごと両断したはずの傷が、そのまますうと溶とけ消えたのだ。

（消え──!?）

　思った瞬しゆん間かん、その傷から蔦が噴ふき出した。

　すんでで致ち命めい傷しようを避さけつつも、ジンの脇わき腹ばらを蔦の槍やりが掠かすめた。〈ツール〉の防刃機能を紙のごとく破り、血ち飛沫しぶきを散らす。

　宙返りざまに距離をとったジンが、自らの傷を押さえた。

「ジン！」

　飛び出しかけたウーを、片手をあげて制止する。

「おいおい。なんだよそら！　プラナリアかてめえ！」

「下等生物にたとえるなら逆でしょう？　鬼仙の身体に、糞虫の下等な刃が触ふれれば、これは天てん罰ばつというものです」

　ふてぶてしく言って、少シヤオ影インが首を撫なでた。

　噴ふん出しゆつした蔦ははらはらと枯かれて、かさぶたのようにその肌はだを覆おおっていた。

「ハセ公と会ったとき、変な種を身体に埋め込んでたよな……」

「ほう。それも見てましたか。この国では出で歯ば亀かめとかいうのではありませんでしたか？」

「言ってろ。……ああ、なるほどな！　そのおかしな鎧はおまけで、種にはドーピングの意味もあったわけか！　いくらなんでも首を斬きって死なないってのはやりすぎだろお前！」

　ジンの観察眼は、少シヤオ影インの不死身の秘密が回復能力だと見切った。

　もとより、少シヤオ影インは鬼仙でも特別な回復能力を保持していた。今の種はその能力を爆発的に高め、斬りつけた端はしから回復するほどの『力』に変えていたのである。

「だけど、その回復能力、ちっと危あやういんじゃねえか!?」

「……なぜ？」

「俺が断ち切っただけで変な蔦が生えたのは、過か剰じようすぎる回復能力の結果じゃねえのか!?　反はん撃げきに逆用してるようだけど、一体いつまできちんと制せい御ぎよしてられる!?　回復能力が暴走しきったあげくは、お前、自分自身ですらいられなくなるんじゃねえのか!?　いや、そもそもその回復能力が制御できるのは一体どれぐらいの時間だ!?」

「…………」

　少シヤオ影インは答えなかった。

　この場合、沈ちん黙もくは肯こう定ていの意味でしかない。西シー王ワン母ムーが滅ほろびを許すと言ったのは、まさにその理由からだった。

　今の少シヤオ影インは不死身。

　しかし、その不死身は、この夜明けまでの制限時間つき。

　それを過ぎてしまえば、過剰な再生力を施ほどこした身体は滅びゆくのみ。

　ふわ、と少シヤオ影インは笑った。

「我が身は、ただ西シー王ワン母ムー様のためにのみ」

　ぱちんと、指が鳴った。

　その指の間に挟はさまれた小さな実が、弾はじけた音だった。

　鳳ほう仙せん花かか何かの一種だったか。無数の種が弾け飛び、マシンガンのようにジンの身体へ襲おそいかかったのである。

「うおお!?」

　血飛沫が舞まう。

〈ツール〉の防ぼう弾だん機能を以もつてしても守りきれぬほどの鋭するどい種が、いくつかジンの表皮を切り裂さいた。

　それでも、距離をおくよりジンは前へ出た。

　刃では再生されるのみ。

　ならば、

「〈ツール〉！」

『要リク請エス起ト・動ブート。攻性プログラム０４改──〈ライトニング〉』

　馳郎が選んだのと同じ、電でん撃げき。

　いかに再生能力があれど、一時的な筋肉の麻ま痺ひは完全には抑おさえ切れぬと見たのだ。仕マニ掛ピユけレー腕タが触れた瞬間、少シヤオ影インの口と眼がん孔こうから紫し電でんが迸ほとばしり、焦げた臭いとともにたちまち再生していく。

　その間かん隙げきをついて、ウーが飛び出したのである。

　素す早ばやく印形を切り、口こう訣けつを囁ささやいた周囲で、霧きりが動いた。





「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏指の狭はざ間まを超こえん。──恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那な由ゆ他たの白はく霧むを統すべよ、筋きん斗と雲うん！」






　もともとの崑こん崙ろん山さんの霧を圧して、さらに濃こい霧が少シヤオ影インの身体を覆う。

　始し祖そ鬼き宝ほう・筋斗雲。

　如によ意い棒ぼうと並ぶ、斉チーテ天イアン大ダーシ聖エンのもうひとつの相棒。かの鬼宝は形なき霧でありながら、その内側に包み込んだものを拘こう束そくする檻おりともなりえるのであった。

「捕つかまえたよ」

　ほっ、と安心したようにウーが言う。

「いいえ」

　と、返事があった。

　ジンとウーが、ともに目を剝むいた。

　ぼた、ぼた、ぼた、と足場の岩山に赤黒い何かが落ちたのだ。

　腕だった。

　足だった。

　首だった。

　筋斗雲に覆われる寸前、自らの身体を切り刻み、拘こう束そく範はん囲いから脱だつ出しゆつしていたと誰だれが思おう。バラバラになっていた身体のパーツは自ら寄り集まり、足りない部分はたちまち再生し、逆再生した動画のように少シヤオ影インの身体は元通りとなった。

　ふたりが介かい入にゆうするひまもないほどの、数すう瞬しゆんのことであった。

「……大した化け物だな、あんた！」

　感心したように、ジンが言う。

　対して、

「私の身が滅びようと、西シー王ワン母ムー様の悲願は覆くつがえさせません」

　至し極ごく当然とばかりに、少シヤオ影インは口にしたのであった。




　　　　＊




　──同じ頃ころ、

「おいおい。なんだ、こりゃ」

　と、隼人は呻うめいていた。

　蓮リヤン花フアの言葉に乗って、数分足らずで三つ角の〈おに〉は中央部へと辿たどり着いていた。もはや完全に崑こん崙ろん山さんに乗っ取られた中央部は、ただひたすらに巨きよ大だいな岩山が隆りゆう起きしている場でもあった。

　その頂点で、突とつ然ぜん現れたのは巨大な壁かべだったのだ。

　無論、普ふ通つうの壁ではない。

　炎ほのおと氷と砂さ塵じんとが入り交じり、竜たつ巻まきのごとく内側を覆い隠した──けして敵対者を内側には通さないという、厳とした意志の感じられる結界であった。

「ち、また面めん倒どうな」

　ほとんど条件反射的に、青年の手が風を掌しよう握あくしようとする。

　途と端たん、がくりと力が抜ぬけた。

　空中での姿勢制御がぐらつき、あやうく墜つい落らくしかける寸前で立て直した。

「……くっそ……」

　思わず、悪態が口をついてでる。

　理由は、単純だった。

　この結界が、周囲の氣チイを凄すさまじい勢いで吸い上げているのだ。もちろん西中華街全体──いや、もはや黄こう坂さか市全体にその効果は及およんでいるのだが、この結界の周囲は遥かに巨大な吸収量だった。

　常人に数十倍する氣チイを内包した、三つ角の〈おに〉を衰すい弱じやくさせるほどに。

　ナタを派は遣けんした後、鬼き仙せんの影が襲ってこなかったのも、この結界が原因だろう。ここまでの吸収量となれば、もはや〈おに〉も鬼仙も関係ない。まして、太たい極きよく図ずによって擬ぎ似じ的てきに形成されただけの鬼仙の影など、氣チイを吸われただけでのきなみ消しよう滅めつするしかあるまい。

　逆に言えば、無数の鬼仙の影などより、この結界ひとつの方を西シー王ワン母ムーは信しん頼らいしてるということだった。

「ふざけてろ……！」

　ぶち、と何かがちぎれる音がして、隼人の顎あごを血が滴したたった。

　唇くちびるを嚙かみちぎったのであった。

　痛みで意識を奮い立たせ、青年の額が再び半はん透とう明めいの三本角を生やす。

「だったら、そのくだらない檻ごとぶっ壊こわしてやればいいんだろうが……！」

　両手を前へと伸のばす。

　その中間に途と轍てつもない勢いで、風が集まり始めた。

　半はん端ぱな破は壊かい力で突とつ破ぱできない結界だというのは、嫌いやでも分かる。だから、隼人は自らの行使できる最大術式を選んでいた。

　集約するは、単なる空気にあらず。

　空気中で最も重い元素キセノン。

　ラテン語で「奇き妙みような」という語原を持つキセノンドリル──荒あら魂だま穿うがちをもって、一気に結界を破壊するつもりであり、しかしその元素を集めている半ばで、がくりと青年の身体からだが前へのめったのだ。

（くそったれ、が……）

　薄うすらぐ意識で、青年は失敗を確信した。

　ここまでの連戦に続き、結界による氣チイの簒さん奪だつが、彼の限界を超こえたのだ。ナタが現れる直前に使った二十三式・禍わざわい嚙かみの影えい響きようも大きかった。もともと荒魂穿ちは変則的な術式だ。一いつ瞬しゆんでも集中が途と切ぎれれば、集めたキセノンはたちまち放出され、二度と集めることはかなうまい。

　だが。

　手のひらに圧縮したキセノンが逃にげていかないのを、その数秒後隼人は認にん識しきした。

　ありえない結果に目を見張ったとき、

「兄さん！」

　と、声がかかったのだ。

　誰の声かなど、考えるまでもなかった。

「北ほく斗と……！」

　隼人が、絶句する。

　斜ななめ下方──結界からやや離はなれた岩山の陰かげから、男装の少女が姿を現したのであった。

　空うつほ北斗。

　かつて、自らが虐しいたげた妹が。

「先に、地下道を使って来てたんだ。リコに言われて、馳郎さんをサポートするために」

　学がく生せい帽ぼうの下から、半透明の双そう角かくが盛り上がっていた。

　自分が手放したキセノンを、彼女が保持したのだと、それだけで隼人にも分かった。

「僕には壊せなかったけど、兄さんはその結界を壊せるんだろう？」

「っ……」

　呻きが、漏もれた。

　自分と妹とが、まともに言葉を交かわした事など数えるほどしかない。

　それでも、今の妹の操あやつる風だけで、互たがいの思考は手に取るように伝わった。隼人が集めたキセノンを制せい御ぎよするなど、そうでなくてはできようはずもない。

（ああ……）

　半日前、三つ角の三人で組んで、西シー王ワン母ムーを襲ったときにも感じたことだった。

〈おに〉の力は補い合う種類のものだ。

　もちろん、異能である以上、強大なる『個』は量を上回る。

　それこそ科学と違ちがい、異能が現代に適応できない理由でもあった。

　だが、その上で〈おに〉の変へん生じよう属性には欠けた部分を補い合う性質が強かったのだ。日本という国土の中でずっと身を潜ひそめ、少しずつ仲間を増やし、一族だけでひっそりと生きてきた〈おに〉の血筋ゆえでもあったろう。

　互いに守り合うことこそが、血の宿命でもあった。

「上等だ……っ」

　と、隼人は呟つぶやいた。

　先に倍する勢いで、キセノンを大気から収集する。

　圧縮と同時にモーメントへねじれをくわえ、最初はゆっくりとした回転から、やがて一秒に数千回転というレベルまで加速させる。十分な加速を得て、自らの内側に高まった氣チイを限界まで上乗せする。結界の強度が未知数な以上、一いつ切さいの手加減は許されなかった。

　ぎりぎりと弓を張りつめるように吐と息いきも意識もとどめ、その限界の限界で、

「空うつほの二十五式改──荒魂穿ち！」

　術式を、解き放つ。

　荒あれ狂くるうキセノンドリルと結界とが、激げき突とつする。

　炎と氷と砂塵とが、キセノン元素へと牙きばを剝いた。結界はドリルに反発してその威い力りよくを減じんと防ぼう壁へきを厚くさせ、キセノンドリルはなおさら一点に威力を集約する。

　ぶちぶち、と自分の中で何かがちぎれる音が聞こえた。

　唇の端はしから、白い泡あわが吹ふき出た。

　意識どころか、脳のう細さい胞ぼうが焼き尽つくされそうだった。

　三つ角の隼人ですら、かつて経験したことのないほどの氣チイの消しよう耗もうであった。神経の一本ずつに焼けた鉄てつ串ぐしを刺さされるような痛みが走り、内臓がのきなみ裏返るかのようだった。氣チイが人間の生命力の根源だとすれば、今隼人が奪うばわれているのは寿じゆ命みようそのものなのであった。

　──不意に、ほんのわずかだけ痛みが軽くなった。

　キセノンドリルを押す、さらなる風を隼人は感じた。

「兄さん！」

　北斗が、叫さけんだ。

　双角が、自らの氣チイを燃やしている。隼人のキセノンドリルを、妹の操る風が押し込もうとしているのだった。

「これぐらいで、兄さんがどうにかなるはずないだろう！」

　まるで、背中を叩たたくような叱しつ咤た。

　これまで自分に課してきた嗜し虐ぎやく行こう為いを、今こそ少しでも濯すすげと言わんばかりの、傲ごう慢まんな物言いであった。

　なのに、

「好き勝手……言いやがって……」

　自然と、唇はほころんでしまった。

　激痛も苦痛も遠く、ただ自らの術式に意識を集中した。

（……こんなことで）

　こんなことで、許されるとは思っていない。

　こんなことで、許されようとも思っていない。

　しかし、この妹の前で、全力も出し切れぬ姿だけは見せられないと思った。

　風を、摑つかむ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　周囲数百メートルの空気分子を残らず掌握。そのひとつひとつに自らの意志を叩き込む。繊せん細さいさと力任せを両立させ、空隼人が吼ほえ猛たける。

　応じて、キセノンドリルが進しん撃げきした。

　結界が、軋きしみをあげる。

　炎を蹴け散ちらし、氷を砕くだき、砂塵を攪かく拌はんして、なおも突つき進む。

「ぶっ……壊れろおおおおおっ！」

　雄お叫たけびは、そのまま術式の推進力となった。

　だが。

　押し切る寸前、今度は結界の向こう側から、異変が生じたのである。

　ぐい、と手が伸びて来たのだ。

　結界もキセノンドリルも最初から無いもののごとく、向こう側から飛来した美しい人ひと影かげだと、隼人だけが知った。

「──ぐぁ──！」

「兄さん!?」

　北斗が、目を剝むく。

　咄とつ嗟さに繰くり出した風の刃やいばが、残らず片手で叩き落とされた。

　若者の喉のどをつかみあげたまま、

「あら残念」

　と、女王は告げたのだ。

　万力のごとく隼人の首元を握にぎりしめたまま、西シー王ワン母ムーは地じ獄ごくのように優やさしい笑えみを浮うかべていた。

「大将だからって、陣じん屋やにこもりきりとは限らないでしょう？」




　　　　２




　岩山の間を飛び回りながら、馳郎はかすかに眉まゆをひそめた。

　びりびりと、肌はだに伝わる圧力に変化が生じていた。

（動いた……？）

　だとすれば、西シー王ワン母ムーだろうか。

　同時に、もうひとつの圧力──氣チイにも異変が生じていた。

（こっちは……蓮リヤン花フアか？）

　理由は分からない。

　ただ、感覚に淡あわい香かおりのような、その相手を想起させる何かが伴ともなっていた。

　いつも凛とした、どんな障害でも正面から打ち砕く事を誇ほこりとしているような、あの少女の面おも影かげがなぜか脳のう裏りに明めい滅めつした。

　真ま冬ふゆの言っていた通り、少年の超ちよう感覚は自らの血けつ縁えんを追つい跡せきしているらしかった。

　不意に、その視線が川へと落ちた。

「っ──！」

　息を止める。

　突とつ然ぜん、川の内側から、ざあと水が巻き上がったのだ。

　鬼き仙せんの影かと思って身構えた馳郎が、その正体に目を見張った。

「お前ら……！」




　　　　＊




　少シヤオ影インとジンの戦いは、膠こう着ちやくしていた。

　半ばは少シヤオ影インの思い通りであり、半ばはジンの思い通りといえた。

　なぜなら、少シヤオ影インの目的は時間稼かせぎであり、ジンの目的は馳郎を先行させることだったからだ。戦力の足止めという意味では少シヤオ影インは成功しつつ、しかし焦しよう眉びの急きゆうといえた馳郎をとどめることはかなわなかった。

　だから、ひどく不ふ機き嫌げんそうに少シヤオ影インはジンを睨にらみつけていたのである。

「はは！　ホント埒らちがあかねえのな！　斬きっても斬っても死なないんじゃさ！」

　使い物にならなくなったカタナを捨て、ジンが新たな刃を取り出す。

　すでに、これも三回目だった。鋼鉄を斬ってすら刃こぼれしないはずの特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんが、この鬼仙を何度か切り裂さくだけで、あっさりと刃筋に歪ゆがみを生じさせたのである。

「……ならば、埒をあけましょう」

　対する少シヤオ影インは、足あし下もとの岩山に小さな種をばらまいた。

　途と端たん。

　一気に、緑の根が繁はん茂もした。

　何年ものフィルムを数秒で早送りしたかのように、その色はたちまち岩山どころか周囲の川さえも埋うめ尽くしていった。ほとんど植生もされてない岩山の群れが緑の一色に染まり、そこから無数の緑の槍やりが、ジンに向かって飛び出したのだ。

「うおおっ!?」

　五本の仕マニ掛ピユけレー腕タも動員し、次々に切り裂き、避さけていくが、ここまでの量となれば物理的な限界があった。

　次々にコートを貫つらぬかれ、赤い血が若者の身体からだを覆おおう。

「なんだ、こりゃ！」

　ウーの血を吸ったことによる再生も、これほどの速度では間に合わぬ。

　ある意味で、西シー王ワン母ムーにすら匹ひつ敵てきする、『領域』の支配力。

　無論、代だい償しようがないはずはない。

　今、この場で少シヤオ影インが繰り出しているのは、本来数百年、数千年と生きられるはずの鬼仙の──致ち命めい的てきな何かを削けずりながら、起こしている現象だ。

「ジン！」

　それが分かるからこそ、ウーは全力で鬼き宝ほうを行使した。





「その一飛びたるや十万と八千里。須しゆ臾ゆにて仏指の狭はざ間まを超こえん！」






　首チヨー輪カーの少女のまわりに、霧きりが生じた。

　圧あつ倒とう的てきに濃こい霧が、亀かめのごとき岩山に浸しん潤じゆんし、植物の一本一本に絡からみつく。





「恒こう河が沙しやの雲うん霞かを制し、那な由ゆ他たの白はく霧むをあまねく征せよ、筋きん斗と雲うん！」






　かつて、馳郎が繰り出した〈神の杖つえ〉さえ食い止めた、筋斗雲の最大顕けん現げん。

　その『力』が少シヤオ影インが操あやつる無む尽じん蔵ぞうの植物を、強ごう引いんに押さえつけたのである。規模も『力』の相あい性しようも考えない、ただただひたすらな力ちから業わざであった。

　見えない巨きよ人じんが手の平で世界を押さえつけたような景色の中、ウーが肩かたで息をする。

「……ジン、ごめん」

　小さく、呟つぶやいた。

「……あたし、ちょっと限界かも」

　無理もない。

　ナタの不死属性によって鬼仙としての能力を奪われた彼女が、車くるま椅い子すから解放されたのはせいぜい半月前ほどのことだった。それが始祖鬼宝を行使するだけでも驚きよう愕がくなのに、最大顕現まで至ればもはや枯こ渇かつしない方が不思議だ。

「分かった！　休んでろよ！」

　ぽんとその頭を叩たたいて、ジンが前へ出た。

　首チヨー輪カーの少女はぺたんとしゃがみ込む。

　すっかり緑に侵しん食しよくされた舞ぶ台たいへ佇たたずみ、若者は口を開いた。

「……さっき、西シー王ワン母ムーの悲願を覆くつがえさせないとか言ったよな」

「ええ」

　少シヤオ影インはうなずいた。

　こちらは疲ひ労ろうの影さえ見せない。おそらく馳郎と戦う前に埋め込んだ『種』──今も半身を覆っている緑の鎧よろいによるものだろう。疲労の代わりにもっと根源的な何かを削っているのだ。

「このちっぽけな街をてめえの根城と取り替かえっこして、それがお前の王様の望みだってわけか！　仕掛けは派手だがずいぶんしみったれてるじゃねえか！　それに、てめえはあの蓮リヤン花フアとかいう鬼仙にもずいぶん肩入れしてなかったっけか？」

「腐くされお嬢じよう様さまには申し訳ありませんが、我が君への忠誠にはかえられません」

「は、厄やつ介かいな忠誠だな！」

　鼻で笑うジンに、少シヤオ影インは軽く俯うつむいた。

「それに、我らの望みは──そうですね、あなたがたの言葉なら死に場所を探しているだけです」

「あん!?　だったら、このちっぽけな山で勝手にくたばればいいだろ！」

「そうですね。そういう一派もおります。ですが、西シー王ワン母ムー様は違ちがう。最後は滅ほろびるしかないとしても、その滅び方だけは選ぶべきだと、あの方は仰おつしやるのですよ。──全員が滅びを納なつ得とくするだけの、それだけの時間を稼ぐのだ、と」

「…………」

　不気味に、ジンは沈ちん黙もくした。

　しばらくしてから、

「……気にくわねえな！」

　と、高らかに口にした。

「全然まったく気にくわねえよ、てめえら！　こんだけのことができるくせに、人を殺すだけの気き概がいも残ってるくせに、要は歯医者が怖こわいからってママに泣きついて時間稼ぎしてるだけかよ、くだらねえ！」

「あなたのような糞クソ虫に理解していただこうとは思ってませんが、せめて言い方には気を遣つかったらいかがです？」

「は、知るか！」

　少シヤオ影インの言葉を、肩をそびやかして一いつ蹴しゆうする。

「ちっとばっか気分が変わった！　夜明けまではいらねえ。てめえはここで滅ぼしてやるよ！」

「……私を？」

「おおさ！」

　眉を顰ひそめた少シヤオ影インに対して、ジンはただ自らのコートへ告げた。

「〈ツール〉、待機してろ！」

『了りよう解かいしました。独立モードに移行します』

　すぐさま、命令コマンドを〈ツール〉は実行する。

　常にジンを守ってきた漆しつ黒こくのコートは自ら離はなれ、彼の隣となりでガチガチと音を立てて変形し、機械の黒くろ豹ひようのごとき姿となったのだ。

「これは」

　と、少シヤオ影インが呟いた。

「以前、〈カエアン〉でも似たものを見ましたよ。あちらは犬でしたが」

「犬よか豹の方が強くて有能に決まってるだろ！」

　大いに唇くちびるを歪めて、ジンが自じ慢まんする。

「で、これでどうする気です？」

「何もしねえ」

　訊きいた少シヤオ影インに、ジンはふふんと唇を歪めた。

「てめえには、ウーも〈ツール〉もいらねえ！　俺ひとりで十分だ！　ま、俺の役得ってことでウーの血だけは使わせてもらうがな！」

「なんですって」

「言ったそのままさ！」

　今のカタナを捨て、最後の一本を取り出す。

　しゅう、と呼吸を整える。

　独特のリズムに変じた呼吸とともに、若者が一段大きくなったかのように見えた。

「……人間が、だいたいの場合、どうして死ぬか知ってるか？」

　いつもの陽気な口調とは打って変わった、静かな声であった。

　言いながら、ゆっくりと腰こしを落とす。

　ありとあらゆるベクトルを、自分の中で飼い馴ならす。ウーから吸収した身体能力がたった一点に研とぎ澄すまされる。

「そんなことを知って、何の役に立つんで──」

　言いかけた少シヤオ影インも、口を閉とざした。




「……死ぬと思ったから、死ぬんだよ」




　居合いの構えだった。

　ぞく、と首筋に何かが走るのを少シヤオ影インは感じた。不死身であるはずの──その不死性を極限まで高めた今の自分にさえ通じる何かが、ジンの構えからは発散されていた。

　しん、と音が絶えた。

　氣チイを感じる鬼き仙せんにさえ、世界から一いつ切さいの脈動が消え失うせたように思われた。

「……いいでしょう」

　と、少シヤオ影インは呻うめくように囁ささやいた。

　その手が振ふられると、次の瞬しゆん間かん巨きよ大だいな緑の鎌かまが握にぎられていた。

「この国の言葉にすれば、死し鋏きようとでもなりますか。私が〈庭師〉などと名付けられた理由のひとつです。あなたが死を思わせてくれるというなら、ふさわしいでしょう。その思い上がりの底を、断たち切ってくれます」

「やってみろ」

　そのまま、時間をふたりは待った。

　ふたりの間で、世界が消えていくかにも思われた。

　異能でなくとも、魂たましいを直接鑢やすりにかけるかのような対たい峙じであった。一いつ瞬しゆんずつに互たがいの生と死が交こう錯さくし、ありとあらゆる可能性が削そぎ落とされていった。じりと足を動かす一センチごとに、何十という攻こう撃げきと防ぼう御ぎよのイマジネーションが生まれては消えていった。

　緑の繁はん茂もした川が、それでも岩山に波打って、雫しずくを飛ばした。

　それが地面に落ちるまでの、まさに刹せつ那な。

　ふたりは交差していた。

　ジンはカタナを抜ぬいていて、少シヤオ影インは鎌を振り下ろしていた。

　互いにしばらく動かなかった。

　数秒で、ジンの肩かた口ぐちが大きく裂さけた。噴ふん水すいのごとき血は頸けい動どう脈みやくを傷つけられたものか。

「ジン！」

　ウーが、若者の身体に駆かけつける。

　溺おぼれかけた子犬めいた必死さで、もがくがごとく若者を揺ゆさぶる。

「ジン！　しっかり！」

　それこそ、自らの命など投げ捨てると言わんばかりの、慟どう哭こくだった。

「……うるっせえよ……！」

　それが通じたか、はたして噴ふん出しゆつは停止したのだ。

　弱々しくあがったジンの手が自らの傷口を押さえ、瞳ひとみだけを背後にやった。

「見えたかよ、俺の思い上がりの底が」

「ええ……」

　と、少シヤオ影インはうなずいた。

「確かに見ました。……私の死も」

　少シヤオ影インが、心臓を押さえた。

　半身を覆おおっていた緑の鎧があっという間にひび割れ、茶色に朽くちていき──青年鬼仙の身体からだもどうと前のめりに倒たおれたのであった。




　　　　＊




　硬かたい音が鳴った。

　ナタの風ふう火か輪りんと、蓮リヤン花フアの剣けんが打ち合った音だった。

　すでに、ナタと蓮リヤン花フアは何度となく刃やいばを交かわしていた。

　風火輪によって空中を自在に駆けるナタに対して、そのたび蓮リヤン花フアは武器と足場をつくりあげる。

　始し祖そ鬼き宝ほう・盤ばん古こ幡はんの磁力によって、時に螺ら旋せん階段、時に架かけ橋、時に飛び移るための台座をつくりあげ、次々に移動しながらナタと渡わたり合っている。そのたび、足場としてつくりあげた階段や架け橋自体も、ナタへと襲おそいかかる無数の兵隊に変じた。

　少女の天てん真しん爛らん漫まんともいえる想像力と、始祖鬼宝とは相あい性しようがよいらしかった。

「しっかりなさいよ！」

　と、蓮リヤン花フアは叫さけんだ。

　ありったけの氣チイを注ぎ込み、始祖鬼宝を維い持じしながら、少女はただひたすらに訴うつたえる。





「陰いん陽よう、万ばん刃じん、一いつ切さい断たち切れ、乾けん坤こん圏けん」

「根源の渦うずよ、混こん沌とんの始まりよ！　四し極きよく、四し荒こう、四し海かいのことごとく汝なんじより生起せん！　その腕かいなもて万ばん物ぶつを抱ほう擁ようせよ、盤古幡！」






　ナタが放つは、一切を切り裂く射出鬼宝・乾坤圏。

　対する蓮リヤン花フアは、盤古幡をもって目の前に鉄の茨いばらをつくりあげた。

　がりがりがり、と乾坤圏がいくつも茨を断ち切り、半ばで動きを止める。

　そのまま、磁力で生成したばかりの三さん節せつ棍こんを取り出して、蓮リヤン花フアはさらに跳とぶ。じゃらんと弧こを描えがいた三節棍に対して、またナタが口こう訣けつを囁いた。





「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫べ、五ご火か神しん焰えん扇せん」






　手元に顕けん現げんした扇おうぎが、壮そう絶ぜつな炎ほのおを煽いだ。

　熱は磁性を弱める。

　盤古幡によってつくられた武器もその例外ではなく、その焰ほのおに触ふれられた先から崩くずれ落ちていった。

「こぅ」

　しかし、その炎にも怯ひるまず、少女がぐんと拳こぶしを振り上げる。

「ん、のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　炎を突つき抜け、全力を注ぎ込んだ正拳を、ナタの肩口に打ち込んだのだ。

　鬼仙でも特筆すべき少女の怪かい力りきを受けて、さしものナタも吹ふき飛んだ。

　岩山のひとつに激げき突とつしたナタを、さらに磁力で操作された鉄の鎖くさりが縛しばり上げる。一本一本の太さが、少女たちの腕ほどもある鎖だった。

「〈七鍵勅書〉の呪じゆ縛ばくが絶対だなんて知ってるわよ！　感情なんかでどうにもならないことは、嫌いやになるほど分かってるわよ！　だけど！　あんたは、あの馬ば鹿かが好きなんでしょうが！」

　本当に、心の底から叫んだ。

　新たに盤古幡による階段を生成しながら、蓮リヤン花フアが走る。

　ナタは無表情のまま、ちらりと鎖を見て呟つぶやいた。





「風火輪」






　足あし下もとから操作された風火輪が、たちまち鉄の鎖を砕くだき散らし、ナタの身体を解放する。

　かまわず、蓮リヤン花フアは仕掛けた。

　ナタと自分との間に広い足場をつくりあげる。

　あたかも花の開くごとく、一いつ瞬しゆんで武ぶ闘とう場めいた空間がつくりあげられる。

「しっかりなさいよ！　あの馬鹿を振り向かせるんでしょ！」

　今度は、四し肢しに金属の輪を纏まとわせていた。

　武器というわけではない。その金属輪を起点にして、磁力で自分自身の身体を加速させたのだ。結果として、数倍にも至った少女の速度はついにナタを上回り、その一いち撃げきを鬼仙兵器の身体へと食い込ませた。

　一撃ずつに、ありったけの思いを込める。

　残像さえつくらぬほどの圧あつ倒とう的てきな速度であったが、精せい妙みような操作も必要とされ、少女の氣チイと集中力が根こそぎ持って行かれた。

　もとより蓮リヤン花フアは始祖鬼宝を操あやつるには若すぎる。大地から供給される氣チイを始祖鬼宝に循じゆん環かんさせるなど、彼女には不可能だ。

　自分の持てる限りの氣チイを、ただ注ぎ込んでいる。

　いかに鬼仙といえども、いや氣チイに依い存そんする鬼仙だからこそ、これほどの氣チイを供給し続けるのは自じ滅めつ行こう為いといえた。

　それでも、少女は止まらない。

　ブレーキなど知らぬとばかりに、ありとあらゆる氣チイを注ぎ込みながら、ひたすらに手足を振るう。この一いつ瞬しゆん一瞬こそが自分の生しよう涯がいすべてなのだと、叫ぶように戦う。

「ナタ！」

　叫んだ。

　絶ぜつ叫きようも身体も叩たたきつけるようにして。

　嫉しつ妬とも恋こい心ごころもないまぜにして、ただただ全力をぶつけ続ける。それしかできないのだから、悩なやむことなど何ひとつない。

「ナタ！」

　まだ、叫ぶ。

　速度だけならナタよりも遥かに上。拳とともに氣チイを打ち込めば、鬼仙の回復力も十全には発揮されない。

　しかし、勢いだけで勝てるような相手ではなかった。





「蒼そう天てん断ち切り烈れつ日じつ灼やき落とせ、火か尖せん槍そう」






　少女の猛もう攻こうを化か勁けいで受け流しつつ、ナタが囁いたのだ。

　その手に現れたるは火尖槍。鬼仙兵器の武術を最も活いかしうる鬼宝。軽く柄えの部分をひっかけるようにして、梃て子こと勁の論理を応用しつつ、ナタの身体が蓮リヤン花フアの背後へと回り込む。直線の速さではなく、ねっとりと相手の動きを搦からめ捕るような速さであった。

　ざん、と音がした。

　蓮リヤン花フアの背中が断ち切られた音だった。

　深手ではなくても、傷口が灼やけた。

　闘とう志しは、断ち切られなかった。

「ナタァ！」

　三度、蓮リヤン花フアが吼ほえた。

　そこで、初めて。

「私……は……」

　かすかに、ナタの唇くちびるが震ふるえた。

　何かを伝えようとして、本当にわずかに、もどかしげな発音がなされただけ。

　それでも、武術の冴さえは寸すん毫ごうたりとも失われない。

　兵器の内心など関係ないとばかりに、ただ刻み込まれた武術だけが正確に機能しつづける。振ふり返った蓮リヤン花フアの攻撃をまたもくぐりぬけ、ほとんど地面と密着するほど沈しずみ込んだ身体は、見事なまでに沈ちん墜つい勁けいを活かして足下から火尖槍を放つ。

　火花が散った。

　涙なみだが流れた。

　ナタの──火か眼がん金きん睛せいの妖瞳から、こればかりは人間と変わらない、透とう明めいな雫しずくがつうとこぼれたのである。

　肩かた口ぐちを焼いた傷きず痕あとをかまいもせず、蓮リヤン花フアはその槍を摑んだ。

　じゅう、と焼け焦こげる音と、嫌な臭においがした。

　みるみる内に白い肌はだが水ぶくれを起こし、内側を露あらわにして、血を垂れ流す先から黒く焦げていく。無残極きわまりないその状じよう況きようで、一歩も怯まずに少女は目を見開いた。

「ふざけるな、ナタァ！」

　もう一度、叫ぶ。

　何度だってそうしようと思った。

　この憎にくらしい恋こい敵がたきの目を覚ませるならば、自分の命さえも惜おしくないと本気で蓮リヤン花フアは思っていた。

（ああ、そうか）

　やっと分かった。

　思っていたよりも、遥かに自分はわがままなのだ。

　たとえ五体がちぎれようが、この魂たましいが砕けようが、不服な結果を不服なまま受け容いれるなんてまっぴらなのだ。少シヤオ影インが愚ぐ痴ちっていたのも無理はない。自分の本質はなるほどどうしようもなく強ごう欲よくなのだと、初めて少女は気づいた。

　そして、微び笑しようしてしまうほどに、そんな自分も愛いとしかった。

　こんな自分のままであることは、世界を征せい服ふくするにも等しい大おお事ごとだと、真しん剣けんに思った。

「あたしを見ろ！　いくらだって灼いてみろ！　こんな火傷やけどなんて、ちっとも痛くないんだから！」

　今も、火尖槍の炎は少女の手の平を──いいや、その二の腕までも焼いている。

　それでもなお、蓮リヤン花フアはかまわなかった。痛みなど大したことはないと、神経の一本ずつをこそぎとられるような苦痛の中、本気で思った。

（──なんだ、こんなの。我が慢まんすれば我慢できるじゃない！）

　無む茶ちや苦く茶ちやなことを考えて、蓮リヤン花フアは微笑する。

　たとえ瘦やせ我慢であっても、いくらだって続けてやろうと思った。

（我慢しても我慢しても我慢できないのが、あいつのバカさ加減だったじゃないか！）

　そうだ。

　理解できないし、したくもない。

　そんな相手をただ見ているより、ちょっと痛い方がよっぽどマシだ！

（あんたも、それに付き合ってきたんじゃないか！）

　少女が、唸うなる。

　痛みも何も忘れて、獣けもののように唸る。

　たったひとりの同志に、何かを伝えようとして、必死に氣チイを練り上げる。太たい極きよく図ずによって母に掌しよう握あくされた大地から、ほんのわずかでも氣チイを掠かすめ取ろうと奥歯を嚙かみしめる。

　ずぶ、と音をたてて、火尖槍を肩口から引き抜ぬく。

「戻もどってこい！　ナタ！」

　傷だらけの手を、振り上げた。





「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ・蓮リヤン花フアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず」






　黒玉のイヤリングをつまんだ指先に、鬼き宝ほうが顕現する。岩山の石材やコンクリートをめくりあげ、残らず吸収してひとつのカタチを形成する。

　彗すい星せい錘すい。

　始祖鬼宝である盤ばん古こ幡はんに比べれば、その『力』は大きく劣おとっている。

　それでも蓮リヤン花フアが絶対の信しん頼らいを置く鬼宝。

　できあがった超ちよう重じゆう物体は、いつもとは違ちがう形状をしていた。いびつに一部が尖とがったカタチはもはや球とは言い難がたい。凄すさまじく巨きよ大だいな戦せん槌ついだった。




「彗星錘、変化の三──黒曜戦槌」




　その戦槌をぐうんと振り回して、少女が叫さけぶ。

「動くな！　ナタ！　あたしを信じろ！」

　その声が。

「…………っ！」

　一瞬だけ、最終兵器を止めた。

　修練した武術にも幾いく多たの鬼宝にも、少女の真っ直すぐすぎる攻こう撃げきを回かい避ひする手段はあったろうに、そのすべてを使うことを忘れて、ナタは蓮リヤン花フアの瞳ひとみに釘くぎ付づけとなった。

〈七鍵勅書〉による絶対の命令さえも、その刹せつ那なのみ奪うばわれた。





「──黒こく曜よう喰くらいて抉り穿て、彗星錘！」






　彗星錘が、ナタの身体からだを捉とらえた。

　そう思われた。

　かえってくるはずの手て応ごたえがまるでないことに、蓮リヤン花フアが目を見張った。

「危ないこと」

　その声と、戦槌の表面に優やさしく重ねられた白い手に、心臓が握にぎられたかと思った。

　ぐるり、と天地が回る。

　投げられたのだという意識とともに、自らが盤古幡でつくった金属の舞ぶ台たいに身体を打ち付けられる。

「……か、はっ！」

　空気が、無む理り矢や理りに肺から押し出された。

　脳も内臓も揺ゆさぶる衝しよう撃げきの中で、仰あお向むけのまま蓮リヤン花フアはその相手を見た。

「な、んで……」

　見み間ま違ちがえるはずもない。

　貴き妃ひ服を纏まとう、美しき女王の姿。

　生まれたときからともにあった、自分の家族。

「お母、様……」




　　　　３




「本当に、危なかったわね」

　と、女王は口にした。

　隣となりで立ち尽つくしているナタの頰ほおに優しく触ふれて、自らの娘へ視線を落とす。

「盤古幡の磁場で、〈七鍵勅書〉の場所をナタの身体の内側で特定して、直接壊こわそうとしたの？　あまり常識的な発想じゃないわよそれ」

　西シー王ワン母ムーが持っていた端たん末まつと対ついになる、ナタの身体に埋うめ込まれていた〈七鍵勅書〉の本体。

　しかし、その鬼宝は常に少女の身体の中を動いている。迂う闊かつに取り除こうとして失敗すれば、いかにナタが鬼仙兵器でも滅ほろびるしかなく、これまで誰だれもが手を出しあぐねていた部分であった。

　蓮リヤン花フアの戦槌は、ナタ自身さえ知らなかったごくごく小さなその本体の部位を見切り、粉ふん砕さいしかけていたのである。

　小さく、西シー王ワン母ムーはため息をついた。

「本当に、その子の封ふう印いんを解くところだったわ。ええ、自分じゃ気づいてないかもしれないけれど、あなたは少し才能に溢あふれすぎてるのよ？」

「誤ご魔ま化かさないで」

　ぴしゃり、と蓮リヤン花フアが言った。

　ゆっくりと、立ち上がる。

　西シー王ワン母ムーの投げは内臓まで深刻なダメージを与あたえていた。鬼仙の再生力も、同じ鬼仙による攻撃には十全とは働かない。

　それでも一いつ切さいの弱音は放ほう棄きする。

「隼人は、どうしたの？」

「ああ、あの兄きよう妹だいなら、今いま頃ごろ仲良く川にでも浮うかんでるんじゃない？　面めん倒どうだからとどめは刺ささずにおいたけれど」

　艶えん然ぜんと笑って、西シー王ワン母ムーは目を細めた。

　静かに、問いかける。

「下界は、楽しいところだと思った？」

「楽しい？」

「そうよ。私に抗あらがってでも、守らなければならないとか思ったの？　そんなにも初めて見る下界はきらびやかだった？　それとも、鬼仙による氣チイの収しゆう奪だつがそんなにも醜みにくく思えた？」

「…………」

　蓮リヤン花フアが沈ちん黙もくした。

「世界は収奪によって成り立っているわ」

　と、女王は続けた。

「どんな美しい楽園も、どんな醜い地じ獄ごくも変わらない。世界ははじめからそうできあがっているの。〈おに〉も鬼仙も人間も含ふくめての話よ」

　例外などない、と西シー王ワン母ムーは言う。

　どのように見えたとしても、その内実は同一なのだと。

　ほんの少し黙だまり、息を整えてから、蓮リヤン花フアは口を開いた。

「下界では、平和は戦争の準備期間……というそうよ」

「あら？　もののよく分かった人のいることね」

　娘の言葉に、母はにっこりと笑った。

　表情だけを切り取れば、優しい母親が優ゆう秀しゆうな子供のテストの点数を聞いているかのようだった。

「あたしも、その通りだと思う。確かに山は狭せま苦くるしかったけれど、本質は山も下界も変わらないわ。鬼仙が大地から氣チイを収奪するのと、人間が資源を浪ろう費ひするのに大した違いなんてない」

「ええ」

「でもね。お母様はやっぱり間ま違ちがえてる」

　その言葉に、ぴくりと女王の眉まゆがあがった。

「別に、あたしはこの世界を守りたいわけじゃないわ。……下界じゃなくて、ここだから守りたいのよ」

「あの、馳郎とかいう人間？」

　言われて、かあっと少女の頰が赤くなった。

　こんなときでも顔が火ほ照てるのだと、ほんの少し蓮リヤン花フアはおかしくなった。

「そうよ。文句ある？」

「なら、仕方ないわね。恋こい心ごころは国だって傾かたむけるもの」

　女王が一度目をつむった。

　もう一度開いたとき、母娘おやこの情も切り捨てたようだった。

「ナタ。この子を……」

　指示を出そうとして。

　突とつ然ぜん、女王は猛もう然ぜんと振ふり返った。

「ナタ……？」

　西シー王ワン母ムーのすぐそばで、ナタは自らの身体を抱だき、小刻みに震ふるえていた。

　さきほどの蓮リヤン花フアとの一戦で、何かしら異常を来きたしたのかと考え、それがすぐに真実と異なることを西シー王ワン母ムーは察した。

「──こんなことを、考えたことはないか？」

　と、虚こ空くうから新たな声がかかったのだ。

　ぐにゃり、と空間が歪ゆがんだ。

　光も臭においも、いや氣チイすらも閉じこめる、奇き怪かいな生物に包まれていたらしかった。

「お前の〈七鍵勅書〉と私の変へん生じよう属性。同時に相手の精神を支配しようとしたなら、どちらが強力か、とな」

　震えるナタの身体さえ忘れて、西シー王ワン母ムーはその相手を見やった。

　盤古幡でつくられた金属の舞台に、かつんと白はく杖じようが鳴る。

　時に幻まぼろしを見せ、時に敵対者の精神を支配する──蜃しん気き楼ろうを吐はく妖よう怪かい・蜃しんに端たんを発はつする変生属性の〈おに〉。

「月白弦摩……！」

　女王が、息を止めた。

　生存すら厳しいと思われた男が、この場にいること自体驚きよう愕がくにあまりある。

　だが、その姿の無残たるや。失われた片かた腕うでと片足に、喉のど元もとから爛ただれた火傷やけどはいまだにじゅくじゅくと膿うみを垂れ流している。かろうじて白杖によって体勢を保っているものの、一度倒たおれればそのまま二度と起き上がれないのではあるまいか。

「どうして、ここに……？」

「この戦いは、もともと私が引き継ついだものだ」

　始めた、とは言わなかった。

　彼もまた、古い戦いを引き継いだ者なのだ。

　その過程で友が死に、娘むすめが死に、彼とわずかな血けつ縁えんばかりが生き残った。その無念を、その悲ひ哀あいを、どうして晴らさずにいられるだろう。怨おん念ねんの連れん鎖さが彼に始まったものでなくても、すでに彼の芯しんにまで染しみこんだ生き甲斐がいには違ちがいなかった。

「ならば、最後の一ひと滴しずくまで命を使わなくてどうする？」

　決意を滲にじませ、傷だらけの男は告げた。

　一いつ瞬しゆんそれに気を吞のまれ、西シー王ワン母ムーはすぐさま、ぎゅ、と拳こぶしを握りしめた。ナタが動けぬのであれば、三つ角のひとりごとき自分で決着をつけてしまえばよい。

「動かないでください」

　しかし、そんな女王の周囲を、クラゲめいた奇怪な生物が取り囲んでいた。

「青あお朽くち葉ばの十七式──〈爆はぜ月つき〉」

　先ほどの弦げん摩まと同じ生物に包まれていたのか、同様に突然現れたのはひどく顔色の悪い青年だった。

「触れない方が……いいですよ……。自じ爆ばくするように……つくってます……。いくら……あなたでも……それなりのダメージは……免まぬがれないかと……」

　青あお朽くち葉ば晃こう。

　このふたりは、おそらく青朽葉の変生属性でつくりあげたのだろう擬ぎ態たい可能な生物をともない、ひそやかにここまで進んでいたのであった。鬼き仙せんの影かげとの闘とう争そうを避さけたのは、ふたりの深手を考えれば当然だろう。西シー王ワン母ムーに一いつ矢し報むくいる瞬しゆん間かんを信じて、ここまでやってきたに違いない。

「私たちは、確かにその鬼仙兵器に勝てなかった」

　弦摩が告げる。

　前回の邂かい逅こうの際は、ナタに幻げん惑わくをしかける余よ裕ゆうがなかった。

「だが、それなら逆も言えるかもしれない。その鬼仙兵器なら、お前を滅ぼせるんじゃないか？」

「あ、あ、ああ……」

　ナタが、呻うめいた。

　鬼仙兵器の抱かかえていた九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうが、徐じよ々じよに持ち上がっていく。

「ナタ」

　女王の言葉に、鬼仙兵器の身体からだがなおさら強く震え出す。

　痙けい攣れんするようにして、ガチガチと歯を嚙かみ鳴らす。その手に、不規則な鬼き宝ほうの幻げん影えいが何度となく浮かび、消えていく。

　月つき白しろの変生属性による洗脳と、〈七鍵勅書〉が拮きつ抗こうしているのであった。

「ナタ……」

　蓮リヤン花フアが、呻く。

　ある意味、それは歴史の再現でもあった。

　誰もが彼女の力を利用しようとしかせず、利用するものとしか見なかった歴史。今も彼女を利用すべく、鬼仙と〈おに〉とが対立し合い、そのねじれがすべてナタを苦しめているのだった。

（なんで……あたしは何も……）

　その苦しみを、止めたかった。

　なのに、ろくに手出しすることもできなかった。自爆生物に囲まれた西シー王ワン母ムーには触れることもできず、月白弦摩に危害を加えれば単にナタが西シー王ワン母ムーの支配下に戻もどるだけだ。

「なら……」

　業ごうを煮にやした西シー王ワン母ムーの手に、玉ぎよく璽じが生まれていた。





「崑こん崙ろんの女王の名において、西シー王ワン母ムーが太たい極きよく符ふ印いんの四番目の息子むすこに命ず」






　夜に、清せい澄ちような口こう訣けつが流れた。

　当時の有力支族が結集してつくりあげた、鬼仙兵器の拘こう束そく具。





「七しち言げんもちて七しち鍵けんと成す。まつろわせよ、まつろわせよ、其そを律りつ令りようの如ごとく疾とくまつろわせよ、七鍵勅書！」






　その、口こう訣けつを言い切った瞬間だった。

「…………？」

　氣チイの異変に、西シー王ワン母ムーが柳りゆう眉びを寄せる。

　その次の瞬間、

「ああああああああっ！」

　突然、ナタが大量の血液を吐いたのだ。

　あまりにも赤く、これほどの血が肉体に存在したのかというほどの、凄すさまじい量だった。

「何が!?」

　さしもの西シー王ワン母ムーも、動どう揺ように目を見開く。

　そして、

「……ははははははは」

　と、青朽葉が突然笑い出した。

　壊こわれたかのような笑い声に西シー王ワン母ムーが振り返り、青朽葉はあまりにも愉ゆ快かいそうに笑い転げた。

「本当だ……！　この展開なら……絶対に西シー王ワン母ムーは……〈七鍵勅書〉を……使うって……。使ったら……鬼宝が活性化するから……特定は簡単だって……」

「あなた、何を……！」

「青朽葉の十九式──〈裏うら三さん尸し〉」

　今にも息絶えそうな顔色で、青朽葉は誇ほこらかに囁ささやいた。

「もともと……月白への対策だったんだけどね……。その鬼仙兵器の……身体に……寄生生物を……打ち込んでやったんですよ……普ふ段だんならともかく……命令を直接くだしてる状態なら……活性化した鬼宝のありかは……案外簡単に……分かりました……。壊すのなんて……もっと簡単……」

「……私たちは、ここまでだ」

　と、月白弦摩も微び笑しようした。

　気力だけで、ここまで耐たえていたのだろう。

　がくり、と膝ひざを屈くつする。片足しかない今は、そのまま横ざまに倒れ伏ふす。

　もともと身体の弱い青朽葉などなおさらであった。

「任せるのは……業ごう腹はらだけど……」

「……君は違う答えを、見せてくれるんだろうね？」

　青朽葉と月白弦摩のその質問に、




「──ああ」




　と、その声は答えた。

「その答えを、持ってきたんだ」

　ゆっくりと、新しい人ひと影かげが舞ぶ台たいに現れる。

　さきほどの──青朽葉がつくりあげた擬態生物に、彼も隠かくれていたのである。

　年の頃ころは十七、八か。中肉中背で、頰ほおには古い火傷の痕あと。近代的なフォルムのジャケットを纏まとい、鬼仙と〈おに〉の人外の争いにも負けず、その瞳ひとみに力を漲みなぎらせていた。

「まさか……」

　と、西シー王ワン母ムーが呟つぶやき。

「あ、ああ……」

[image: ]

　蓮リヤン花フアも、低く呻いた。

　その胸に、きゅっと握にぎりしめた拳をおいて、

「馳郎！」

　涙なみだとともに、少年の名を呼んだ。




　　　　＊




　そして、少年だけではなかった。

　片目の潰つぶれた黒くろ猫ねこが、その足あし下もとから歩み出たのである。

　その黒猫の名を、西シー王ワン母ムーが呼んだ。

「戌いぬ見み馳郎に……エイジャ……」

「ここに来る途と中ちゆうで、合流が間に合ってさ」

　ジンと別れた後、馳郎が見つけ出したのは、月白弦摩と青朽葉晃、そしてエイジャの三人であったのだ。

　もともとエイジャが月白のメッセンジャーをしていたことを考えれば、この黒猫がふたりと合流していたのは自然ななりゆきだろう。

　いいや、必然と言ってもよい。




　──『あ、そうそう。あいつにはちゃんと伝言しといたぞ！』




　ジンが、馳郎に告げた言葉。

　あれは、エイジャに三つ角との合流を促うながすよう、馳郎がジンに依い頼らいした結果だったのである。

「なら、今のも、あなたの指示ということ……？」

「ああ」

　と、馳郎はうなずいた。

「前から考えてた。鬼仙の知識に三つ角の〈おに〉をもってすれば、ひょっとしたら〈七鍵勅書〉の本体にも干かん渉しようできるんじゃないかって」

「〈七鍵勅書〉の本体は、誰だれにも手出しされないよう、鬼仙兵器の身体と同化して正体を隠しているがな」

　続けて、黒猫が囁いたのである。

「口こう訣けつをもって名を呼ばれ、端たん末まつと接続して活性化してるときであれば、いくらなんでも隠れてられまいよ。オレもその〈七鍵勅書〉を使った身だからこそ、その特性は分かるつもりだ」

　それは、ずっと少女のことを考えていた馳郎だからこその発想だったろう。

　それは、ずっと少女に復ふく讐しゆうしようとしていたエイジャだからこその知ち恵えだったろう。

　鬼仙からすれば盲もう点てん。

〈おに〉からしても、兵器を救うなど発想の外。

　その双そう方ほうに触れあった少年だからこそ成した──エイジャが知恵を貸したからこその、到とう着ちやく点。

「…………」

　よろよろと、白い帽ぼう子しの少女が立ち上がる。

　驚おどろくほどの大量の血液が足下に池のごとく広がっている中、小さな金属片へんが落ちているのを、西シー王ワン母ムーは見み逃のがさなかった。

「本当に……」

　と、もう一度西シー王ワン母ムーが唸うなった。

　この女王のこんな震ふるえた声こわ音ねを、一体誰が想像したろうか。

「本当に……〈七鍵勅書〉を……壊した？」

「…………」

　ゆっくりと。

　ナタが、顔をあげる。

「ありがとう……馳郎……エイジャ……」

　と、少女は囁いた。

　幾いく条じようも透とう明めいな涙がこぼれ、顎あごを伝わった。

　何百年という拘束を解いてくれた礼を、どう表現したらいいか少女には分からなかった。単なる歓かん喜きとも切ないともつかない表情で、霧きりに覆おおわれた夜空を見上げていた。この場の誰も声をかけられないほどに、その姿は孤こ高こうで、神聖ですらあった。

　いや、ひとりだけ例外がいた。

「ナタ！」

　と、馳郎が呼びかけたのだ。

　あまりにも純じゆん粋すいな、おもちゃ箱をひっくりかえした子供のような笑え顔がおだった。

「……ふん」

　ついで、エイジャは視線をそむけた。

　かつて鬼き仙せん兵器に復讐しようとしていたゆえ、どうしてもまともに顔をあわせられないらしかった。

　ぐいと、手の甲こうで涙を拭ぬぐって、

「三人に、戻ったな」

　と、ナタも笑った。

　その表情もまたいままでにない──おそらくは、かつて遊牧民族として彼女なりに平へい凡ぼんに生きていた頃の、笑顔に違ちがいなかった。

　最初の三人。

　ナタとエイジャと馳郎。

　鬼仙との一連の事件の始まりに、集つどった三人。

「蓮リヤン花フアも、ありがとう。お前の声は聞こえてた」

「……今いま更さら思い出さないでよ、恥はずかしいから。あたしももう限界だし」

　言って、蓮リヤン花フアもがくりと膝を屈した。

「任せたからね」

　今度こそ立ち上がれまいと思いつつ、託たくす。

　少しだけ、悔くやしい思いはあった。

　この事件の最後まで両の足で立って戦えなかったことが、胸の中でしこりみたいにわだかまってはいた。

　それでも、彼らに託したなら悔くいはない。

　瞼まぶたを開け続ける力もなく、蓮リヤン花フアの意識が闇やみに落ちる。

　そして、

「……ああ、任されたとも」

　今、ナタは振ふり返る。

「私たちが、お前の相手だ！　西シー王ワン母ムー！」

　天地も裂さけよと、最終兵器たる少女は叫さけんだのであった。







　第五章　王威の決戦
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　宣戦布告を、女王は正面から受け止めた。

　びりびりと、至近距きよ離りで落らく雷らいを見み据すえたかのごとき衝しよう撃げきが全身を突つき抜ぬけた。それでも一歩たりとも退ひかなかったのは、まさに鬼仙の女王としての気き概がいゆえであった。

　ただ、すぐさま鬼仙兵器に応じようとはしなかった。

　月を思う。

　欠けのない、真円の月である。

　観月法という、集中のための方法だった。

　呼吸と意識とを整え、この事態の急所となるべき場所を見やる。

「……先に訊きくわ。戌いぬ見み馳はせ郎ろう」

　すなわち鬼仙兵器ではなく、その解放者へと問うたのだ。

　視線を、ゆるやかに投じつつ、

「どうして、戻もどってきたの？」

　優やさしく、西シー王ワン母ムーは口を開く。

「実のところ、あなたには感謝してるのよ。娘むすめにも私にもたくさんの経験をさせてくれたわ。たった一夜が百年にも匹ひつ敵てきするぐらい」

　西シー王ワン母ムーの声音は、けしてそれが誤ご魔ま化かしではないと、如によ実じつに伝えていた。

　少年を評価していることは、否いや応おう無しに理解させられた。

「結構な話だな」

　と、だから馳郎も苦く笑しようした。

「──そして、あなたも認めたでしょう？　私たちの戦いは生存競争。機転や後あと知ぢ恵えで止められる種類のものではないと」

　それは、たった半日前、馳郎の心を折った事実。

　あらゆる交こう渉しようがこの相手には通じないと、思い知らされた。

　だけど、今は。

「案は、ある」

　少年が、告げた。

「ふうん？」

「でも、あなたはこの案を決して吞のまない。リスクが大きすぎる上、こんな不確実な案を現状で吞む理由がない」

　少年の言葉は、しみじみと夜を流れた。

　そらっとぼけた、と言ってもよい。

　しかし、怒おこり出すこともなく、西シー王ワン母ムーは改めて尋たずねた。

「じゃあ、どうするの？」

「それは、今ナタが言ってくれました。──吞まなくてはならないぐらいに、叩たたきのめします」

　その言葉が一いつ瞬しゆん理解できなくて、ぱちぱちと女王は瞬まばたきした。

「本気？」

「本気です」

　そう口にして、さらに続ける。




「賭けをしましょう」




　覚かく悟ごを決めた声が、もはや七割方崑こん崙ろん山さんに置き換かわった土地に流れた。

「俺たちが勝ったなら、さっきの案を聞いてもらいます。受け容いれなくてもいいけれど、最後まで必ず耳にしてもらいます」

「……賭け、ね」

　しばらく少年を見据えて、西シー王ワン母ムーが尋ねる。

「そんな賭けに、どうして私たちが乗らないといけないわけ？」

「この西にし中ちゆう華か街がいを好きにするといっても、あなた方は人間世界とのバランスを取らねばならないはずです」

　瞳ひとみを逸そらさずに、馳郎も答えた。

「もともと、人外の世界は人間の常識に影えい響きようしないよう配はい慮りよされている。それは、自分たちの正体が人間に露ろ見けんした結果異物として排はい除じよされないように、というあなたたちの防衛行動でもあったはずだ」

〈おに〉の間でも、白はく鳳ほう六ろつ家けのひとつである紫し藤とうがそれを担になっている。

　今も、この西中華街で起きている騒そう動どうが世間に決定的な影響をもたらさないよう、働きかけているはずだった。

「だったら、あなたが勝ったとき、そのバランス取りがつつがなく行われるよう、白はく翁おうの権力をもってサポートしましょう。今のあなたには必要なはずです」

「…………」

　数秒、西シー王ワン母ムーも沈ちん黙もくした。

「賭けの後、あなたたちがその約束を守るという証しよう拠こは？」

　乗った、と馳郎は見た。

　だからこそ、ここが正念場だと踏ふんだ。

「勝った者には勝った責任が、負けた者には負けた強みがあります。そのことを俺はさっき確かく認にんしてきました」

「責任と強み。そうね。管理者が背負えるのなんて、所しよ詮せんはそれだけだものね」

　歌うように、女王が口にする。

「でも、あなたが白翁の後こう継けい者しやに指名されてからでも十年、私が崑崙山の女王になってからは数千年になるわ。それを同等に言われても──」

「同じですよ、そんなの」

　と、馳郎は即そく座ざに返した。

　自分が通ってきた道のりが、けして間ま違ちがえてないことを確認してきた。

　その十年ほどの歴史が、たとえ西シー王ワン母ムーに比べれば塵ちりにも等しい時間だとしても。

「全財産は全財産。千円でも千億でも変わらない。──だから、十七年と六千年でも一いつ緒しよですよ」

　そんな理り屈くつを、平然と言ってのける。

　千円ボディガードという彼の生き方が、少年の背中を押す。

　潔いさぎよく、清すが々すがしく、迷いも憂うれいも受け容れたままに、ただ胸を張る。

「──なんて、傲ごう慢まん」

　少年の態度を、一言で西シー王ワン母ムーは評した。

「なんて、強ごう欲よく」

　大罪をつきつけるように、女王の美しい声が響ひびく。

　実際、その評価は正しい。

　戌見馳郎という人間が携たずさえてきたプランは、傲慢で強欲そのものだ。そのプランをろくに話さずに賭けを持ちかけようとするのだから、なおさら傲慢も強欲も引き立つというものだった。

「だけど美しいわね。人間」

　微笑ほほえみかけるように、西シー王ワン母ムーは言った。

　女め神がみの祝福にも似て、彼女は初めて心底から『人間』を言こと祝ほいだ。

「傲慢も強欲も隠かくさずに生きて貫つらぬこうとする、その短命は輝かがやくほどに美しい。あなたがたはそうやってこの世界を蹂じゆう躙りんしてきたのだもの。下手へたに包み隠そうとするより、よほどその方が素す晴ばらしい。──いいわ、その賭けに乗ります」

　と、正面から少年たちを見据えた。

　少馳年郎と、鬼仙兵器ナタと、鬼き仙せんのなれの果てたる黒エイ猫ジヤに対して、宣戦布告の答礼を返す。

「私が、相手をしてあげる」




　　　　＊




　倒たおれた少シヤオ影インを覗のぞき込んで、ウーがことりと首を傾かしげた。

「──その処しよ刑けい人、滅ほろびたの？」

「さて！　どっちかというと、助かっちゃった気もするがね！」

　つまらなげに、ジンは相手を見下ろす。

　少シヤオ影インの氣チイはむしろ安定に復していた。ジンの居合いによって精神を断たたれ、仮死状態に陥おちいった肉体が、結果として毒の進行をも止めたらしかった。

「ま、俺の知ったこっちゃねえな！」

　そう言ったときだった。

　不意に、ジンが北を向いた。

　その方角で、怒ど濤とうのような光が、大地から天空へと吹ふき上がったのだ。

「四し宝ほう剣けんの三つ目……か」

　呟つぶやいたところで、あぐらを搔かいた。

「ジン？」

「いや、疲つかれた！　正直もう一歩も歩きたくないね！　残りは全部ハセ公に任せた！」

　不死身の鬼仙に死を思わせるため、どれほどの集中力が必要とされたか、彼以外に分かるものなどいまい。ちょいちょいと指先で呼んで、愛妻の頭をかいぐりかいぐり撫なで回す。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。白パイもきちっとなんとかなるっての！」

「ほ、本当よね？」

「本当だともさ！」

　安やす請うけ合いとばかりにうなずいてから、

（……どうよ、ハセ公）

　と、これは胸の中で呟いた。




「享きよう楽らくでも秩ちつ序じよでもない──ただ諦あきらめただけの王様になんて、負けてるんじゃねえぞ？」
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　戦いは、ナタが口火を切った。





「古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は芭ば蕉しよう扇せんの三番目の娘むすめに乞こい願ねがう」






　口こう訣けつは、蓮リヤン花フアが残した金属の舞ぶ台たいに響いた。

　すでに蓮リヤン花フアたち──倒れた鬼仙と〈おに〉は離はなれた場所へ移送されている。弦げん摩まにも最低限の応急処置は施ほどこしたが、助かるかどうかは彼の生命力次し第だいというところであった。

　しかし、今はすべてを忘れた。

　ただ、全力をぶつけるのみ。

　全身の氣チイを練り上げ、可能な限り環かん境きようから吸収しつつ、手元の鬼き宝ほうへと注ぎ込む。





「──三さん昧まい、狂きよう風ふう、煽あおぎて叫さけべ、五ご火か神しん焰えん扇せん！」






　朱しゆ色いろの炎ほのおが、生き物のように西シー王ワン母ムーへと殺さつ到とうした。

　西シー王ワン母ムーどころか、金属の舞台の三割ほどを炎で包み込み、少女は後方へと飛び退すさる。

　多くの鬼宝が、少女の身体からだに備わっていた。

　手に握にぎる武器は火か尖せん槍そう。足あし下もとでは風ふう火か輪りんが回転し、腕うで輪わになっているのは乾けん坤こん圏けん。そして、肩かた口ぐちから下げられた異様に巨きよ大だいな籠かごは、少女最強の鬼宝たる九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうだった。

　ナタの状態は、ほぼ解放状態に等しかった。

〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉が壊こわれた今、鬼仙兵器としてのほぼすべての能力を扱あつかうことができていたからだ。逆に言えば、かつて〈七鍵勅書〉が担っていたリミッターも外されているということで、ナタ自身がどのように扱えばいいのか困こん惑わくしている部分もあった。

（ぶっつけ本番しかないか）

　いっそ朗ほがらかに、そんなことを思っていた。

「ナタ」

　背後から、馳郎が名を呼んだ。

　こちらも臨戦態勢に入って、〈カエアン〉の仕マニ掛ピユけレー腕タを展開させている。

「馳郎」

　と、少女も囁ささやいた。

　ほんの少しだけ躊躇ためらってから、続ける。

「私は、君がいて嬉うれしいよ」

「知ってる」

　と、即座に馳郎は答えた。

　壊れるんじゃないかと思うぐらい、心臓が脈打った。かあっと顔が熱くなり、耳まで一気に赤くなるのが分かった。そんな機能が自分に残されていることが、不思議なぐらい嬉しかった。

　優やさしく、少年は笑った。

「待たせたよな」

「……ああ」

　ナタも、微笑した。

　また泣きそうになってしまって、必死にこらえた。視界をぼやけさせるわけにはいかなかった。

　たった数言のやりとりが、どうしてこんなにも胸に迫せまるのだろう。

「……待ったよ。私は、君を、本当に待ってたんだ」

　少女にとって。

　少年にとって。

　戦いこそが、出会いだった。

　ならば、ここに至ったのも必然か。

　敵も掟おきても封ふう印いんも障害も何もかも退けて、それでも辿たどり着かなきゃならなかった場所。

「……来るぞ」

　足下で、エイジャが言った。

　こちらも油断なく身構えて、尻尾しつぽをぴんと直立させている。その真しん剣けんな態度と裏腹に、小さな身体が少しだけユーモラスだった。

「ああ」

　と、ナタがうなずく。

「頼たよりにしてるぞ、エイジャ」

「好きにしろ」

　そっけない返事とともに、爆ばく発はつ的てきに氣チイが膨ふくれあがった。

　ぞんっ、と西シー王ワン母ムーが炎から抜ぬけ出たのだ。

　やはりというか、あの程度では当然に無傷だった。

「今、三つ目の光があがったわね？」

　と女王は柔やわらかく口にした。

「この賭かけが決まる前に、勝負がついてしまうかもしれないわよ？　だって、完全に置き換かわってしまえば、私も元には戻もどせないもの」

　西シー王ワン母ムーの言っている意味は、馳郎たちにもよく分かった。

　戦いに、さらに時間制限がついたということ。

「それに、三つ目まで解放されればこんなこともできる」

　ゆるり、と貴き妃ひ服の袖そでが流れた。

　西シー王ワン母ムーが右手を持ち上げたのだ。





「……崑こん崙ろんの血をもって、西シー王ワン母ムーが始祖たる鬼宝に願う」






　口こう訣けつは、神しん韻いん縹ひよう渺びようと夜に響く。

　西シー王ワン母ムーの詠えい唱しようはあまりに美しく、それ自体が魔ま術じゆつのごとく聞くものを惹ひきつけた。





「四方に四し獣じゆう、四季に四色、天干地支の流れを導く！」

「相生にして相そう剋こく、反剋に相乗、角すぼしより軫みつかけに至る星宿を回し廻めぐりて我が手に至れ！　四宝剣──！」






　刹せつ那な、旋せん風ぷうが巻き起こった。大気にたぎっていた氣チイが残らず女王へ集中したのではと思われるほどの嵐あらしであった。

　その直下、女王の左手に一ひと振ふりの剣けんが握られていたのである。

　艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、女王は剣の名を口にした。

「四宝剣の一振り──戮りく仙せん剣けん」

「……くっ！」

　その輝かがやきに後ずさりしたナタへ、馳郎が問いかける。

「ナタ、あれは？」

「あれは……対鬼仙用の鬼宝だ」

　その言葉に、少年が緊きん張ちようを強くした。

「対鬼仙？」

「私のおおもとさ。鬼き仙せん兵器なんていう鬼仙同士で殺し合うための兵器の、さらに源流。一いつ切さいの不死属性と鬼宝を無効化する」

「っ……！」

　確かに、考えたことはあった。

　ナタの不死属性はあまりに特とく殊しゆである。

　あらゆる鬼宝を無効化し、鬼仙を人間に変えてしまうという不死属性。突とつ然ぜんそんな力を創つくりだしたというよりは、何らかのモデルがあった方が自然ではないか。

「じゃあ、西シー王ワン母ムーを人間にするって手は──」

「──少なくとも、あの剣が手にある間は無理だ。ばかりか、こっちの鬼宝も無効化してくるぞ」

「さあ、もっと遊びましょう？」

　鈴すずを転がすような声とともに。

　一気に、西シー王ワン母ムーが間合いを詰つめた。

　滑すべるような一足が、十数メートルの距きよ離りを無に帰する。身をのべると言われる、古い武術特有の歩法であった。

　そこから、ふたりの隙すきへ差し込む剣の冴さえよ。

　一切の迷いも躊躇もなく、ナタと馳郎のふたりを相手取って、西シー王ワン母ムーの剣が舞まう。そのたび白い貴妃服が大きくたなびき、白鳥のごとく夜を飾かざった。かほどに流りゆう麗れいでありながら、ナタと馳郎のふたり──〈カエアン〉のサポートを含ふくんでも、たった一度攻こう撃げきを掠かすらせることすらかなわなかった。

　ナタの師し匠しようであるという武術の功クン夫フーには、何の誇こ張ちようもなかった。

「〈カエアン〉！」

『イエス、マスター！　要リク請エス起ト・動ブート。攻こう性せいプログラム０３──〈リッパー〉！』

　三本の仕マニ掛ピユけレー腕タが飛び出し、鋼鉄をも断たち切る特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんを露ろ出しゆつさせる。インナージャケットに仕組まれた人工筋肉と半鬼仙となった身体能力が、馳郎を限界まで加速させた。

　それでも、まるで間に合わなかった。

　たちまち仕マニ掛ピユけレー腕タの一本が両断され、防刃機能のあるジャケットがあっさり斬きり込まれる。

「っそお──！」

　いくら見ても追いつけない。

　身体運用のレベルが、桁けた違ちがいなのだ。

　少年には三つの動作がかかることを、ナタならふたつの動作、西シー王ワン母ムーはひとつの動作で成し遂とげてしまう。同レベルの身体能力を持ち合わせている以上、その差はあまりにも決定的だった。

「ほら、どうしたの？」

　笑いながら、さらに西シー王ワン母ムーが突つきをいれた。

　少年の肩口から、血が噴ふき出した。防刃機能も半鬼仙の回復力もまるで役に立たなかった。

　耐たえきれず、ナタが腕を振ふり上げる。





「蒼そう天てん断ち切り烈れつ日じつ灼やき落とせ、火か尖せん槍そう！」






　その口こう訣けつに応こたえ、火尖槍の切っ先から集束された熱線が迸ほとばしったのだ。それこそ何千度という熱を一点に絞しぼり込んだ──鉄や岩でもかまわずに溶よう断だんするほどの光だった。

　しかし。

　戮仙剣の刃の前に、露つゆと散ったのだ。

　鬼き宝ほうの無効化、という謳うたい文句には欠片かけらの偽いつわりもなかった。

　それでも体勢を立て直すだけの時間を稼かせぎ、ナタと馳郎が後方へと跳とぶ。

　そんな姿に微笑しつつ、西シー王ワン母ムーがさらに口こう訣けつを唱えたのだ。





「四方に四獣、四季に四色、天干地支の流れを導く！」






「また──！」

　馳郎が血相を変える。

　一振りですらこうも処しがたい鬼宝が、またひとつ。





「相生にして相剋、反剋に相乗、角すぼしより軫みつかけに至る星宿を回し廻りて我が手に至れ！」






　今度は、天空より落らく雷らいが発生した。大気にたぎっていた氣チイが残らず女王へ集中したのではと思われるほどの稲いな妻ずまであった。

　その雷かみなり自体が具現化したかのように、女王の右手にはもう一振りの剣が現れていた。

「四し宝ほう剣けんの一振り──絶ぜつ仙せん剣けん」

　今度は、ナタが名を呼んだ。

「あれも、対鬼仙のために練り上げられた鬼宝だ。稲妻を操あやつり、大戦でいくつもの鬼仙の氏族を滅ほろぼした剣」

「あら。忘れてなかったのね？」

　と、女王は口にする。

　左手に戮仙剣、右手に絶仙剣。

　史上最悪とも思われる鬼宝ふたつをそなえ、西シー王ワン母ムーはゆっくりと少年たちへ歩み寄る。

　その上空から、もうひとつの影かげが舞い降りたのだ。

「エイジャ！」

「……待っていたぞ」

　と、片目の黒くろ猫ねこは囁ささやいた。

「このときを、待っていた」

　復ふく讐しゆうに燃えて、エイジャは唇くちびるを引き裂さいた。

　そうだ。

　彼の村を滅ぼしたのは、結局のところナタをつくりだすよう命じた──女王たる西シー王ワン母ムーであった。馳郎と別れた後、エイジャが月つき白しろのメッセンジャーに甘んじていたのはこのときあるを期して、たった一いつ矢しを報むくいるためではなかったか。

　発動するのは、彼の不死属性。

　自らの身体からだを別の獣けものにつくりかえるという『力』。

　空中で、小さな黒猫から一気に巨きよ大だいな狼おおかみへと変じて、エイジャは牙きばを剝むいた。西シー王ワン母ムーの体勢では、両手の剣のいずれもがエイジャを切り裂くのに一動作余分にかかる。

「ええ」

　と、あでやかに肯こう定ていの声が流れたのだ。

「きっと、あなたはそうすると思っていた」

　あっさり絶仙剣を放し、西シー王ワン母ムーの手が反転したのだ。

　エイジャの牙を搦からめ捕り、ほんの少し力を加えただけで襲しゆう撃げきのベクトルは反転した。合気道の演えん武ぶのごとくぐるりと裏返ったエイジャの身体は、まるで独こ楽まのように回転しながら、背中から金属の舞ぶ台たいに落下していった。

「オレも……」

　と、そのまま狼が呻うめいた。

　潰つぶれた片目は、今このときだけ深遠な闇やみを映しているようだった。闇とはきっと西シー王ワン母ムーさえ見み透すかせない未来のことだった。

「……見み抜ぬかれると思っていたよ」

　そして、激げき突とつの瞬しゆん間かん、

「馳郎！」

　片目の狼は、少年の名を叫さけんだのだ。

　かつて仇きゆう敵てきだった相手に。

　ただ、助けてくれと。

　その声に、少年も応えた。

　エイジャが隙をつくったその瞬間、馳郎は金属の舞台の外──滔とう々とうと流れる崑こん崙ろん山さんの川へ身を投げ出したのだ。

『──〈モジュール〉射出』

　機械音声が囁いていた。

「何!?」

　振り返った西シー王ワン母ムーの視界の隅すみで、彼方かなたから金属パックが飛来する。

　馳郎が水中に飛び込む直前、金属パックは変形し、少年の身体を包み込んだ。たちまちエアバッグのごとき緩かん衝しよう材ざいにくるまれ、その内側から流線型の装そう甲こうと鋼鉄の装備に覆おおわれた新たな姿を現しつつ、今度こそ川の下に消えたのだ。

『水中戦せん闘とう用追加モジュール〈オケアノス〉』

　囁きが聞こえたかどうか。

「機械の鎧よろい!?」

　西シー王ワン母ムーが、目を剝く。

　さしもの女王も、強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トンまでは知らなかったのだ。

　手放した剣けんが、仕草ひとつで空中を飛び、女王の手へと収まる。


「絶仙剣！」



　その剣から、いくつもの稲妻が乱れ飛んだ。

〈オケアノス〉の絶ぜつ縁えん機能がなければ、少年の身体は内側まで焼き尽つくされていただろう。いや、あってさえも、凄すさまじい衝しよう撃げきが神経をつんざき、けたたましいまでの警告画像アラートが視界の端はしを埋うめ尽くす。

「耐えられるか、〈カエアン〉！」

『復旧不能の部位を、バイパスで接続し直します。基本性能の73％を確保。作戦を続行します』

　機械音声とともに、スーパーキャビテーションが起動。

　肩かたの装甲がスライドし、噴き出した泡あわによって水の抵てい抗こうを極限まで減少させ、水中を滑るようにして移動する。あたかも現代の人魚のごとく水中を駆かけ回り、西シー王ワン母ムーの死角になったポイントから命令コマンドを入力する。

「〈カエアン〉！」

『〈モード：オケアノス〉特とく殊しゆ攻こう性せいプログラム０２──〈トライデント〉』

〈オケアノス〉の背部ポッドが、三基の小型ミサイルを吐はき出した。




　　　　＊




　さしもの西シー王ワン母ムーも、そうした攻こう撃げきは理解の外だったろう。

　馳郎の水中用強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トン。さらには携けい帯たい用小型ミサイル。いずれも鬼き仙せんの常識にはない産物であり、しかし西シー王ワン母ムーの直感は正しく反応してみせた。

　接近されるより先に、絶仙剣が閃ひらめく。

　解放された稲妻は空気を食い尽くし、音速を遥かに超こえる速度で小型ミサイルを迎げい撃げきした。

　耳をつんざく轟ごう音おんとともに、次の異変が生じた。

「っ!?」

　水中から、機械の鎧を纏まとった馳郎が飛び出したのだ。

　同時、再び機械音声も囁いた。

『──〈モジュール〉射出』

　完かん璧ぺきに測定された場所へ、完璧に〈モジュール〉が射出される。

　先の〈オケアノス〉が一いつ瞬しゆんで解除され、馳郎の身体を新たな金属パックが包み込んだ。

「はあっ！」

　かまわず、西シー王ワン母ムーが斬きりかかり、その剣が硬かたい音とともに受け止められた。

　銀色の腕うでだ。

　仕マニ掛ピユけレー腕タではない。

　受け止めた少年の手は、いくつもの装甲板を重ね合わせた大きな突撃槍ランスとなっていたのだ。腰こしや脚きやく部ぶにはコードやノズルといった機構が覗のぞいている。〈オケアノス〉とは違ちがい、ずっとごつごつとしたフォルムは戦闘用の趣おもむきが強かった。

『都市部高速戦闘用追加モジュール〈スカアハ〉』

　淡たん々たんとした機械音声は、どこか誇ほこらしげに聞こえた。

「ついてこれるか、西シー王ワン母ムー！」

　少年が、叫ぶ。

　ごおっ、とその身体が加速する。

　西シー王ワン母ムーでさえ追いつけない速度域へ、突とつ入にゆうする。

　モード・スカアハ。初めてジンとの戦いで使ったときから、その性能はさらに磨みがきが掛かかっていた。装甲はもちろん、脚部や背部のノズルから噴ふん射しやするガスも新式に入れ替かえ、アクチュエーターと人工筋肉を組み合わせた瞬しゆん発ぱつ力りよく強化は以前の二七○％から三五○％に至っている。

　だが、それは制せい御ぎよにかかる負担を倍増させたということだ。

　半鬼仙と化した身体でさえ、その凄まじい機動には悲鳴をあげた。肉も骨も軋きしみ、まるごとミキサーにでもかけられた気分だった。Ｆ１レーサーや戦闘機のパイロットにかかる加速度Ｇはおよそ９Ｇにもなるというが、今馳郎にかかったのはその数倍を超こえていた。前の〈スカアハ〉が内臓をテニスボールに変えてラリーするようなものなら、今は内臓だけを宇宙ロケットに乗せているにも等しかった。

　馳郎だけではない。

　その高速機動を制御する〈カエアン〉も同じだ。

　いくつもデータをフィードバックし、通常ならオーバークロックが必要なくなった〈スカアハ〉だが、こんな超ちよう高こう速そく機動ではたちまち限界を露ろ呈ていする。ジャケットに仕組まれた〈カエアン〉の唯アイデ一ンテイ性テイ──旧式チップは高熱を発し、あちこちのギミックが悲鳴のごとき音をたてはじめる。

　それでも、少年は信じた。

「いけるな、〈カエアン〉」

『もちろんです。マスター』

　どちらも、躊ちゆう躇ちよなどない。

　命を預けるなんて当たり前だ。最初からそれ以上を預け合っている。

　だから、

（今だけは……！）

　祈いのるように、少年は奥歯を嚙かみしめた。

　強く。

　ただ、強く。

　祈るように、叫ぶように。

　それ以上の熱で、自分自身の心を押し上げる。

　かつての少年ならば、間ま違ちがいなく骨も肉も拉ひしやげていた加速度。しかし、半ば鬼仙となった今の馳郎ならば──！

「ああああああああああ！」

　そのことを、受け容いれる。

　変わってしまった自分を、もう取り戻もどせない過去の自分を、ともに愛いとおしむ。


「絶ぜつ仙せん剣けん！」



　西シー王ワン母ムーが剣を振ふるった。

　捉とらえきれない少年の速度に対して、ならばその行く道をすべて塞ふさがんとばかりに、稲いな妻ずまを乱発する。

　馳郎も、口こう訣けつを唱える。





「……四し宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞こい願ねがう」

「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり。八はつ卦けを連ね巡めぐり結びて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　呼び出された陰陽剣の障しよう壁へきが、稲妻を防いだ。

　鬼き宝ほうの格から言えば、何発とは持つまい。

　それでも、変わらない志を突つき通す。

「〈カエアン〉！」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。換かん装そう攻こう性せいプログラム０２改──〈ディザスター〉』

　突撃槍ランスが、高速振しん動どうを開始する。

　以前の突撃槍ランスから改造された、高速振動モード。

「あんたが……鬼仙の女王だってんなら……」

　突撃槍ランスを、構え直す。

　これまで、出会った相手を思い出す。

　倒たおれた三つ角の〈おに〉たちを。

　戦った鬼仙や鬼宝を。

　とりわけ、灰はい岡おかジンが──自分は選べない王の在り方をもぎとった、あの幼なじみが頭から離はなれなかった。

「だったら……王の在り方を……あんたも見せろ……！」

「ふざけないで！」

　女王も絶仙剣を握にぎりしめる。どれだけ速かろうと、その機動が一直線ならば西シー王ワン母ムーの武術をもってすれば迎撃は可能であった。

　だが。

　その寸前、女王の身体からだは背後からの爆ばく発はつに巻き込まれた。

「な……っ！」

　さきほど迎撃した小型ミサイルと同じものだと、理解しただろうか。

　破損して、脱ぬぎ捨てられたはずの強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トン〈オケアノス〉が自律行動していたのである。いや、西シー王ワン母ムーも分からぬことだったが、厳密には自律行動とは言えなかった。

「あああああああああああああっ！」

　高速振動ヴイヴロ突撃槍ランスの一いち撃げきが、戮りく仙せん剣けんを砕くだく。

　そのまま、吹ふき飛ばされた西シー王ワン母ムーを貫つらぬいた。




　　　　＊




　地下のサーバールームで、もうひとつの戦いが繰くり広げられていた。

「リコが……助けるんだ……」

　コンソールを、忙いそがしく少女の指が行き来していた。

　本来、強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トンに自律機動プログラムは実装されていない。そうした強化を行うより前に、リコたちが西シー王ワン母ムーに拉ら致ちされていたからだ。

　だから、これは必要最低限のコードをリコと〈カエアン〉が作製しつつ、問題の生じた箇か所しよをその場で修正、外見上は問題なく機能させつづけるという離れ業わざをずっと維い持じしているのであった。

　もちろん、強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トンの射出装置をひそやかに移動させ、馳郎がいつでも換かん装そうできるよう準備していたのもリコと〈カエアン〉であった。




「絶対に、お兄ちゃんを最後までサポートしてみせるんだから！」




　　　　＊




　高速振動ヴイヴロ突撃槍ランスの一撃ですら、西シー王ワン母ムーの動きをつかのま封ふうじただけに過ぎなかった。

　戮仙剣を砕かれ、突撃槍ランスに貫かれても、なおも女王は叫さけんだのである。


「絶仙剣！」



　稲妻は、〈スカアハ〉と〈オケアノス〉の双そう方ほうを打った。

　ふたつの強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トンが、たちまち沈ちん黙もくする。

　だが、馳郎はすでに次の行動に移っていた。

　貫いた瞬しゆん間かんに〈スカアハ〉を脱ぎ捨て、背後へと大きく飛び退すさっていた。

　ナタの、すぐそばへと。





「戌見馳郎が、乞い願う」






　馳郎が、告げる。

　血統も鬼宝の経歴も問わず、ただ自分の名前だけで、ただ懸けん命めいに願った。

「ナタ！」

　と、叫んだ。





「我の受け取りしものを、すべて帰き還かんせしめよ……！」






　陰陽剣と、混こん天てん綾りよう。

　少女から受け取った鬼宝ふたつを、少女の中へ押し戻したのだ。

　エイジャの不意打ちからずっと待機して、ひたすらに氣チイを練り上げていたナタが、その瞬しゆん間かん瞼まぶたを開いた。

「ああ、馳郎！」

　うなずき、ただちに口こう訣けつへと移行する。





「……古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は始祖たる鬼宝に乞い願う」






　今受け取ったふたつを含ふくめ、少女のまわりへ幾いく多たの鬼宝が展開される。

　火か尖せん槍そう。

　陰陽剣。

　乾けん坤こん圏けん。

　混天綾。

　風ふう火か輪りん。

　五ご火か神しん焰えん扇せん。

　その規模は、数時間前、隼はや人とたちを薙なぎ払はらったときを大きく上回る。

　あのときには足りなかった鬼宝が元に戻ったことが、その理由であった。もともと、ナタの九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうは、彼女の持つすべての鬼宝で補完することが前提になっている。膨ぼう大だいな氣チイを吸収・制せい御ぎよするために、九竜神火罩を中心として、鬼宝は曼まん荼だ羅らのごとき図形を描えがき出す。

　少女の目も火か眼がん金きん睛せいを通り越こして、黄金の一色へと変じる。

　世ワー界ルド喰イーらタいーとして、崑こん崙ろん山さんのすべての氣チイを収しゆう奪だつしていく。





「──神しん火かは悉ことごとく絶え、混こん沌とんすらついに枯かれ落ちぬ」






　ぐるぐると、九竜神火罩の回転速度が増す。

　パズル状の表面がどんどんその形を変えていき、回転しながらほどけて、内側に絡からみ合った何柱もの竜りゆうの姿を露あらわとする。

　対して、西シー王ワン母ムーも手を持ち上げた。

　もはや鬼宝を無効化する戮仙剣はない。鬼宝は自己修復するものだが、この戦せん闘とう中の復活は望めまい。

　だから、





「四方に四し獣じゆう、四季に四色、天干地支の流れを導く！」

「相生にして相そう剋こく、反剋に相乗、角すぼしより軫みつかけに至る星宿を回し廻めぐりて我が手に至れ！」






　夜よ闇やみが、沸ふつ騰とうしたかのように見えた。

　不可視のそれはありえぬカタチを女王の手にとどめ、そのまま剣と化す。
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「四し宝ほう剣けんの一ひと振ふり──陥かん仙せん剣けん」

　漆しつ黒こくの剣であった。

　おそらく、その剣は先の絶仙剣と対ついになるものだろうと、半鬼き仙せんになった馳郎の直感が訴うつたえていた。

　かまわず、ナタは自らの始祖鬼宝を発動させる。





「四し凶きよう四し神しん残らず荼だ毘びに付し、汝の内に灼やき滅ほろぼされよ、九竜神火罩！」






　籠かごから、巨きよ大だいな炎ほのおが発した。

　真しん紅くの柱が九つそびえたち、そのひとつずつが炎の竜と変じた。

　紅ぐ蓮れんに渦うず巻まき、鬣たてがみを燃やし、それぞれに異なる九柱の竜が赫かく奕やくたる牙きばを剝むき──美しい花のごとく、螺ら旋せん状に広がっていった。


「絶仙剣！　陥仙剣！」



　女王の振ふりかざした絶仙剣より稲いな妻ずまが走り、陥仙剣より闇が発する。おそらくは擬ぎ似じブラックホールめいたものだろうその闇は、雷らい鳴めいとともに九つの竜へと挑いどんだ。

　雷と闇を、九つの竜はたやすく喰らい尽くした。

「九竜神火罩──変化の終つい」

　ナタが、囁ささやく。

　そして、

「残念」

　と、西シー王ワン母ムーは呟つぶやいた。

「もうひとつ……四宝剣が、間に合っていればね……」

　今度こそ諦あきらめたように、吐と息いきをついた。

　二振ふりの剣を手放し、自らの滅びを迎むかえ入れんと、両手を広げる。




「──九く頭ず竜りゆう輪りん廻ね！」




　ナタの声とともに。

　九柱の竜は一体となり、九つの頭持つ竜りゆう王おうとなりて、全周囲から西シー王ワン母ムーを飲み込んだ。




　　　　３




　瞼まぶたを開くと、夜空が映り込んだ。

　かすかに地平線から、黎れい明めいの光がのぼりつつある。いまだ太陽は見えず、淡あわい光は遠い日の幻まぼろしのようですらあった。

「……何……？」

　と、西シー王ワン母ムーは呟いた。

　ついで、自分の身体に不思議そうに触ふれた。

「滅びて……ない……？」

「は、無理させよるわい」

　鼻を鳴らして、肩かたをそびやかしたのは白パイ──に取り憑ついた三つ角の〈おに〉、真朱まそお真ま冬ふゆであった。

「鬼仙の影かげを片づけて駆かけつけたばかりの妾わらわに、消火作業をさせるとはの」

「はは。すいません。始し祖そ鬼き宝ほうの炎を鎮ちん火かできる人なんて、ほかにちょっと思いつきませんでしたから」

　ついで、隣となりで馳郎が頭を搔かく。

　そんな様子を見ながら、身体からだの痛みに耐たえつつ、西シー王ワン母ムーは気け怠だるげに尋たずねたのである。

「私を、滅ぼさなかったの？」

「それだと、話が違ちがうでしょう」

　と、少年はひどく真面目まじめな顔で口にした。

「賭かけに勝てば、俺の話を聞いてもらう。そういうことになってましたから。負けた者には負けた者の強みがあるって、言いましたよね」

　この場合の強みとは、話を聞ける状態にとどめる──西シー王ワン母ムーが滅ぼされないことだと、少年は言うのである。

　交こう渉しようのテーブルにつけ、と暗に告げていた。

　だから、女王も観念した。

「話って何かしら」

「はい。それは……」

　言いかけたところで、ふと馳郎がジャケットを押さえたのだ。

「すいません。少し待ってください」

　頭を下げる。

　ついで、片耳を押さえた。

　少しして、

「……うん、うん」

　と、うなずきはじめた。

　どうやら、何かの通信が入ったらしい。おおよそ数十秒ほどの短い会話の後、「ありがとうリコ」と感謝を告げて、少年は西シー王ワン母ムーへと振り返った。

「今、近辺の海の権利を国から買いました」

「……は？」

　女王の返答が数秒遅おくれたのを、誰だれも責められまい。

　対して、少年は彼女の反応を待たずに、話し始めたのである。

「急ピッチで工事を進めて、おおよそ一年内に埋うめ立てをする予定です。あなた方鬼仙用の特別居住区にする許可も、内々に手配中です。しばらくはこれで時間を稼かせげるでしょう」

「はは……なるほど。それも手のひとつよね」

　西シー王ワン母ムーも考えないわけではなかった。

　埋うめ立たて事業というのは別に現代だけの代しろ物ものではない。古代中国からいくつも例はあるし、そうした地域に仙せん人にんが在住したことも少なくない。

　しかし、結局のところ、鬼仙が生きていける大地は限られているのだ。

　埋め立てで凌しのげる時間など知れている。

「その次はどうするつもり？　私たちが食い尽くすまで数十年とかからないわよ？」

　だから、当然のことを女王は指し摘てきした。

　これで終わりだろうと思った。後は自分が滅ぼされるだけ。鬼仙はいずれ自分と同じような指導者を立てるだろう。そのとき、〈おに〉に勝てるかは分からないが、戦いが続くのは当然の摂せつ理りだとも思った。

　しかし、

「はい。もちろん考えてます」

　と、少年は思いもかけぬところを示し唆さしたのだ。

　夜空を、指さしたのである。

　当然、そこには何もない。

　いや。

　見えてはいた。

　誰の目にも平等に見えながら、しかし意識には上らなかった──そんな場所があった。




「月に、住んでいただきます」




　沈ちん黙もくが落ちた。

　誰もが二の句をつげなかった。

　少年の発言の凄すさまじさを受け入れるのに、鬼仙も〈おに〉もいささかならず時間を必要とした。いっそ夢物語と笑い飛ばせれば良かったろうに、少年の迫はく力りよくとこれまでの経けい緯いには、そんな行こう為いをさせない『力』があった。

「あなた……まさか」

「白翁の権力ならば、月の居住区を用意できます。それでも通常の人間が過ごすには辛つらいところかもしれませんが、鬼仙の強きよう靱じんさならば十分カバーできるでしょう」

　月がある種の霊れい地ちであることは、すでに太タイ乙イー真シエン人レンからお墨すみ付つきをもらっていた。

　当然だろう。

　多くの伝説で、月はこれ以上のない聖地とされている。大陸でも、西シー王ワン母ムーから逃にげた神しん仙せんが月に逃げたという逸いつ話わがあるほどだ。現代の占せん星せい術じゆつでは惑わく星せい間に霊レイ脈ラインを見み出いだそうとする一派も少なくない。

「それで足りなければ、火星を目指しましょう。その先にだって行きましょう。鬼仙が次々数が増えないというのなら好都合です。俺たちは生きているんだから、きっといくらだって新しい場所を目指せます」

　馳郎の言葉には、何の躊躇ためらいもなかった。

　呆あきれたように、西シー王ワン母ムーが口を開く。

「……ひどいその場しのぎね。この国だと、泥どろ棒ぼうを捕とらえて縄なわを綯なうとかいうことわざがあったんじゃない？」

「その場しのぎです」

　女王の挑ちよう発はつを、馳郎は肯こう定ていした。

「何それ？　開き直り？」

「かもしれません。ですが、その場しのぎにその場しのぎを重ねることを、俺はもう恐おそれません」

　はっきりと、少年は言う。

「もとより、人類の歴史に恒こう久きゆう的てきな解決なんて一度もありません。すべてが初めてで、すべてがその場しのぎです。俺たちはそういう生き物です」

　胸を張った。

　この世のすべてを手に入れたといってもよい大だい鬼き仙せんに対して、たかだか十代の少年は何ひとつ持ち合わせてないことそのものを誇ほこってみせた。

　長所は短所であり、短所は長所である。

　何ひとつ持ってないことは、特定の状じよう況きよう下ではすべてを持ち合わせていることに勝まさる。

　たとえば、千円でも千兆円でも、全財産を賭けるなら同じであるように。

「宇宙も食い尽くすつもり？」

「恐れないと、言いました」

　一歩も退ひかず、少年は答えた。

「この道がどれほど蔑さげすまれようと、どれほど愚おろかだろうと、最悪の地じ獄ごくにしか続いていなかろうと、そのことから俺はもう逃げません」

「…………」

　もう一度、西シー王ワン母ムーは沈黙する。

　こんなに黙だまり込まされるのは、いつ以来だろうと思った。

　思考の違い。思想の違い。視点の違い。視野の違い。『外』との交流によってもたらされる本質的なものを、今女王は味わっていた。

　しみじみと、何かが胸に染しみ渡わたっていった。

（……ああ、そうか）

　ふと、ナタを見た。

　その足あし下もとでは、エイジャが元の黒くろ猫ねこに戻もどっていた。

　鬼仙兵器と復ふく讐しゆう者しや。本来共にいられるはずもない両者が今ここにいる奇き跡せきが、けして偶ぐう然ぜんでもなんでもないことを、西シー王ワン母ムーは理解する。

　だから、

「あなたの、次はどうするの？」

　と、訊きいた。

「あなたは確かに突とつ出しゆつしてるわ。そのことは認めましょう。──でも、あなたがいくら優すぐれていても、あなたがいくら若くても、時代はそれよりも長く続くのよ。私たちはきっとその時代にも存在しているわ」

「死ぬ気で、後こう継けい者しやを探します」

　馳郎が、小さくうなずいた。

「受け継ついだということは、いずれ誰かに受け継がせる覚かく悟ごもしたということです」

　たとえば、それは、自分が先代白翁から預かったように。

　覚悟も何もないのに、まるで詐さ欺ぎのようなやり方で引き渡されて、それでも与あたえられてしまった環かん境きように適応することが少年の成長だった。いずれは逆の立場になることも怯ひるまないと、少年は誓ちかったのである。

「……ああ」

　重く、西シー王ワン母ムーはため息をついた。

　彼女がこの国に訪おとずれて以来初めての、感かん慨がいと賞賛に満ちた吐と息いきだった。その裏に隠かくれていたのは嫉しつ妬とか、いやもっと切実な感情か。

　憧あこがれだったかもしれない。

　数千年生きた大鬼仙から、たった十七歳の少年への。

　いや、彼を形成してきた人々への。

「だから、あなたたちは恐ろしいのよ」

　瞼まぶたを閉じて、ぽつりと呟つぶやいた。




　それは、とある長い長い戦争の、一局面の終わりを表明する言葉でもあった。







　終章







　倉庫を改造したと思おぼしい、殺風景な建物の中である。

　天窓からは、ちらちらと昼下がりの光がこぼれている。この季節のこの時間となれば、相当な熱がこもりそうなものだが、どうも改造した際に、業務用のクーラーもとりつけてガンガンきかせているらしい。

　そんな中、毛布を何枚かかぶせただけの簡素なベッドに、白い髪かみの幼女が、えいっと飛び込んだのである。

「パパ、もう昼です！　起きてですー！」

　白パイであった。

　どうやら元の人格を取り戻したのか、無む邪じや気きな顔でぱたぱたと毛布を上下する。

「パパ、パパ！　そろそろ起きてです！　それとも傷が痛いんですか!?」

「あーあーあー、心配したのは分かるが毎日訊くなよ！　ハセ公じゃあるまいし、とっくに傷は塞ふさがってるっての！　つか、大だい丈じよう夫ぶじゃないと思ってるなら、飛び込んでくんな！」

　至し極ごく当然の抗こう議ぎをしつつ、ジンは毛布からひらひらと手を上下させた。

　……あれから、十日ほどが経過していた。

　西にし中ちゆう華か街がいでの一連の事件は、気象学史上でも稀まれな、局地的な嵐あらしとそれに伴ともなうガス爆ばく発はつということで処理されている。幸いというか、実際に嵐を目もく撃げきした者が多かったことも、この突とつ拍ぴよう子しもない偽カバ装ース情トー報リーを裏付ける結果となった。

　対して、長なが逗とう留りゆうする必要もないジンたちはさっさと退たい却きやくして、以前のような放ほう浪ろう生活に戻っていた次し第だいである。

「うーんうーん。だって、パパの傷、結構ひどかったんだもの！　そんなにすぐ治ったりするもの？」

「ハセ公とかとはつくりが違ちがうんだよ」

「つくり？」

　ことりと、白パイが首を傾かしげる。

　くる、とその表情が変わった。

「それはそうじゃろう。もともと〈おに〉な上に鬼仙の回復力まで加わってるんじゃからのう」

　途と端たん、ジンも渋しぶい顔になった。

「お前──」

「おうおう。そう露ろ骨こつな表情をしないでおくれ」

　くつくつと肩かたを揺ゆらして、幼女が言う。

「だいたい、そんな嫌いやがってる癖くせに、よく妾わらわを残したもんじゃの」

　打って変わった声で囁ささやいたのは、白パイの中に残った真朱まそお真ま冬ふゆであったのだ。

「白パイが泣いて頼たのむんだから仕方ないだろ！」

　なんとも嫌そうな顔で、ジンが言う。

　実際、そうだったのだ。

　真冬が消えかけたところで、「そんなのよくないです！」と白パイが泣き出してしまい、困り果てたジンとウーが真冬の残存を認めたという経緯である。

「ふふ。まあ、妾もこの体で白はく鳳ほう六ろつ家けに戻る気にはならんしの。よろしく頼む」

「いいから、さっさと替かわれ」

「あ、うん！　って──」

　幼女の人格が白パイに戻り、くるりと背後の入り口あたりを振ふり返った。

「ママ！」

「ただいま。ご飯買ってきた」

　ウキウキ顔で、首チヨー輪カーの少女がビニール袋ぶくろを持ち上げる。

「何よ、ジン。悪戯いたずらっぽい顔して」

「いやいやほれ、いいもんもらっちゃったしなー！」

　ベッドの中のジンが、くるくると腕うで輪わのような品を回してみせた。

　緊きん箍こ児じ。

　ウーにとっての〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉──命令権を司つかさどる鬼き宝ほうだった。

　退却前に、馳はせ郎ろうからせしめた品である。西シー王ワン母ムーが所持していたこの鬼宝を貰もらい受けることが、ジンがあの事件を手伝う報ほう酬しゆうだったのだから、これは当然だろう。

「……そ、そんなのなくても、あたしがジンの言うこと聞かないはずないし」

「知ってるよ愛妻！」

　ぐるんと勢いをつけて、ベッドから起き上がる。

　恥はずかしそうに言った少女の首にぐるりと腕うでを回して、頰ほおずりした。

　すると、

「もう」

　と、白パイがまるまっちく頰をふくらせたのだ。

「パパとママばかり仲がいいの、なんかずるいのです！」

「は！　子供はせいぜい悔くやしがってろ！　これは俺のだからな！」

　べえと意地悪く舌を出したときだった。

「我が君」

　と、隼はや人ともやってきたのだ。

　ウーと一いつ緒しよに買い物に行っていたためか、両手に大量のビニール袋を抱かかえている。こちらはジンと違い、西シー王ワン母ムーにやられた傷がいまだ完治してはおらず、あちこちに包帯を巻いていた。

「なんだよ！　ウーの買い物付き添そった礼でもしてほしいのか！」

「そういうわけではありませんが、扱あつかいを尋たずねたい相手がいましたので。そちらに待っております」

「ほっほう！」

　隼人の背後──倉庫の暗がりへ視線をやる。

　その闇やみに同化して、小さな生物が瞳ひとみを光らせていた。

「へえ！　なんで、お前が戻ってきたわけ!?」

　と、愉たのしそうにジンは問うた。

　エイジャであった。

「今いま更さら、ナタのところに戻る気分にはなれないのでな」

「ははあ、合わせる顔がないとかそういうのか!?　猫ねこのくせに殊しゆ勝しようなこと言ってやがるのな！」

「……それもあるが、ひとつ訊きたかった」

「はあん!?」

「お前は、これからどうする気だ？」

　低く、エイジャは訊いたのである。

　短いが、さまざまな意図の詰つまった質問だった。

「んー！」

　すると、顎あご元もとに指をあてて、数秒で若者はこんなことを口にしたのである。

「ＳＮＳ、なんてのはどうだ！」

「ＳＮＳ？」

　エイジャが、尋ね返す。

　ソーシャルネットワーキングサービスの略りやく称しようだ、というぐらいは分かる。ナタと別れて以来、月つき白しろやほかの〈おに〉と付き合う内に、エイジャは基き礎そ的てきなコンピュータの知識を身につけてもいた。

「おお、どこの世界にもはぐれものって結構いるだろ！　俺も白はく翁おうはハセ公に任せるつもりだし、正直面めん倒どうだから白鳳六家にも関かかわりたくないしな！　で、ぶっちゃけあのへんと連れん絡らく取るのも面倒臭くさいんだけど、たまに取らないとやっぱりトラブル起こすしよ！　そーいうのが適当な距きよ離りでつきあえるクローズドなＳＮＳがあれば、どっちも面倒臭さが減るんじゃね？」

　ジンの言い分は、実のところ極きわめて正せい鵠こくを射ていた。

　人外の世界はおおよそ封ほう建けん主義的な性質を保持しており、その性質ゆえにはぐれた者やトラブルは数多い。これらをゆるやかな形でつなげることができるのなら、人外の世界にも画期的な変化を起こす可能性があった。

「その構築をすると？」

「は!?　なんで俺が！　お前がやるんだよ！」

　と、ジンが指さしたのだ。

「そういうの得意だろ！　あの陰いん険けんな月白に仕込まれてたんだし！　分からない部分は〈ツール〉にやらせときゃいいんだよ！」

「…………」

　エイジャは黙だまったまま、その無む茶ちやな注文を検証する。

　これが、この若者の王の資質やもしれない。

　馳郎とは違い、彼自身にさしたる目的はない。そのために誰だれかをうまく使おうという考えもない。

　ただ、その行動がいつのまにか未来に向いている。

　今の言葉だって、権力のトップにいる馳郎には不可能で、かつ人間的な配はい慮りよを必要とすることから〈ツール〉のような人工知能だけではなしえない事業だった。エイジャのように〈おに〉や鬼き仙せん──はたまたそれ以外にも通じた人材が重要となるだろう。

　才能を扱う才能が、確かにこの若者にはあった。

「なるほど、現代向きかもしれないな」

　と、エイジャは呟いた。

　その結果が、ナタや馳郎を支し援えんすることになるのか、逆に妨ぼう害がいすることになるのかは分からない。だが、どちらにしても興味深い未来だとは思わせられたのだ。

「……じゃあ決定ね！」

　隣となりから、ウーが覗のぞき込む。

「さっさと来て、ご飯にしよ」

　全員を促うながすようにして、それからぽそっとジンの耳元で付け加えた。

「三人きりじゃないのは残念だけど、楽しくなりそう」

「それ以外興味ねえし！」

　からからと、若者は笑った。




　世界には、彼らが潜ひそむ光も闇も、いくらだってありそうだった。




　　　　＊




「──あいだだだだだだだ！」

　白い病室に、悲ひ愴そうな声がこだました。

　夏の昼下がり、カーテン越ごしにも眩まぶしい陽光が、燦さん々さんと降り注いでいる。

　白い帽ぼう子しをかぶった太陽の似合う吸きゆう血けつ鬼きは、丸椅い子すに座ったまま、悲鳴をあげた包帯だらけの少年に視線をあげた。

「また筋肉痛のぶり返しか？」

　いつもの口調で、尋ねる。

「しゃ、洒落しやれになってないんだ……なんでこんなに……いだだだだだだ……」

「半鬼仙になって早々、無理ばかりするからだ。本当なら最低でも三ヶ月は体を慣らす必要があるんだからな。その筋肉痛、まだ二週間は続くと思いたまえ」

「そ、そんなに……いだだだだだだ……」

　ギプスをはめた足を包帯でつりあげられたまま、少年がぴくぴくと痙けい攣れんする。

　実際、これでもマシな方ではあるのだ。鬼仙になろうとして失敗し、獣けものとも人ともつかないような姿になった者は枚挙にいとまがない。偶ぐう然ぜんに偶然が重なったとはいえ、少年が無事に半鬼仙になり、それなりに安定しているのは奇き蹟せき以外の何物でもないのだ。

「だいたい、私は逃にげろと言っただろう。なぜ戻もどってきた？」

　今更な質問を、ナタは投げかけた。

　自分でもどうだろうと思いながら、そこを訊きかないことはナタにはできなかった。

「どうして、そこまで無理をしたんだ？」

「それはまあ、しなきゃいけないと思ったから。それに……」

「それに？」

　と、ナタは詰め寄った。

　ふたりの距離が、接近する。

　互たがいの吐と息いきが感じられるほどに、近づく。

「西シー王ワン母ムーと出会う前に言ったな。──蓮リヤン花フアが戻ってからじゃないと、言えないことがあると」

「あ、ああ」

「それは……」

　勇気を出して、少女が言いかけたときだった。

　突とつ然ぜん、病室の扉とびらにノックがあったのだ。

　びくうっ、とふたりともが飛び離はなれるや、容よう赦しやなく扉が開き、ふたりの登場人物を迎むかえ入れた。

「あ、ナタさんもいたんだ！」

「う、うむ」

　こほんと、ナタが咳せき払ばらいして、

「リコに……北ほく斗と」

　ぱちぱちと瞬まばたきして、馳郎が言う。

「〈カエアン〉の再調整が終わったから、持ってきたの！　じゃん！」

　ジャケットを広げて、リコがにぱっと笑え顔がおになる。

　ついで、機械音声がいつもの落ち着いた口調で挨あい拶さつした。

『ただいま戻りました。マスター』

「……お帰り」

　万ばん感かんの思いで、少年も口にした。

　相棒の帰き還かんを、くしゃくしゃになった顔で受け止める。あいにくベッドからは動けないので袖そでを通すことはできなかったが、近くのハンガーにリコがかけてくれた。

「北斗は、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「僕は馳郎さんと違ちがって、ちょっと呪じゆ力りよくを使いすぎただけですから」

　そう言って、北斗は苦く笑った。

「兄さんなんか、さっさと消えてしまいましたし」

　西シー王ワン母ムーは、北斗と隼人のふたりにはとどめを刺ささなかった。

　その結果として、戦いが終わってリコたちが捜そう索さく班を差し向けた頃ころには、ジンたちともども姿を消していたのである。

「そっか。白はく鳳ほう六ろつ家けは？」

「まあ、なんとかなりますよ」

　と、北斗は請うけ合った。

「さすがに真朱と月白は、今後こう継けい者しや騒さわぎでごったがえしてますけどね」

「……そうだな」

　真朱が憑いた白パイは、ジンとともに行方ゆくえ不明。

　そして、青あお朽くち葉ばは助かったが、さすがに弦げん摩まはいかんともしがたかった。

　ただ、数日は生き延びて、今回の結果を知ると十数年なかったような笑みを浮うかべたとのことだった。

　それが、馳郎にとっても救いだった。

　反目と共きよう闘とうを繰くり返していたあの相手と、もっと話してみたかったのだと、そんな自分の気持ちを馳郎は確かく認にんしていた。

　いくつか見み舞まいのフルーツをおいてから、北斗は学がく生せい帽ぼうをかぶって頭を下げた。

「じゃ、また」

「もう行くのか」

　少し寂さびしそうに馳郎が問うと、何かしら言いかけた北斗の腕うでを取って、リコが潑はつ剌らつと宣言したのである。

「今日はくうちゃんとデートの予定なの！」

「は？　デート？」

　素すっ頓とん狂きような声を馳郎があげると、北斗が途と端たんに怪あやしげな挙動になる。

「リ、リコ、ふたりだけの秘密にする約束は！」

「え！　でもせっかくのデートなんだから誰かに自じ慢まんしたいでしょ！」

「それはそうだけど、馳郎さんは！　ああもう、とにかくお疲つかれさまです！　すみません馳郎さん！」

　ごちゃごちゃと言い合いながら、北斗がほとんど無む理り矢や理りリコを押し出すようにして退散する。

　それを見届けてから、馳郎がぽつりと呟つぶやいた。

「……妹がいろいろ、世間的にマイナーな方向に行ってる気がする……」

　思わず頭を抱かかえたのも、無理はあるまい。もちろんマイナーな方向だろうと祝福する気持ちに偽いつわりはないのだが、なかなか心の準備が必要そうな案件ではあった。

　しかし、

「それ、あんたが言えた義理じゃないでしょ」

　とも、新たな声が降り落ちたのだ。

　病室の窓から、ふわりと宙返りするみたいにして、チャイナドレスの少女が舞まい降りたのである。

「──蓮リヤン花フア」

　馳郎が、少女の名を呼んだ。

「良かったわね、そのへんてこジャケットも返ってきて」

『お気き遣づかい痛み入ります』

　機械音声が、蓮リヤン花フアの言葉に礼を返す。

　対する蓮リヤン花フアは偉えらそうにうなずいてから、ベッドに寝ねそべった馳郎の傍かたわらに腰こし掛かけた。

「……うんうん。ちゃんと寝てるじゃない。あんたのことだから、勝手に脱だつ走そうでもしてるんじゃないかと思ってたわよ」

「つ、つつくな」

　楽しそうに頰をつついている少女に、

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　あわてて、ナタが間に割り込んだ。

「む」

　割り込まれた蓮リヤン花フアが唇くちびるをとがらせ、ナタはなんとか口実を見み出いださんと頭をフル回転させながら、必死に言いつのる。

「……だいたい、蓮リヤン花フアは大陸に戻らなくて良かったのか」

「あら、ご挨拶ね」

　と、蓮リヤン花フアはふんぞりかえって宣言したのである。

「だって、あたしは馳郎の『親』なのよ。『子』を放ほうっておくわけにいかないじゃない」

「…………っ！」

　これには、思わずナタも口ごもってしまう。

　あまりにも大きなアドバンテージだった。半鬼き仙せんとはいえ馳郎がこちらに踏ふみ込んでしまった以上、蓮リヤン花フアがその『親』であるというのは、一いつ緒しよにいるための決定的な言い訳だからだ。

　自分がいない隙すきにそんな進展があったことを、正直悔くやまずにいられない。

　悶もだえているナタをよそに、蓮リヤン花フアは少年へ振ふり向いた。

「それに、この国ではあたしがベテランだからね。前にも話してたけれど、大使役になるということでまとまったわ」

「そうか」

　ぱっと、馳郎の顔が輝かがやいた。

「ありがとう。本当に、いろいろ、蓮リヤン花フアのおかげだ」

　素す直なおに、言ったのである。
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　少年からしてみれば純じゆん粋すいな感謝の表現であったろうが、少女には別の効果ももたらしたらしく、

「……あ、あ、あああ、あの」

　と、何かしらを言いかけた。

　もどかしげな姿に、ナタの非常警報もますます騒がしく鳴り、小さな白い病室が決戦場のごとき緊きん迫ぱくした空気に包まれる。

　そこで、馳郎から切り出したのだ。

「そうだ。少シヤオ影インは？」

　雰ふん囲い気きを鮮あざやかに切り倒たおす、実務的な一言だった。

「……馬ば鹿か」

　気勢を削そがれた蓮リヤン花フアが、小さく呟いた。

「ん？」

「なんでもないわよ。あっちも大陸に戻もどってリハビリ中。ホント、馬鹿が馬鹿ばっかりやってるんだから」

　罵ば倒とうしつつも、口調は明るかった。

　何度も滅ほろびを覚かく悟ごしていたのだろう。彼女と少シヤオ影インの関係は、家族のそれに極きわめて近しく、だからこそ少女は青年鬼仙の無事を心から喜んでいた。

　たとえ、それを言葉にすることはないとしても。

　なお、太タイ乙イー真シエン人レンも行方不明だが、こちらはいつものことすぎて、別段捜索隊もつくられていない。

　そこで、ちら、と蓮リヤン花フアがナタを見やった。

（……ナタ）

（……む、分かった）

　互いに小声で、囁ささやきあう。

　休戦協定、ということだ。まだまだこちらの決着はつきそうにない。あるいは、それがついてしまわないことに、ほんの少しふたりともがほっとしていたかもしれない。

　もう少しだけ、猶予モラト期間リアムを味わってもいいだろう。

　きっと、この関係は長く続くのだから。

　ただ、原因となっている少年は、ほんの少しだけ懲こらしめてもよかろうと思った。

「痛っ！」

　わざと腕のあたりを軽くねじってから、ナタは不意に真面目まじめな声で言った。

「すぐ、来月はまた交こう渉しようだぞ」

「ああ、分かってるよ」

　と、馳郎は答えた。

　そうだ。

　交渉は続いている。

　戦いは終わっても、戦後という時代を終わらせないことを、馳郎は選んだ。五ご岳がく三さん山ざんの意見をとりまとめて、再び西シー王ワン母ムーはやってくるだろう。そのとき、馳郎は白鳳六家のみならず、この国の各組織やほかの異能集団との調整まで行わねばならない。

　きっと、その交渉は長く続く。

　ひとつの交渉が終わったところで、きっとまた何かが勃ぼつ発ぱつし、本当の意味で交渉が完全終結することなどないのだろう。

　だけど、それはけして諦あきらめではない。

　むしろ、前向きと言ってよい──過去から受け継つぐことと、未来に受け継がせることを決めたのだから、

　その場しのぎを続けていく覚悟を、馳郎はすでに済ませている。

　多分、受け継がないことを決めたジンとは、まったく違ちがうやり方。

「王権レガリアを持つんだから、俺たちは人より交わらなければならない」

　誰だれもが、人生の中で交差する。それこそが生きる証あかしとでも言うように、人々のつながりこそが歴史という織タペス物トリーをつくりあげていく。

　しかし、王はほかの誰よりも触ふれあわねばならない。

　結果が戦争になるとしても。

　悲劇が避さけられないのだとしても。

　そのことから逃にげないのだと、馳郎は誓ちかっていた。自分をつくってくれたつながりにこそ胸を張り、たとえ世界を喰くらってでも前に進むのだと、決めていた。

　だけど、今は。

　どれだけ今いま更さらでも、改めて言わねばならないだろう。

「おかえり。ナタ」

「……ぁ」

　びっくりしたように、少女が瞬まばたきした。

　それから、




「……ただいま、馳郎」




　長い長い旅を終えたように、少女は本当に優やさしく、恥はずかしそうに笑ったのであった。





〈完〉









　あとがき







　お待たせしました。

『クロス×レガリア　王おう威いの決けつ戦せん』をお届けします。これにてシリーズ最終巻。少年と少女の出会いから始まった物語の、語り納めとなります。




　──鬼き仙せんと〈おに〉。

　──人外と人間。

　──神秘と科学。

　──未来と過去。

　──王たちの信念。

　──はたまた、千円と千兆円。







　僕の大好きなものの激げき突とつを、これでもかと詰つめ込んだ一冊になります。

　少年とボーイ少女のミーツ出会いガールが揺ゆり動うごかし、至った物語の結実を、皆みな様さまに楽しんでいただければ、これ以上の幸いはありません。




　　　　＊




　無ぶ粋すいではありますが、少しだけ補足を。

　今回が最終巻となるのですが、いつもなら少し前に予告しているので、驚おどろかれた方もいるかもしれません。実際もともとは九巻完結予定でして、五巻にあたる『海かい神じんの遺い産さん』あたりからそのように構成を組んでいたのですが……どうしても二○一四年後半からの僕のスケジュールが詰まってしまったのです。

　そこでスニーカー編集部様と相談の結果、一冊だけ予定を縮めて、少し展開を組み直させていただきました。僕がひたすら国内の移動を繰くり返かえしていて執しつ筆ぴつ時間が十分とれない中、今回の原げん稿こうについてもギリギリまで粘ねばっていただき、編集部様には感謝の言葉もありません。

　おかげで、最初の構想にあった物語はすべて披ひ露ろうできました。

　ナタと馳はせ郎ろう──そういえば初期の仮タイトルは『ナタトハセロウ』でした──の速度についていけたことに、何より僕がほっとしています。




　　　　＊




　このシリーズを八冊ほど出している間に、ずいぶんと書しよ籍せきを巡めぐる状じよう況きようは変わりました。


　たとえば『BOOK☆WALKER』をはじめとする電子書籍もそうです。五年ほど前はまだまだ生まれたてだった電子書籍は、僕の本の売り上げのもはや二割ほどを占しめています。僕自身、年間五百冊から六百冊ほどは電子書籍で買うようになりました。



　雑誌などを除けば、紙で読んでいる時間よりもタブレットで読んでいる時間の方が長くなっているほどです。

　しかし。

　その上で、物語に餓うえているのはまるで変わっていません。

　場所も形も変質を繰り返しながら、それでも物語というものは人類と同じだけの命を持っているのだろうと僕は思います。だからこそ、その最前線に、力の続く限り立ち続けるつもりです。




　　　　＊




　最後の最後となりますが、関わってくださった皆様に感謝を。

　ますます瑞みず々みずしいイラストを描えがいてくださったゆーげんさん、魔ま術じゆつ考証＆科学考証を受け持ってくださった三み輪わ清きよ宗むねさん、スケジュールの変化など細かくおつきあいくださった担当のＫさんにお礼を申し上げます。

　もちろん、三年弱の間おつきあいくださった読者の皆様にも。





　次についてなのですが、秋から冬頃ごろには発表できるのではと思ってます。Twitter上の三さん田だ誠まことのアカウントなどを是ぜ非ひチェックしてくださいませ。いずれもワクワクできる発表ばかりだと思っております。



　では、また新しい物語でお会いしましょう。




　二○一四年七月


成なり田た良りよう悟ごの『ステルス交境曲』を読みながら　


















カバー・本文イラスト／ゆーげん

カバー・本文デザイン／濱 祐斗
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